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本
稿
は、
先
に
東
洋
大
学ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
「
研
究
年
報」
の一
九

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

的

調

査

E

主主
I可

橋

統

七
O
年
及
び一
九
七一
年
度
に
お
い
て
発
表
し
た
拙
稿
「
宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査

-」
同
じ
く
「
E」
の
後
を
う
け、
前二
稿で
至
ら
ざ
る
部
分
を
補
う
も
の
と
し
て、

本
年
度
(一
九
七
二)
に
調
査
研
究
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。
私
の
宮
座

の
調
査
研
究
は、

同
じ
く一
九
六
九
年
「
研
究
年
報」
所
収の

前二
稿の
ま
え
に、

「
滋
賀
県
の
宮
座の
現
況
ll
社
会
人
類
学
的
予
備
調
査」
及
び、
「
宮
座
制
覚
書」

(「
民
族
学
か
ら
み
た
日
本」
河
出
書
房
新
社
刊、
一
九
七
O、
所
収)
が
あ
り、
こ
の

前
者
は
上
掲の
前二
稿
や
本
稿に
先
立つ
予
備
調
査の
報
告で、
後
者
はこ
れ
ら
全
部

に
か
か
わ
る
理
論
的
枠
組
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る。

本
稿
を
以っ
て、
数
ヶ
年
に
わ
た
る
宮
座の
調
査
研
究
は
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
わ
け

で
あ
る
が、
全
体
を
総
括
し
て
ま
と
め
る
作
業
が
ま
だ
残っ
て
お
り、
そ
れ
は
い
ず
れ

近
く
行
う
予
定で
あ
る。
な
お、
本
稿で
取
扱っ
た
三
調
査
地
の
位
置
は
二
頁の
地
図

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い。

本
年
度の
調
査
研
究
に
際
し
て
は、
文
部
省
科
学
研
究
費お
よ
び
東
洋
大
学
ア
ジ

ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
の
研
究
費の
交
付
を
受
け
た。
こ
こ
に
深
甚
な
謝
意
を
表

し
た
い
と
思
う。
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ま
た、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
で
は、
少
な
か
ら
ぬ
方々
の
御
親
切
な
お
力
添
え
を
い

R-J-、R-。

中j
ふJ
'hv
φj

い
ち
い
ち
御
名
前
を
あ
げ
な
く
て
失
礼
で
あ
る
が、
心
か
ら
御
礼
を
申
上

げ
る
次
第
で
あ
る。

一
、

甲
賀
郡
信
楽
町
朝
宮
の
宮
座

旧
朝
宮
村
は
行
政
的
に
上
朝
官、
下
朝
宮
及
び
宮
尻
の
三
大
字
か
ら
な
っ
て
い
た
が

が、
い
ず
れ
も
信
楽
町
の
市
街
地
(
長
野)
か
ら
西
方、
信
楽
川
に
沿っ
た
部
落
で、

長
野
か
ら
川
下
(
琵
琶
湖
方ー
面)
へ
向っ
て
上
朝
宮
ま
で
約
八
粁、
そ
こ
か
ら
下
朝
宮

ま
で
二
粁、
更
に
宮
尻
ま
で
二・
五
粁
で
あ
る。

の
こ
の
年
報

一
昨
年
(一r
九
七
O)

の
拙
稿
(
前々
稿)
で
報
告
し
た
多
羅
尾
は
長
野
か
ら
南へ
約
八
粁
だ
が、
多
羅
尾
と

朝
宮
を
直
接つ
な
ぐ
道
は
な
い。
そ
し
て
多
羅
尾
は、
御
斉
峠
を
経
て
伊
賀へ
通
ず
る

要
路
と
し
て
徳
川
期
に
代
官
所
が
あっ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が、
朝
官
は
裏
白
峠

か
ら
京
都
の
宇
治
や
山
城・
奈
良
方
面
に
通
ず
る
道
筋
に
あっ
て、
早
く
か
ら
都
の
文

化
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
現
在
も
長
野
発の
国
鉄パ
ス
は、
朝
宮
経
由

で
奈
良
ま
で
通
じ
て
い
る。
信
楽
(
長
野)
の
焼
物
は
す
で
に
全
国
的
に
著
名
だ
が、

朝
宮
は
茶の
産
地
で
遠
く
弘
仁
年
間
(
九
世
紀
初
頭)
に
茶
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ、
し、

ま
も
い
わ
ゆ
る
宇
治
茶
の一
部
と
見
な
し
う
る
ほ
ど
の
主
な
生
業
で
あ
る。
三
部
落
の

う
ち
官
尻
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
よ
う
で、
宮
尻
の
大
宮
神
社
に
は
そ
こ
だ
け
の

官
座
が
あ
る
が、
上
と
下
の
両
朝
官
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
所
神
社
と
八
坂
神
社
が
あっ
て

も、
官
座
と
し
て
は一
つ
で、
八
坂
神
社
は一二
所
神
社
の
御
旅
所
と
い
っ
た
格
好
に
な

っ
て
い
る。

(
写
真
A
1
参
照)

大
正
十
五
年
(
一

九
二
六)

の
甲
賀
郡士山
に
は、

両
朝
宮の
分
離
は
元
和
年
間
二
六一
五
J一一一一一)
と
の
伝
承
が
述べ
ら
れ
て
い
る

が、
定
か
な
出血〈
は
な
く、
こ
う
し
た
こ
と
の
詮
索
は
余
り
意
味
が
な
い。
い
ず
れ
に

し
ろ
両
朝
宮
の
関
係
は
密
接
で、
両
部
落
聞
の
通
婚
な
ど
も、
あ
る
程
度
あ
る
よ
う

だ。
通
婚
圏
に
つ
い
て
は
何
も
調べ
て
な
い
が、
上・
下
朝
宮
か
ら
宮
尻へ
嫁へ
ゆ
く

の
は
か
ま
わ
な
い
が
(
し
か
し
割
に
少い
と
い
う)、
官
尻
か
ら
嫁
を
と
る
の
は、
何

か
不
幸
が
お
こ
る
の
で
よ
く
な
い、
な
ど
と
言
う
よ
う
に、
や
は
り
宮
尻
と
は
古
く
か

ら
関
係
が
薄
い
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う。
な
お
宮口
尻
は、
中
世
に
朝
官
か
ら
分
れ
た
野

尻
と
桶
井
が
後
に
合
併
し、
明
治
に
至
っ
て
宮
尻
と
称
す
る
よ
う
に
なっ
た
の
だ
と、

先
の
郡
志
に
記
さ
れ
て
い
る。

と
こ
ろ
で
朝
宮の
官
座
は
多
羅一一后
と
同
様
に、
特
定
の
家
筋の
も
の
だ
け
が
構
成
す

る
い
わ
ゆ
る
株
座
ilこ
れ
に
対
し、
部
落
全一P
で
座
を
組
織
す
る
の
が
村
座
lで

あ
る
が、
多
羅
尾
が
左
と
右
の
二
座
か
ら
な
る
の
に
対
し、
座
小
屋
の
配
置
形
式
上
は

左
右
対
面
で
は
あっ
て
も、
内
容
は
七
座
で、
そ
の
組
織
形
態
は
か
な
り
複
雑
で
あ



る。
盛
小
屋の
配
置
や
景
観
につ
い
て
は、
一二
年
前の
滋
賀
県
下一
帯の
広
域
的
予
備

調
査
の
折
に
興
味
を
ひ
か
れ 、
そ
の
極
く

大
要
だ
け
を
写
真
資
料
と
し
て
紹
介
し
た
が

(一
九
六
九
年の
こ
の
年
報
拙
稿
を
参
照) 、
組
織
形
態
や
詳
し
い
内
部
構
造
に
関
し
て

は
未
調
査
で
あっ
た 。
本
年
(一
九
七
二)
やっ
と
こ
れ
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で 、
今
回
こ
こ
に
報
告
す
る
わ
け
で
あ
る 。
以
下に
見
る
如
く 、
同

じ
株
座
と
云っ
て
も 、
多
羅
尾
な
ど
と
は
多
分
に
趣
を
異
に
し 、
同
じ
湖
南
山
間
部
で

近
隣
の
村
落
で
あ
り
な
が
ら 、
こ
う
も
様
相
が
違
う
の
は
何
に
因
る
の
か 、
や
は
り

そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
柄 、
環
境
や
文
化
的
背
景・
条
件
が
い
ろ
い
ろ
に
作
用
し
た
もの
と
考

え
ら
れ
る 。
と
に
か
く
朝
宮の
宮
座
を
考
察
し
て
み
よ
う。

宮
座
の
組
織
と
構
造

上
朝
宮の
三
所
神
社
(一二
照
大
明
神
と
も
言
う)

及
び
下
朝
宮の
八
坂
神
社
(
牛
王

大
明
神)
は
祭
記
上
は一
つ
で 、
宮
鹿
組
織
も
祭
儀
も
同一
で
あ
る 。
宮
座
は
大
座

(ダ
イ
ザ)・
今
座
(
イマ
ザ)・
幣ノ
座
(へ
ノ
ザ 、
も
と
は
平ノ
座と
も
書
く)・

親
座
(シ
ン
ザ
も
と
は
新
座と
も
書
く)・

姫
座
(ヒ
メ
ザ)・
孫
座
(マ
ゴ
ザ)・
出

ケ
座
(
デ
ガ
ザ 、
も
と
は
出
来
座
と
も
書
く)
の
七
座で
組
織
さ
れ 、
各
座へ
の
家の

所
属
は
特
定の
家
筋に
従っ
て
き
まっ
て
い
る 。
正
式
座
員は
二戸
を
代
表
す
る
も
の

(
家
長
H

戸
主
ま
た
は
長
男
二
名で
都
合で一
時 、
座
を
休
む
こ
と
は
あ
る
が 、
座
員

数
(
戸
数)
も
座に
よ
っ
て
概
ね
ニ疋で
あ
る 。
一
般
に
座
員
た
る
資
格
(メ
ン
バ
ー

シ
ヅ
プ)
は
長
男
(
跡
取
り)

が
廿
五
才
位に
な
る
と
父
か
ら
継
受さ
れ
る
が 、
こ
の

場
合 、
長
男
は
必
ず
し
も
結
婚
し
て
い
な
く
て
も
よ
い 。
戦
前
は
兵
隊へ
行っ
て
(
入

営

帰っ
て
暫
く
す
れ
ば 、
こ
れ
位の
年
令に
な
り

妻
帯
す
る
か
ら 、
そ
れ
に
見
合

っ
て
家
督
も
譲
り 、

座
員
資
格
も
継
受
する
と
い
う

具
合に
なっ
て
い
た
よ
う
だ
liI

宮
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E

但
し 、
孫
座
だ
け
は
や
や
例
外で、
父
が
六
十一
歳
(
満
六
十
歳)
に
な
る
と
引
退
し

て
長
男に
引
継
ぐ 。
こ
れ
は
後
述の
よ
う
に 、
孫
座の
座
員
(
戸)
数
が
他
に
較
べ
て

(1)

 

多い
こ
と
と
関
連
が
あ
る 。
こ
の
よ
う
に 、
はっ
き
り

定
年
制
を
設
け
て
い
る
の
は
孫

座の
み
だ
か
ら 、
他
の
諸
座
に
は
若
干の
高
令
者
もい
る
こ
と
は
い
る
が 、
先の一
般

規
制
が
あ
る
の
で 、
六
十
歳
以
上
の
もの
は
割
に
少
い 。
従っ
て
結
果
的
に
は、
定
年

制
を
し
か
な
く
て
も 、
座
員の
年
令
構
成
が
高
令
者
に
偏
る
こ
と
は
な
い
と
見
倣
し
て

よ
い 。
こ
の
こ
と
は、
多
羅
尾
に
お
い
て
宮
座の
実
体
が
究
極
的
に
長
座(
オ
ト

ナ) 、

す
な
わ
ち
最
年
長
者
を
項
点
と
す
る
長
老
組
織そ
の
もの
で
あ
る
こ
と
と
著
し
く

対
照

的
で
あ
る。
だ
か
ら
多
羅
尾
で
は、
年
令
序
列
が
極
め
て
厳
し
い
が 、
こ
こ
で
は一
応

の
年
令
序
列
は
あ
っ
て
も
左
程
や
か
ま
し
く
な
く 、
オ
ト

ナ
(
長
老
衆へ
の
呼
称)
と

い
う

一言
葉
も
な
い 。
各
座の
高
令
者
た
ち
は
単
にヨ
コ
ザ
(
横
座)
と
呼
ば
れ 、
座
小

屋
で
は
上
席
に
着
座
し
て 、
あ
れ
こ
れ
指
示
し
た
り

世
話
を
や
い
た
り

す
る
程
度
で 、

特
に
儀
礼
的
地
位が
高
かっ
た
り 、

権
威が
あっ
た
り

す
る
わ
けで
は
な
い 。
な
お 、

座
小
屋
で
の
席
順
は
概
ね
年
長
順
で
あ
る
が 、
こ
れ
と
て
そ
う

厳
し
い
も
の
で
は
な

し、。い
ま
述一べ
た
よ
う
に 、
朝
宮の
官
座
は
年
令
階
梯
と
し
て
は
甚
だ
大
ま
か
で
緩
や
か

で
あ
る
が 、
株
座
と
し
て
の
組
織
形
態で
み
る
と 、
特
定の
家
筋
H

株の
もつ
意
味
は

か
な
り

重
く 、
む
し
ろ 、
こ
こ
に
こ
の
宮
座の
大
き
な
特
色
が
あ
る
と
言
え
そ
う
だ 。

こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に 、
ま
ず
七つ
の
各
座の
現
在の
座
員
名一
覧
表
(
上・

下
朝
宮の
別
及
び
参
考
ま
で
に
各
人の
年
齢
を
付
す 、
四
J
五
頁)
と
株
別
の
各
座へ

の
所
属
如
何
を
み
た
別
表
(
六
頁)
を
示
し
て
み
よ
う。
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β、J 

座
日
戸
(
上
朝
官
7・
下
朝
宮4)

町
歳

植
田
治

*
 

5
戸
(
現
在
は
上
朝
宮の
み)

52 
歳

植
西
重
光

植
西
克
衛

植
西
博

植
西
藤
吉

横
西
勘

植
西
政
義

植
西
寅
太
郎

小
倉
熊
雄

小
倉
新
蔵

小
倉
誠

小
倉
信

上
朝
官

// // // // // // 下
朝
宮

// // // 

幣ノ
座

37 

植
田
圭
介

39 

上
回
忠
三

52 

杉
本
正一
良

48 

北
五
夫

*
座
休
中の
もの
と
し
て

上
朝
宮

76 57 

平
木一
郎

58 

平
尾
省
太
郎

57 

酒
井
作
比
良

ハリPO

 

酒
井
秋
太
郎

48 

上
朝
宮

// // // // 下
朝
宮

// // 

44 53 45 38 

親
座
8
戸
(
下
朝
宮の
み)

47 
歳

大
座
日
戸
(
上
朝
宮6・
下
朝
宮4)

勇

曽
和
安
久

曽
和
治
夫

曽
和
太
三
夫

曽
和
文
也

曽
和
修

北
田
与
三
郎

村
井
功

村
井
弘
宗

奥
西
伊
久
夫

大
西
庄
八

上
朝
宮

// // // // // 下
朝
官

// // ノ/

服
部
彦

30 
歳

服
部

60 

服
部
義
雄

48 

服
部
秀

27 

服
部
薫

46 61 

服服
部 部
定
雄 清

45 

服
部
邦
平

4
戸
(
下
朝
宮の
み)

44 
歳

58 

姫
座

40 

服
部
武
白

46 

服
部
忠
夫

45 

39 30 40 35 43 32 43 

酒
井
清
治

樋
口
光
男

四

43 
歳

53 



孫
座

j同
竹
司

j同
光

j同
正
己

洞

武

洞
小
太
郎

j向
武
和

j同
竹
男

i同
清
和

杉
本
周二

杉
本

杉
本
未
男

杉
本
良
治

出ヶ
座

1同
喜
代
嗣

i同
一
ニ
校
雄

洞
菊
治

洞
浅
雄

山
本
と
さ

山
本
順
生

山
本
英

山
本
幸

山
本
善
夫 お

戸
(
上
朝
宮の
み)

35 
歳

48 27 58 58 40 52 45 22 

清

35 26 53 

日
戸
(
上
朝
宮
の
み)

76 
歳

51 49 60 66 39 49 60 61 

辻
本
正
明

辻
本
三
明

辻
本
昇
平

辻
本
土口
治

辻
本
清
治

北
田
芳
夫

北
田
仁

北
田
長三
郎

北
田
重
樹

北
田
喜
久
治

井
田
益
雄

山
本
庄
太
郎

山
田
甚
太
郎

山
田

山
田
寅
雄

植
田
安
正

宿
谷
啓
治

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

直

さ
て、

割引
宮
の
戸
数
は、
上
朝
宮
一

二
八
戸、
下
朝
宮
五
二
戸
の
計
一

八
O
戸
だ
が
小

40 
歳

学
校
や
そ
の
職
員
住
宅
・

警
官
駐
在
所
・

郵
便
局
・

保
育
所
・

診
療
所
な
ど
官
公
衛
を

39 

除
く
と 、
そ
れ
ぞ
れ
二
コ
三戸 、
四
七
戸の
計一
七
O
戸で
あ
る 。こ
の
う
ち
官
座
に

49 

入っ
て
い
な
い
座
外の
家
が
上
朝
宮
で
六
六
戸 、
下
朝
宮で
二
四
戸の
計
九
O
戸で
あ

51 

る 。
従っ
て
両
朝
宮
と
も
過
半
数
が
座
外で
あ
る 。
但
し 、
こ
れ
ら
は
全
部
が
全
部、

38 

座
と
全
く
無
関
係
か
と
言
う
と 、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
云
え
な
い 。
十
分
に
調
査
で
き

40 

た
幣ノ
座の
場
合 、
座
休
み
が
上
朝
宮
に一
戸、
下
朝
官
に
三
戸
あっ
て 、
こ
れ
は
別

57 

表
で
も
示
し
て
あ
る
が 、
もっ
と
詳
し
く
調べ
れ
ば 、
そ
の
他の
諸
座
(
殊
に
現
在 、

23 

座
員
数
が
か
な
り

少
く
なっ
て
い
る
姫
座
や
親
座
な
ど)
に
も
か
か
る
座
休
み
が
若
干

35 

数
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
祖
父
の
代
に
都
合で
座
休
み
に
なっ
た
き

46 

り 、
そ
の
ま
ま
に
な
り 、
い
ま
で
は
座へ
の
帰
属
意
識
も
薄
ら
い
だ
り 、

復
帰
し
に
く

44 

く
なっ
た
り
し
て
い
る
例
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ 。
孫
座
な
ど
で
は 、
先
述
し
た
如
く 、

座
員
(
戸)
数
が
多
く
て 、
こ
れ
以
上
多
く
て
は
座
小
屋
に
も
座
れ
な
い
の
で 、
復
帰

を
遠
慮
し
て
も
らっ
て
い
る 、
と
い
う
よ
う
な
声
も
聞
か
れ
る 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
座

ね
歳

外の
中
に
は 、
本
来 、
座
筋
に
あ
り
な
が
ら 、
何
ら
か
の
理
由
で
liiお

そ
ら
く
後
述

78 

の
よ
う
に 、
当
家の
重い
経
済
的
負
担
な
ど
の
た
め
に
llj

永
い
問 、
座
休
み
の
ま
ま

茂

26 

に
なっ
て
い
る
もの
が
若
干
数
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る 。
こ
う
し
た
もの
は 、
別
表

70 

で
各
株の
座
外
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(
そ
の
他
の
姓

51 

の
中
に
は
恐
ら
く
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る) 。

36 

と
に
か
く 、
仮
に
こ
れ
ら
を
勘
定
に
入
れ
た
と
し
て
も 、
両
朝
宮の
何
れ
も
が 、
そ

の
約
半
数
が
宮
座に
加っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら 、
こ
の
朝
宮で
は 、
名
実
と
も
に
「
株

座」
で
あ
る
と
言っ
て
よ
か
ろ
う 。

五
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* (その他の姓)
20 8 

4 1河

5 百公衛14 9 孫座5 辻本

か
く
て
現
在 、
七
座
の
座
員一
覧
表
及
び
別
表
で
み
る
如
く 、

上
朝
宮
五
六
名
(
戸) 、

4 

8 

l 

ハリ

ハリ
休座

、11111、ri--;JJ
座
座

幣
幣平尾

計

下
朝
宮二
O
名
(
戸) 、
計
七
六
名
(
戸)
が
官
座の
組
織メ
ン
バ
ー
と
なっ
て
い
る。

小倉
服部

と
こ
ろ
で
各座
の
内
部
構
成
を
検
討
し
て
み
る
と 、

10 3 今座
座
座

幣
出

姫座1 
2 

2 1 幣座

ワω1i

 

座
座

孫
出

い
ず
れ
も
特
定の
株
(
家
筋)

樋口

酒井

1 

8 

に
よ
っ
て
成
立
っ
て
い
る
が 、
そ
の
成
立
ち
の
仕
方
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
っ
て 、
そ

7 
2 

植西

植田

10 5 「d 
l 

4 

杉本
杉本

北

j同
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56(57) 百十
* (その他の姓)

5 官公衛
*望月3 ， 大槻， 奥山， 藤田， 水口，

山神が各2， 青木， 天川， 大谷， 小

川， 奥田， 北崎， 黒田， 小Ú-J，酒井，

ム
ノ、

佐々木， 服部， 樋口， 宮部， 山上，

安田が各1

れ
が
歴
史
的
に
も
機
能
的
に
も 、
全
体
と
し
て
の
宮座
の
組
織
構
造
と
大い
に
関
連
が

あ
り

そ
う
だ 。
も
ち
ろ
ん
今
と
なっ
て
は 、
七
座
成
立
の
歴
史
的
由
来
や
各
座の
祭
儀

上
の
役
割
機
能
と
か
位
置づ
け
〔ス
テ
イ

タ
ス)
は
判
ら
ぬ
こ
と
が
多
い 。
し
か
し 、

若
干
の
文
書
・

記
録
資
料
や
口
承
及
び
現
状
の
考
察
か
ら 、

あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能



で
あ
るひ
そこ
で
各
座
に
つ
い
て一
先づ
こ
う
し
た
吟
味
を
し
て
み
よ
う 。

そ
の
前に
座
小
屋
の
配
置
及
び
建
築
様
式
につ
い
て
触
れ
て
お
く
と 、
座
小
屋
は
本

殿
か
ら
み
て
左
側
に
手
前
か
ら
今
座・
大
座・
幣ノ
座
の
三
つ
が
順
に
並
び 、
こ
れ
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
別
棟
(一
戸
建)
で
あ
る 。
こ
れ
ら
に
相
対
し
拝
股
(
舞
台)
を
は
さ
ん

で
右
側
に
手
前
か
ら
孫
座・
親
座・
姫
座・
出ヶ
座の
四つ
が
順
に
並
び 、
こ
れ
ら
は

外
見
上 、
細
長い一
棟
に
なっ
て
い
る。
各
小
屋の
大
き
さ 、
出
入
口
の
様
式
も
そ
れ

ぞ
れ
少
し
ずつ
異
る。
(
八
頁の
座
小
屋
配
置
図
参
照 、
詳
し
く
は
後
述)
こ
れ
ら
の

配
置
や
様
式の
違い
が
何
に
由
来
し 、
何
を
意
味
す
る
か
は、
も
は
や
判
然
と
し
な
い

が 、
以
下
に
み
る
よ
う
に、
他
の
諸
事
実
と
合せ
て
考
察
す
れ
ば 、
何
程
か
の
推
測
も

で
き
そ
う
で
あ
る。

メ入
7 

座
こ
の
座
は
上
朝
宮
の
植
西
株
7
戸
と
下
朝
宮
の
小
倉
株4
戸
の
計
日
戸
か
ら
なっ
て

い
る 。
植
西
株
も
小
倉
株
も
他の
座
に
は
全
く
入っ
て
い
な
い
か
ら 、
甚
だ
すっ
き
り

し
て
お
り 、
こ
の
座の
成
立
ち
も
単
純で
あ
る。
た
だ
小
倉
株は
座
外が
な
く
4
戸が

すべ
て
今
座
の
座
員
だ
が 、
植
西
株
に
は
座
外
が
3
戸
あっ
て 、
こ
れ
ら
は
同
じ

植
西

で
も一
応 、
別
株
に
なっ
て
い
る。
こ
の
中
の
植
西
卯一
郎
家
が
実は
植
西
株の
総
本

家
だ
と
い
う口
承
も
あ
り 、
も
し
そ
う

だ
と
す
れ
ば 、
何
か
の
事
情で
座
休
み
か
座
外

れ
と
な
り、

座
株
(
座
員
た
る
資
格
や
権
利)
を
失っ
た
もの
と
思
わ
れ
る。
植
西
株

も
小
倉
株
も
株
内
で
の
本
分
家
意
識
や
関
係
は
極
め
て
希
薄
だ
が 、
冠
婚
葬
祭
や
日
常

の
ま
と
ま
り
は
割
に
つ
よ
く、

こ
の
点
は
一

般
に
他
の
座
の
諸
株
に
つ
い
て
も
舌
?
え
る

ょ
う
だ 。
例
え
ば
葬
式の
旗
持
ち
(
葬
列
で
旗
を
もっ
重
要
な
役)
と
か
手
伝
や
賄い

な
ど
も
株
内
で
やっ
て
く
れ 、

、
H

株
酒μ
と
称
し
て 、
そ
の
酒
代
は
全
部 、九
株
内
で

平
等で
負
担
す
る
と
い
う 。

現
在
で
も
む
か
し
(
戦
前)
通
り

に
やっ
て
い
る
の
は、

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

E

後
述
の
孫
座
の
辻
本
株
ぐ
ら
い
の
よ
う
だ
が 、

戦
時
中 、

隣
組
単
位
で
や
っ
て
い
た
の

が 、

戦
後
ま
た
最
近 、

元
に
も
ど
る
傾
向
が一
般
に
み
ら
れ
る
と
い
う 。

い
ず
れ
に
し
ろ 、
今
座
は
両
朝
官
か
ら
各一
株 、ずつ
が
出
て
成
立っ
て

い
る。
な

ぉ 、

上
朝
宮の
植
西
株
と
下
朝
官
の
小
倉
株が
何
故
結びつ
い
た
か 、
その
関
係
は
何

も
判
ら
な
い
が 、
あ
る
い
は
今
座
と
い
う
座
名
が
そ
の
聞
の
何
等
か
の
事
情
に
か
か
わ

り
あ
い
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い 。
こ
の
座
の
座
小
屋
が
別
棟
(一
戸)
建
の
左
側

で、
し
か
も
そ
の一
番
手
前
に
あ
る
の
は、
今
座
の
格
式
が
比
較
的
高
く
祭
儀
で
の
役

割
も
そ
れ
相
当
に
重
かっ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る。
し
か
し
こ
う
し
た
点

は、

他
の
諸
座
に
較べ
る
と 、

そ
の
性
格
が
捉
え
に
く
い
こ
と
も
あっ
て
軽
卒
に
推
測

で
き
な
い 。
七
座
の
間
の
格
式
序
列
の
違
い
は、

明
治
四
年
(
一

八
七一)
の
「
産
神

御
祭
例
式
明
細
帳」

ll
現
存
す
る
最
も
古
い
も
の

ll
に
記
さ
れ
て
い
る
天
保
十
三

年
(
一

八
四一
二)

以
後
の
祭
儀
例
式
の
細
目
を
み
て
も、

明
確
に
推
断
で
き
る
も
の
は

極
く
少
く 、

私
が
実
際
観
察で
き
た
現
行の
秋
祭
(
後
述)
で
も 、
こ
の
点
の
判
断
に

役
立つ
よ
う
な
も
の
は
余
り
み
ら
れ
な
かっ
た
か
ら 、

今
座
は
も
と
よ
り、
他
の
諸
座

に
つ
い
て
も 、
み
だ
り

に
相
互
の
聞の
ス
テイ
タ
ス
の
上
下
を
云々
す
る
の
は
慎
し
む

べ
き
だ
ろ
う 。

尤
も
祭
儀
の
内
容
や
本
質に
関
す
る
私の
知
識
が
足
り
な
い
こ
と
も一

つ
の
要
因
で
は
あ
ろ
う
が 、
こ
れ
ら
の
点は
後で
総
合
的
に
考
察
し
て
み
た
い 。

大
座

こ
の
座
は
上
朝
宮
の
曽
和
株
5
戸
と
北
田
株
1

戸
及
び
下
朝
宮
の
大
西
株
1
戸・
村

井
株2
戸・
奥
西
株1
戸
か
ら
なっ
て
お
り 、

上
朝
宮
が
6
戸 、
下
朝
官
が
4
戸の
計

日
戸で
あ
る 。
座
名
や
座
小
屋の
配
置・
大
き
さ
及
び
文
献
記
録
や
祭
儀の
様
子
か
ら

み
て 、
明
ら
か
に
宮
座の
中
心
で
あっ
て 、
格
式は
最
高で
あ
り 、

無
足
人
の
座
で
あ

る
と
伝
え
ら
れて
い
る。
昭
和
三
五
年
三
九
六
O〉
の
「
信
楽
町
史
」

に
は
文
政
六

七



宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
皿

年
(一
八
二
三)
の
「
大
座
無
足
人
由
緒
書」
に
依
る
と
し
て 、
次
の
記
述 、が
あ
る 。

「
近
衛
家
基
が
永
仁
元
年
(一
二
九三一
年)
二
月
十
六
日
信
楽
に
引
移っ
た
際
に
御
供

を
し
て
罷
越
し
御
奉
公
申
上
げ
た
三
十
人の
人々
の
子
孫で 、
そ
の
先
祖
に
あ
た
る
者

共
は、
十
人
宛 、
杵
原
郷三
ヶ

村へ
配
当
せ
ら
れ 、
土
地の
開
発
に
あ
た
り 、
多
大の

功
績
を
示
し
た
の
で
杵
原
郷
侍
官
百
姓
と
名づ
け
ら
れ
れ 、
永
代
無
足
人
と
御
意
を
承

っ
た。」
(
町
史
二
三
八
J

九
頁 、
な
お
杵
原
郷
と
は
長
野
か
ら
朝
宮
あ
た
り一

帯
の
こ

と)
私
は
こ
の
由
緒
書
を
実
見
し
て
い
な
い
が 、
要
す
る
に、
無
足
人つ
ま
り

地
侍
と

か
郷
土
に
当
る
士
分
格の
農
民の
子
孫
が
こ
の
大
座の
家
筋
日

諸
株で
あ
る、
と
見
倣

し
て
よ
い
よ
う
だ 。
こ
の
こ
と
を一
面で
裏
書
き
す
る
文
書
が一万
禄
十一二
年
(一
七
O

O)・
延
享一万
年
(一
七
四
四)・
天
保
四
年
(一
八
三
三)・
弘
化二
年
(一
八
四
五)

に 、
そ
れ
ぞ
れ
時の
神
道
神
祇
管
領
長
ト

部
家
か
ら 、
大
座
に
属
す
る
然
るべ
き
者
に

下
さ
れ
た 、
コ一
所
大
明
神
(
上
朝
官) 祖
並
び
に
牛
玉
大
明
神
(
下
朝
宮)
の
神
職
裁
許

状
で
あ
る 。
そ
の
該
当
者
が
現
在
の
諸
株
の
先
祖
で
あ
る
こ
と
は 、
ま

ぼ
間
違い
な

ぃ 。
(
守
真
A
2
1
5
参
照)
元
禄
期の
喜
田
氏は
現
存
し
な
い
が 、
こ
れ
は
次の
延

享
期で
北
田
氏
に
改
姓
し
た
か
に
受
と
れ
る。
そ
し
て
こ
の
北
田
氏
が
現
在の
北
田

株・
北
田
与
三
郎
家
な
の
だ
ろ
う。
北
田
株は
大
座
に
は
こ
の
家
だ
け
で 、
他
に
孫
座

に
5
戸
及
び
座
外
に
4
戸
あ
る
が 、
現
在こ
れ
ら
と
与
三
郎
家
と
の
つ
な
が
り
は
特に

な
い 。
従っ
て 、
与三
郎
家
は
こ
れ
ら
と
は
別
格の
も
の 、
あ
る
い
は、
こ
れ
ら
の
代

表
格
な
い
し
総
本
家
だっ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
天
保
期
の
曽
和
氏
は
現
在の
曽
和

株・
曽
和
治
夫
家の
よ
う
だ 。
治
夫
氏の
祖
父
治
兵
衛
が
明
治
大
正
期
に
永
く
神
職
を

務
め
た
と
い
う
か
ら 、
一
応
そ
う
み
て
も
よ
か
ろ
う。
し
か
し
曽
和
株5
戸の
聞
で
の

本
分
家
関
係は
定か
で
な
く 、
そ
の
意
識
も
あ
ま
り
な
い 。
曽
和
株は
座
外
が
1
戸
し

か
な
く 、
他の
諸
座
と
は
無
関
係
だ
か
ら 、
ほ
と
ん
ど
全
部が
こ
の
座
に
ま
と
ま
っ
て

い
る
と
言
え
る 。
弘
化
期の
大
西
氏
は
現
在の
大
西
株・
大
西
庄
八
家で 、
こ
の
人
は

八

明
治
初
年
ま
で
神
職
を
務
め
た
よ
う
だ 。
大
西
株は
座
外4
戸
が
あっ
て
他の
諸
座
と

み
て
よ
い
か
も
し
れ
ぬ 。

は
無
関
係
だ
か
ら 、
庄
八
家
は
や
は
り
こ
の
株で
の
代
表
格
な
い
し
総
本
家
だっ
た
と

村
井
株
2
戸
(
康
外
2
戸)・
奥
西
株
1
戸
(
座
外
な
し)

に
は、
神
職
裁
許
状
は
な
い
が 、
そ
れ
相
当の
古
く
格
式
高い
家
筋
だ
と
し
て
よ
か
ろ

うか
く
て 、
大
座
は
土
分
格の
諸
株
に
よ
っ
て
成
立
っ
て
い
る
七
座
中
の
最
高の
ス
テ

ィ
タ
ス
で 、
宮
座の
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
座
小
屋の
位
置
も
正
に
そ
う
で
あ

び
写
真
A
6
参
照)

り 、
そ
の
構
え
も
規
模
も
しっ
か
り
し
(
柱
組
な
ど)
、

鷹
揚
で
あ
る 。
(
配
置
図
及

な
お 、
つ
い
で
だ
が 、
長
野
の
新
宮
神
社
に
も
座
小
屋
が
現
存
し 、
こ
こ
に
も
大
座

か
つ
て
は
大
座

と
い
う
の
が
あ
る 。
こ
こ
の
宮
座
組
織
は
も
う
崩
れ
て
し
まっ
た
が 、

-
中
座・
小
座の
三
座が
あっ
て 、
座
小
屋は
何
れ
も
残
っ
て

い

る 。

B

U 

そ
し
て
や
は

日
囚

札J Lll 



り

大
座が
しっ
か
り
し
た
規
模
で
大
きい 。
(
写
真
A
7

参
照)
こ
こ
の
大
座の
成

立
由
来
も 、
前
掲の
「
由
緒
書」
に
よ
れ
ば 、
朝
宮の
大
座
と
同
じ
で 、
さ
ら
に
小
座

が
で
き
た
の
は、
後に
開
発
が
す
す
ん
で
家
数
が
六
十
余
軒
に
も
な
っ

た
の
で、
新
田

開
発
に
た
ず
さ
わ
っ

た
日
傭
人
百
姓
た
ち
の
た
め
に、
小
座
議
中
を
定め
て
やっ
た
の

が
起
り

で
あ
る 、
と
い
う。

(
前
掲
「
信
楽
町
史」
一
三
九
頁) 。

と
こ
ろ
で 、
大
座の
座
員
(
戸)
数
は
先
述の
よ
う
に
現
在
日
戸
で
あ
る
が 、
天
保

十
三
年
(一
八
四
二)
以
降 、
現
在
ま
で
の
各
時
期
の
記
録
を
た
どっ
て
み
る
と、
戸

数
や
各
株の
消
長
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い 。
天
保
か
ら
明
治
初
期ま
で
の
約
四
十
年
間

は
十
五 、
六
戸で
ずっ
と一
定
し
て
い
る
が 、
明
治
十
七
年
(一
八
八
四)
に
な
る
と

十
九
戸
に
増
え 、
そ
れ
が
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
十一 、
二
戸
と
ぐっ
と
減っ
て
い

る 。
一
時
増
え
た
の
は
分
家
創
出
(
特
に曲目
和
株)
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が 、
逆
に
減つ

た
の
は、
戸
数
増
に
よ
る
当
家の
経
済的
負
担
が
重
く
なっ
た
こ
と
が一
因
で
は
な
か

ろ
う
か 。
明
治
十
九
年
(一
八
八
六)
に
掛
銭
(
積
立
金)
が
倍
額
に
なっ
て
い
る
の

は、
物
価
高
に
も
よ
ろ
う
が 、
こ
の
こ
と
を一
面
で
裏
書
き
し
て
い
よ
う。
こ
の
掛
銭は

座
小
屋の
屋
根
替
(二 、
三
十
年
毎)
や
修
繕
費の
基
金
と
な
り、

そ
の
他 、
随
時 、

座
中の
費
用
に
あて、
当
家の
負
担
軽
減
に
も
役
立
て
る
た
め 、
明
治
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
制
度
で
あ
る 。
そ
し
て
減っ
た
分は、
や
は
り一
時
増
え
た曲目
和
株の
もの

で
あ
る
(
主
に
新
分
家
と
み
ら
れ
る
数
戸) 。
曽
和
株
以
外で
は、
こ
の
増
減
に
関
与

し
て
い
る
の
は、
特に
な
さ
そ
う
だ。
明
治一二 、
四
十
年
代
も
戸
数は
変
り
な
い
が 、

た
だ
明
治
四
十二
年
(一
九
O
九)
に
掛
銭
に
三
等
級
を
定め 、
一
等
が
年
額三
円
で

二
名
(い
ず
れ
も
曽
和
株) 、

二
円
が
四
名 、
一
等一
円
が
六
名で、
当
家は
そ

の
年
だ
け一
等
扱
い
と
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
こ
と
は、
各
戸の
経
済
状態
に
応
じ
て
経

費
を
負
担
す
る
わ
け
だ
か
ら 、
い
わ
ば
形
式的
な
悪
平
等
を
避
け
る
意
味
で
は
公
平
な

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

処
置で 、
年
番
当
家
制
に
み
ら
れ
る
宮
座の
座
中
で
の
平
等
主
義
に
も
そっ
た
改
革
だ

と
言
え
よ
う 。
し
か
し 、
こ
の
等
級
制は
そ
う
永
く
続
か
ず 、
大
正
中
期
に
は
も
う
行

わ
れ
て
い
ない 。
昭
和
に
入っ
て
か
ら
は、
戸
数の
増
減
も
大
し
て
な
く

(
十
二 、
三

戸
に
な
っ

た
り

八 、
九
戸
に
減
る
こ
と
は
あっ
た
が)
現
在
に
至っ
て
い
る 。
なお
現

在 、
掛
金
は一
戸
二
百
円
で
あ
る 。
(
以
上
は
写
真
A
8
1

お
参
照)

最
後
に
大
座
に
関
し
て
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
を一 、
二
あ
げ
る
と、
一
つ
は
大

座
で
は
上
朝
官の
諸
株
と
下
朝
官
の
そ
れ
と
で
は、
下
朝
宮の
方
が
幾
分
格
が
高い
と

も
言
わ
れ 、
座
小
屋
で
も
上
席
に
着
座
す
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
-l

座
小
屋の
正
面
を
向
く 、
つ
ま
り一美

壁
を
背
に
し
て
境
内
中
央の
舞
台
(
拝

殿)
を
座っ
た
ま
ま
見
れ
る
位
置 。

し
か
し、
後
述
の
私
が
観
察
し
た
今
年の
秋
祭の
直
会
で
は、
ど
う
も
そ
う
は
っ
き

り
し
た
よ
う
で
は
な
かっ
た 。
だ
が 、
こ
れ
が
かつ
て
は
確
実
に
守
ら
れ
て
い
た
と
す

れ
ば 、
か
な
り

重
要
な
こ
と
で、
そ
れ
な
り
の
根
拠
も
あっ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る 。
一
つ
に
は、
こ
の
地
の
地
頭 、
山
口
藤
五
郎が
幕
末
か
ら
明
治
初
年ま
で
下
朝

官
の
陣
屋
に
住
ん
で、
両
朝
宮の
産
土
神
で
あ
る
三
所
大
明
神
及
び
牛
王
大
明
神
を
も

管
轄
し
て
い
た
こ
と
も 、
こ
れ
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る 。

い
ず
れ
に
し
ろ 、
こ
の
こ
と
は、
他の
諸
座の
ス
テ
イ

タ
ス
と
も
関
わ
る
の
で、
後

に
再
び
触
れ
て
み
た
い 。
なお、
舞
台
で
は
祭
儀
が
行
わ
れ 、
そ
の
問 、
各
座
小
屋
で

は
儀
礼
を
拝
見
し
な
が
ら 、
直
会
(
饗
宴)
を
す
る
わ
け
で、
古
く
は
舞
台
で
能
な
ど

も
演
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

従っ
て 、
座
小
屋は、
い
わ
ば
祭
儀
や
演
能
な
ど
を

見
物
す
る一
種の
桟
敷で
あ
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う。
私
は
今
年の
秋
祭
で
正
に
そ
う

し
た
光
景
に
援
し、
そ
の
雰
囲
気
を
身
を
もっ
て
実
感
し
た
思
い
で
あっ
た(
後
述)。

も
う一
つ
は、
こ
の
座の
(
特
に
高い
ス
テイ
タ
ス
の
た
め
に)
座
中の
諸
株
ど
う

九



宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

E

し
の
結
びつ
き
が
(
他の
諸座
に
較べ)
強い
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る 。
例
え
ば 、
上
朝
宮の
曽
和
株の
曽
和
治
夫
家
で
は
先々
代
と
先
代
が
二
代つ
づ
け

て
下
朝
宮の
大
西
株
と
縁
組
み
し 、
深い
姻
戚
関
係
に
あ
る
!l一

種の
同
格
婚
C
E，

間同
B可)

か
か
る
関
係が
他
に
も
ど
の
程
度
あ
る
か 、
他
の
諾
座
で
は
ど
う
か
な

也、

ど 、
未
調
査
な
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が 、
座
中の
ま
と
ま
り

が
通
婚
に
よ
っ
て
強
化

さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
なの
で、
一
応 、
付
言
し
て
お
く 。
こ
れ
と

同
様
な
こ
と
は、
昨
年
(一
九
七一)
の
こ
の
年
報
で
報
告
し
た
湖
西の
今
津
町・
深

清
水
の
宮
座
に
お
け
る
諸
株の
成
り
立
ち
で
も 、
み
ら
れ
た
か
ら 、
こ
こ
で
も
意
に
と

(2)

 

め
て
お
き
た
い 。
な
お、
大
座
の
帳
箱
に
は
相
当
数の
古
文
書・
記
録
が
あ
る
が 、
最

も
古い
の
が
先
掲
の
元
禄
十三
年
(一
七
O
O)
の
神
職
裁
許
状で、
他
に
延
宝
五
年

(一
六
七
七)
と
い
う

年
号
が
刻
ま
れ
た
木
製の
刻
印
が
あ
り、

現
在
も
使
用
さ
れ
て

い
る 。
(
写
真
A
μ
参
照)

幣ノ
座

こ
の
座
は
現
在 、
上
朝
宮の
植
田
株2
戸・
上
田
株1
戸・
杉
本
株1
戸・
北
株1

戸の
計5
戸で、
極
め
て
戸
数
が
少
く 、
し
か
も
上
朝
宮
の
み
で
あ
る 。
し
か
し
座
休

み
が 、
上
朝
宮の
平
木
株
1

戸
と
下
朝
宮の
酒
井
株2
戸・
平
屠
株
1

戸の
計
4
戸
あ

っ
て、
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
上
下
両
朝
官
が
ま
ざっ
た
9
戸
と
な
る 。
植
田
株は
他
に

出ヶ
座
に
1

戸
と
座
外
4
戸が
あ
る
が 、
出ヶ
座
は
後
述
す
る
よ
う
に、
か
な
りお

そ

く
で
き
た
座
と
み
ら
れ
る
か
ら 、
や
は
りこ
の
座
の
2
戸
が
古い
家
柄
と
み
て
よ
か
ろ

ぅ 。
上
回
株
は
他座
に
も
座
外
も
な
い
1

戸
き
り

だ
か
ら 、
株
に
価せ
ず 、
姓の
オ
ン

か
ら
みて、
本
来
は
植
田
株
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
の
か
も
知
れ
ない 。
杉
本
株は
他

に
孫座
の
4
戸
と
座
外
5
戸が
あ
る
が 、
孫
座
は
出ヶ
座
よ
り
は
古
い
が
比
較的
お
そ

く
で
き
た
座
と
も
み
ら
れ
る
の
で
(
後
述) 、
や
は
りこ
の
座
の
1

戸
が
古
い
家
柄
と

。

み
て
よ
い
よ
う
だ。
北
株は
他
に
座
外
1

戸
で
株
と
し
て
は
最
小
で
あ
る
(
他
に
下
朝

宮
に
北
姓
が
1

戸
あ
る)
。

座
休
は
下
朝
宮の
酒
井
株2
戸
(
他
に
座
外
が
上
朝
宮
に

-一戸)
-

平
尾
1
戸 、
上
朝
宮の
平
!不1
戸
と、
い
ず
れ
も
株
と
は
言い
難い 。

座
休 、が
多い
の
は
何
の
た
め
か 、

い
ず
れ
に
し
ろ 、
こ
の
座
は

よ
く
判
ら
な
い
が 、

小
さ
な
株の
あつ
ま
り

で 、
し
か
も
(
現
在は)
全
体
と
し
て
も
小
さ
い 。
こ
の
こ
と

は
幣ノ
座
が 、
座
名
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に、
祭
儀で
御
幣
を
奉
持
す
る
役
柄
に
あ
る
こ

と
と
何
か
関
連
が
あ
り

そ
う
に
思
え
る 。
そ
れ
が
こ
の
座
の
成
立
の
由
来
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
の
か 、
も
と
よ
り
不
明
で、
何
と
も
推
測
で
き
か
ね
る
が 、
他の
諸
座の
場

合
と
も
関
連 守つ
けて
お
し
は
か
る
と
す
れ
ば 、
特
定の
幾つ
か
の
小
さ
な
諸
株(
家
筋)

が 、
そ
う
し
た
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
た
う
に、
一
応 、
解
釈
で
き
る 。
な
お 、
座
小
屋

は
こ
の
座は
入口
が
裏
手
で
あ
る
li

左
側の
三
座は
今
座
が
横 、
大
座
が
表
と一一衰の

両
方
に
あ
る
(
配
置
図
参
照) 。
そ
し
て
正
面
の
敷
居
と
鴨
居
に
は
引
戸
を
立
て
る
溝

が
引
か
れて
あ
り、

鴨
居の
上
の
欄
間
も
木
組
み
が
余
分
に
入
れ
で
あっ
て、
丁
寧
に

つ
く
ら
れて
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
作
り
は
他の
座
小
屋
に
は
な
く 、
や
は
り、
こ
の
座

の
特
殊
な
役
柄
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
察せ
ら
れ
る 。
(
写
真A
回
参
照)

以
上 、
今
座・
大
鹿・
幣ノ
座の
左
側
三
座は、
い
ず
れ
も
上
と
下の
両
朝
官の
諸

株
が
ま
ざっ
て
い
る
が 、
こ
れ
か
ら
述べ
る
右
側
四
座
は
舞
台
に
近
い
中
程の
親座・

姫座
が
下
朝
宮
の
み 、
両
端
の
孫座
と
出ヶ
座
が
上
朝
宮
だ
けの
諸
株
か
ら
で
きて
い

る 。
そ
し
て
座
小
屋は
左
側が
そ
れ
ぞ
れ
別
棟づ
く
り 、

右
側は
各
座
が
構
造的
に
は

別
個
で
あ
る
もの
の、
屋
根
はつ
な
がっ
て
い
て、
外
見的
に
は
長い一
棟
に
なっ
て

い
る 。
こ
れ
は
右
側が
四
座
で
敷
地
に
余
裕
が
な
い
か
ら
だ
ろ
う
が 、
左
側に
較べ
る

と
何
か
手
ぜ
ま
な
感
じ
が
す
る 。
作
り

は
中
程
の
親座
と
姫
座
が
同
様で、
出
入
口
は

親
座が
表
と
裏
に 、
姫
座
が
表
だ
け 、
そ
し
て
孫
座
と
出
ケ
座は
前
者
が
去
と一泉
に、



後
者
が
横口
で
あ
る 。

座
小
屋の
大
き
さ・
規
模
に
変
差
が
あ
る
こ
と
は
図
に
あ
る
通
り
だ
が 、
必
ず
し
も

座
員
戸(
数)
に
見
合っ
て
い
な
い
こ
と
は、
こ
れ
ま
で
の
記
述
で
も
判
る
か
と
思
う。

こ
れ
は
以
下の
右
側
諸
座の
場
合
で
も 、
同
様
で
あ
る 。(
配
置
図
参
照)
こ
れ
ら
の
こ

と
が
伺
を
意
味
す
る
か
は、
以
下の
叙
述
で
随
時 、
考
察
し
て
ゆ
き
た
い 。

親
座

こ
の
座は
下
朝
宮の
服
部
株8
戸
だ
け
で
極
め
て
単一
な
株
構
成
だ
が、
同
じ
下
朝

宮の
服
部
株は
次の
姫
座
に
も
あっ
て 、
両
者
は
別
株
に
なっ
て
い
る 。
数的
に
は
後

者
が
2
戸で
少い
が 、
他
に
座
外の
服
部
姓
が
6
戸
あ
る
う
ちの
何
戸
か
は、
本
来 、

姫
座
に
属
す
る
の
に、
都
合で、
永
ら
く
座
休
み
に
なっ
た
ま
ま
の
よ
う
だ 。
こ
の

点 、
立
入っ
た
調
査
が
で
き
て
い
な
く

確
認
し
て
い
な
い
が 、
聴
取
し
た
諸
般の
事
情

か
ら
察
す
る
に、
そ
う
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る 。
親
座の
服
部
株の
う
ち
で
は、
彦一

家
と
邦
平
家
が
両
本
家
で、
他の
6
戸
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
家の
よ
う
で
あ
る 。
両
本
家

の
何
れ
が 、
よ
り

古い
家
柄
か
は、
は
っ
き
り
し
な
い 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
本
分
家
意

識
は
希
薄
で、
日
常
で
も
上
下的
な
関
係
は
な
い 。
なお
服
部
に
は、
い
わ
ゆ
る
源
氏

服
部
と
伊
賀
服
部
と
が
あっ
て 、
こ
の
下
朝
宮の
服
部
は
前
者の
系
統
だ
と
言
う 。

上

朝
宮
に
は、
廃
外
に
服
部1
戸
が
あ
る
が 、
下
朝
宮
か
ら
の
分
れ
の
よ
う
だ。

要
す
る
に、
こ
の
親
座は
服
部
株一
つ
で、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て 、
し
か
もこ
の

株は
下
朝
宮だ
け
だ
か
ら 、
こ
の
座
が
成
立
の
そ
も
そ
もか
ら
今
日
に
至
る
ま
で、
そ

の
純
粋
さ
を
保
持
し
て
い
る
と
言っ
て
よ
か
ろ
う。
そ
し
て
座
名
や
座
小
屋の
位
置・

規
模
か
ら
み
て 、
右
側
四
座の
う
ち
で
は
最
高の
ス
テ
イ

タ
ス
に
あ
り、

相
対的
に
は

左
側の
大
座
に
比
し
て
よ
い
位
置づ
け
を
もっ
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

姫
座

官
座
。
社
会
人
類
学
的一調
査
証

こ
の
産
も
下
朝
宮
の
み
で 、
服
部
株2
戸
と
酒
井
株1
戸・
樋口
抹1
戸
か
ら
なっ

て
い
る 。
服
部
株2
戸は
上
述
し
た
よ
う
に、
親
座の
服
部
株
と
は
別
株で
異
る
家
筋

と
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
2
戸の
聞の
本
分
家
関
係
は、
は
っ
き
り

せ
ず 、
そ
う
し
た
意

識
も
な
い
よ
う
だ 。
酒
井は
1
戸
き
り
で、
他
に
座
休
と
し
て
本
来は
幣ノ
座
に
属
す

る
2
戸 、が
あ
る 、が 、
こ
の
2
戸は
別の
家
筋
と
み
る
方
が
よ
か
ろ
う
か
ら 、
結
局こ
の

座の
酒
井
は
現
在 、
株
と
す
る
に
は
価
し
ない
と
云っ
て
よ
い 。

。
なお、
下
朝
宮
に

度
外の
酒
井は
な
く 、
上
朝
官の
座
外の
酒
井
1

戸
は、
どっ
ち
か
の
分
れ
だ
ろ
う。

樋口
も
1

戸
だ
け
で、
座
外
も
上
朝
宮
に
1

戸
あ
る
き
り
だ
か
ら 、
こ
れ
も
株
と
は
言

一
こ、。

占ハ
ふん
1uv
い
ず
れ
に
し
ろ 、
こ
の
姫
座
は
現
在 、
わ
ず
か
に
4
戸
で
七
座
中の
最
小
だ

が 、
株
構
成
か
ら
し
で
も
淋
し
い 。
但
し 、
詳
し
い
調
査
を
し
て
い
な
い
が 、
明
治
大

正
期
に
は
十
戸
ほ
ど
あっ
た
と
も
云
う。
だ
と
す
れ
ば 、
如
何
な
る
事
情で
減っ
た
の

か 、
そ
の
辺
り
の
こ
と
も
明
ら
か
に
すべ
き
だ
が 、
座
小
屋の
規
模
や
座
名か
ら
推
し

て 、
元
来 、
や
は
り

比
較的
小
さ
な
座で
は
な
か
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る 。
座
名の
由

来は、
先
の
親
座
や
後
述の
孫
座
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
か
に
察せ
ら
れ
る
し、
他

方 、
祭
儀
で
の
役
柄
が
結
びつ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
こ
れ
らの
点は、
文
書

記
録
や
現
行の
祭
儀
及
び
口
承
上、
推
定
し
う
る
だ
けの
材
料
が
ない。
い
ず
れ
に
し

ろ 、
も
う
少
し
座
員
戸
数
が
多
か
っ
た
頃は、
お
そ
ら
く
前
述
の
よ
う
に、
現
在
は
座

外
の
服
部6
戸の
う
ちの
何
戸
か
が
加
わっ
て
い
た
よ
う
で
あ
る 。
なお
前
述
し
た
よ

う
に、
親
座
と
姫
座の
座
小
屋
は
形
式は
同
様
だ
が 、
規
模は
大
分
違
う

(
配
置
図
及

び
写
真
A
m
参
照) 。

孫
座

こ
の
座は
上
朝
宮の
洞
株8
戸・
北
田
株5
戸・
杉
本
株
4
戸・
辻
本
株5
戸
及
び

井
田
株1
戸の
計
お
戸
で、
座
員
(
戸)
数
で
は
七
座
中の
最
大
で
あ
る 。
次
に
述べ
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る
出ケ
座
と
と
もに、
すべ
て
上
朝
宮の
み
で、
既
述の
親
座・
姫
座が
と
も
に
下
朝

宮
だ
け
な
の
と
対
照
的
で
あ
り 、
座
小
屋の
配
置で
も
右
側
四
座の
う
ち
孫
座・
出ヶ

座
が
両
端、
親
座・
姫
座
が
中
程
に
あ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た 。
洞
株は
こ
の
座で
は

戸
数
が
多
く
て
比
重
も
お
も
い
よ
う
だ
が 、
他
に
出ヶ
座
に
4
戸 、
座
外
に
8
戸
が
あ

っ
て、
こ
の
株
自
体は
計
却
戸
と 、
両
朝
宮
を
通
じ
て、
や
は
り

最
大で
あ
る。
し
か

し 、
こ
の
座の
8
戸
と
出ヶ
座の
4
戸
と
は
別
株で、
ど
う
も
出ヶ
座の
方
は
こ
こ
か

ら
分
出し
た
よ
う
で
あ
る。
北
田
株
は
先
に
大
座
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に、
大
座

に
北
田
1

戸が
あ
り 、

他
に
座
外4
戸が
あ
る
が 、
大
座の
そ
れ
に
は
こ
の
座の
北
田

株
と
お
の
ず
か
ら
別
種の
ス
テ
イ

タ
ス
が
あ
る。
杉
本
株
もこ
の
座
以
外
に
幣ノ
座
に

-
戸 、が
あ
り 、
座
外
に
も
5
戸
が
あ
る
が 、
幣ノ
座の
そ
れ
は、
や
は
り
同
様
に
別
種

の
趣
が
あ
る。
辻
本
株
は
こ
の
座の
み
で、
他
に
座
外の
9
戸
が
あ
り 、

座
外
を
も
含
め

た
M
戸は
数
も
多い
が 、
ま
と
ま
り
も
よ
い
よ
う
で、
そ
れ
が
い
ま
も
H

株
酒μ
の
慣

行
を
守っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
も
述べ
た 。
辻
本の
座
外は
下

朝
宮
に
も
2
戸
あ
る
が 、
こ
れ
は
上
朝
官の
分
れ
で
あ
ろ
う 。
も
し
か
す
る
と 、
こ
の

株は
他
に
較べ
る
と
割
に
新
ら
し
く 、
そ
れ
だ
け
に
か
えっ
て
結
合
がつ
よ
い
の
か
も

知
れ
な
い 。
井
田
株は
1

戸
き
り
で、
他
に
座
外
も
1

戸
し
か
な
い
か
ら
少
数
派
で、

株に
は
価
し
な
い
と
み
て
よ
か
ろ
う 。

結
局 、
こ
の
座は
洞・
北
田・
杉
本・
辻
本の

四
株か
ら
な
る
が 、
洞
株の
ウエ
イ
ト

が
重
く 、
座
小
屋で
の
着
座
や
祭
儀
参
与の
割

り
ふ
り
に
そ
れ
が
窺
わ
れ
る。
す
な
わ
ち 、
大
座の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に、
座

小
屋で
の
上
席
(
舞
台
に
対
面
す
る
向
き)
は
洞
株の
もの
が
占
め
る
し 、
秋
祭の
奉

納
相
撲
(
後
述)
に
出
る
若
者2
名は、
洞
株
か
ら
1

名
と
他
株か
ら
1

名
と
決っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る。
こ
れ
は
洞
株の
戸
数
が
相
対
的
に
多
い
こ
と
に
よ
っ

た
の
だ
ろ
う
が 、
単
に
数
だ
け
の
問
題
だ
け
だっ
た
の
か
ど
う
か 、
い
さ
さ
か
気
に
な

る。
こ
の
こ
と
は
孫
座の
成
立
の
由
来 、
そ
し
て
更
に、
孫
座
よ
り

新
ら
し
く 、
孫
座

か
ら
の
分
れ
と
み
ら
れ
る
後
述の
出ヶ
座の
成
立
の
経
緯
な
ど
と
も
関
連
す
る
問
題
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が 、
当
面
は
こ
れ
ら
を
推
論
解
釈
する
材
料
が
乏
し
い 。
な

ぉ 、
座
小
屋
で
の
席
順
は
年
長
順
で 、
高
齢
者がヨ
コ
ザ
(
横
座)
と
呼
ば
れ 、
直
会

を
指
図
し
世
話
を
す
る
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た 。
そ
して
当
家は、
当
然
な
が
ら 、
座

小
屋で
は
未
席で
あ
る
が 、
祭
儀
執
行
中
は
そ
の
座
を
代
表
し
て
舞
台
に
上っ
て
い
た

り 、
神
前
(
本
蹴)
に
列
席
し
な
くて
は
な
ら
な
い
か
ら 、
そ
の
聞の
座
小
屋で
の
座

衆へ
の
も
て
な
し
は、
当
家の
家
人
(
当
人の
家
族)
が
す
る
わ
け
で
あ
る。
こ
の
座

の
座
小
屋の
形
式・
規
模
につ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
(
配
置
図
及
び
写
真

A
Mm
参
照) 。
そ
れ
か
ら
孫
座は
座
員
(
戸)
数
が
多
い
の
で、
六
十
歳
定
年
制
を
し

い
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た 。

出ヶ
座

こ
の
座
は
洞
株
4
戸・
山
本
株6
戸・
山
田
株3
戸・
植
田
株
1

戸・
宿
谷
株
1

戸

の
計
日
戸
で、
すべ
て
上
朝
官
で
あ
る。
洞
株は
先
述
し
た
如
く 、
ど
う
も
孫
座か
ら

の
分
派の
よ
う
で、
そ
れ
と
は
別
株で
あ
る。
山
本
株
はこ
の
座
で
は
多
数
派
で、
他

の
座に
は
な
く
座
外
3
戸
も
あ
る
が 、
孫
座
に
お
け
る
洞
株の
よ
う
に 、
特に
比
重
が

お
も
く
は
な
い
よ
う
だ。
山
田
株は
こ
の
座
だ
け
で 、
他
座
に
も
座
外
も
な
い 。
植
田

株の
1

戸は、
先
に
み
た
幣ノ
座の
植
田
株の
分
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が 、
他

に
座
外
4
戸
が
あ
る。
宿
谷は
1

戸
だ
け
で 、
後
述
す
る
よ
う
に、
山
本
株に
含
め
て

よ
い
移
入
戸
で
あ
る。
こ
の
度
は
座
名
か
ら
察せ
ら
れ
る
よ
う
に、
最
も
新
ら
し
い
座

の
よ
う
だ
が 、
当
面
は、
成
立
時
期
を
文
書
記
録
や
口
承
上、
確
定
す
る
だ
けの
資
料

が
な
い 。
お
そ
ら
く 、
徳
川
末
期
に
近
い
頃の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る。

(
そ
の
よ
う
な
口
承
が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
た) 。
し
か
し
先
掲
の
天
保
十
三
年
(



八
四
三)
の
祭
儀
例
式
に
は
「
出
来
座」
の
名が
出
て
い
る。

各
株の
本
分
家
関
係
を
み
て
み
る
と
(
座
員一
覧
表 、
参
照)

、
洞
株4
戸の
う
ち

で
は
三
枝
雄
家
が
本
家で、
浅
雄・
菊
治の
両
家
は
そ
の
先
代
で
の
分
家 、
喜
代
嗣
家

は
菊
治
家の
先
代の
妻
方
姻
族が
あ
る
事
情
で
継い
だ
形
に
なっ
て
い
る、が 、
先
の
両

分
家
よ
り

古い
本
家
か
ら
の
分
家
で
あ
る。
山
本
株7
戸の
う
ち
で
は、
幸一
家
が一

つ
の
本
家で、
庄
太
郎
家
が
その一
番
古い
分
家 、
〉」
大」
(
亡
夫 、
藤
太
郎
を
受
継
い

だ
当
主
と
し
て、
注
1

参
照)
家
は
そ
れ
に
次
ぐ
古
い
分
家、
善
夫
家
は
先
代
の
分
家

で
新
ら
し
い 。
な
お
宿
谷
は、
と
さ
の
妹の
夫
で
移
入
戸 。
英一
・

順
生
の
両
家
と
幸

一
本
家
と
の
関
係
は
不
明。
山
田
株3
戸の
う
ち
で
は、
甚
太
郎
家が
本
家
で、
茂
家

は
先
代
の
分
家 、
寅
雄
家は
茂
家の
当
代
の
分
家
で
あ
る。
植
田
株
は
現
在1
戸
だ
け

だ
が 、
先
代ま
で
は
も
う
1
戸
あっ
て
(
い
ま
は
絶
家)
こ
の
両
家
の
本
分
家
関
係
は

不
明こ

う
し
て
み
る
と 、
こ
の
座は
新
ら
し
い
だ
け
に、
諸
株の
本
分
家
関
係
は
比
較的

は
っ
き
り
し
て
は
い
る
が 、
そ
れ
が
実
際
に
意
味
を
もつ
よ
う
な
関
係は
別
に
な
い 。

む
し
ろ
注
目
さ
れ
る
の
は
山
本
株
や
山
田
株の
よ
う
に 、
最
近の
分
家
や
近
縁の
姻
族

(
移
入
戸)
を
も
座
中
に
積
極的
に
迎
え
入
れ
て
い
る
こ
と
で、
こ
れ
は
新
ら
し
い
座

と
し
て
は
当
然の
こ
と
だ
ろ
う 。

孫
座の
よ
う
に、
す
で
に
座
員
(
戸)
数
が
飽
和
状
態
に
なっ
て、
や
む
な
く

座
休

み
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
|||

各
株の
座
外に
は
か
か
る
もの
が
若
干
あ
る

ょ
う
だ
llの
と
対
照的
で
あ
る。
座
員
数
と
し
て
は
孫
座が
最
大、
次
が
こ
の
出ヶ

度
で
あ
る
が 、
後
述
す
る
秋
祭の
直
会
で
は、
何
れ
も
女
衆が
か
な
り
来て
賑
や
か
で

活
気が
あ
り、

他の
諸
座
と
は
随
分
ち
が
っ
た
雰
囲
気
で
あっ
た 。
(
写
真
A
幻

沼
参
照)

宮
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皿

以
上 、
七
座の
株
構
成
を一
通
り

み
た
わ
け
だ
が
ま
ず
指
摘
すべ
き
は 、
ど
の
座の

ど
の
株
に
し
て
も 、
本
分
家
関
係
や
そ
の
意
識
が
希
薄
で、
い
わ
ゆ
る
同
族的
なヒ
エ

一フ
ル
キ
ー

や
上
下的
な
結
合
で
は
な
く 、
む
し
ろ
株
内
で
の
平
等
性
がつ
よ
く 、
こ
れ

は
座
中の
各
株の
間
で
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
だ。
こ
れ
は
官
座の
構
造
理
念の一
っ
と

考
え
ら
れ
る
対
内的
平
等
性
か
ら
し
て
も
当
然で
あ
ろ
う 。

次
に、
各
座の
ス
ティ
タ

ス
を
総
合的
に
考
察し
て
み
る
と 、
大
筋
と
し
て
次の
よ
う
な
こ
と
が
推
測
で
き
そ
う

に
思
わ
れ
る。

ー 、
左
側三
座
が
右
側
四
座よ
り
も 、
ス
テ
イ

タ
ス
と
し
て
は一
応 、
よ
り

高い
と
み

ら
れ 、
中
で
も
大
座が
最
高の
ス
テ
イ

タ
ス
を
も
ち 、
七
座の
中
心
で
あ
る。
ま
た

幣ノ
座
は
祭
儀
上 、
特
別
な
役
柄
に
あっ
て、
大
座
に
次
ぐ
もの
と
解
釈
で
き
そ
う

で
あ
る。
そ
し
て
今
座
は、
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
前
座
な
い
し
露
払
い 、
あ
る
い
は
蹴

り
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

2、
右
側
四
座の
う
ち
で
は
親
座
が
最
も
高い
ス
テ
イ

タ
ス
で、
相
対的
に
は
左
側の

大
座
に
対
比
で
き
る
位
置
に
あ
る。
姫
座が
こ
れ
に
次
ぎ 、
更
に
孫
座
(
あ
る
い
は

そ
の
逆)

、
そ
し
て
最
後
が
最
も
新
ら
し
い
出ヶ
座
と
い
う
具
合
に
な
る
よ
う
だ。

3、
左
側
三
座
が
すべ
て
両
朝
宮の
混
合
で
あ
る
の
に
対
し 、
右
側
四
座
は
中
央
部の

二
座
(
親
座
と
姫
座)
が
下
朝
宮の
み 、
両
端の
二
座
(
孫
座
と
出ヶ
座)
が
上
朝

宮
の
み
で
あ
る
こ
と
は、
少
く
と
も
二つ
の
問
題
を
含ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

一
つ
は、
大
座
に
お
い
て、
下
朝
宮の
諸
株が
よ
り
高
く
位
置づ
け
さ
れ
る
こ
と

と
考
え
合
わ
せ 、
親
座
と
姫
座
(
特
に
前
者)
は、
大
座
に
準
ず
る
ス
テ
イ

タ
ス
を

もっ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ぬ
こ
と 。
も
う一
つ
は、
お
そ
ら
く
徳

川
末
期
頃
か
ら 、
上
朝
宮の
戸
数
が
増
え
(
分
家
創
出
及
び
移
入
者の
定
着
永
住) 、

こ
れ
が
孫
座の
膨
脹 、
や
が
て
出ヶ
座の
分
出
を
も
た
ら
す
結
果
に
なっ
た
ら
し
い



宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
阻

こ
と
で
あ
る。
そ
し
て 、
下
朝
宮は
元
来 、
土
地
の
余
裕
が
な
い
が 、
上
朝
宮
に
は

相
当の
余
地
が
あっ
た
こ
と 、が 、
こ
れ
と
結び
つ
い
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う 。

か
し 、
こ
う
し
た
結
果
も 、
一
応
の
落
着
き
を
み
た
あ
と
は、
官
座へ
の
加
入
は
お

のす
か
ら
制
限
さ
れ 、
今
日
み
る
如
き
明
瞭
な
「
株
座」
の
様
相
を
(
再
び
?)

名

実
と
も
に
示
す
に
至っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

出ヶ
座
は
別
と
し
て 、
右の
諸
点
が
各
座の
成
立
事
情 、
諸
株
を
め
ぐ
る
組
織
化の

経
緯
に
ど
う
関
わ
る
か 、
そ
こ
ま
で
は
こ
の
推
測
の
範
囲
外で、
と
て
も
無
理
で
あ

る。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
六
座で
あっ
た
買
は、
左
右のバ
ラ
ン
ス
が
も
う

少
し
よ
く
と

れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

こ
の
左
右
(
双
分
制
な
い
し
双
分的
組

し
か
し 、

織)
と
い
う
こ
と
も 、
祭
儀
上
及
び
宮
座
組
織の
構
造
上 、
必
然的
な
こ
と
な
の
か
ど

う
か 、
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う 。
こ
の
こ
と
は
官
座一
般
に
もつ
な

が
る
こ
と
だ
が 、
こ
こ
で
は
単
に
問
題の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
こ
う 。

と
こ
ろ
で、
宮
座の
組
織
と
構
造
に
閲
し、
最
後
に
当
家
制
につ
い
て
述べ
な
く
て

は
な
ら
な
い 。
朝
宮の
三
所
神
社
に
は
現
在 、
専
属
神
職
は
な
く
祭
犠
に
は
信
楽
町
牧

〈3)

の
日
雲
神
社
宮
司の
野口
重
定
氏
が
兼
務の
宮
可
と
なっ
て
い
る。
従っ
て 、
他の
多

く
の
宮
座
で
よ
く
み
ら
れ
る
年
番
(
輪
番)
神
主
の
制
度は
な
く 、
当
屋
は
七
座の
そ

れ
ぞ
れ
に
お
い
て 、
年
番の
賄
役
(
直
会の
世
話
役)
及
び
各
座
代
表の
神
事
参
与
者

と
し
て
の
義
務と
権
利
(
名
誉)
を
もつ
わ
け
で
あ
る。
と
い
っ
て
も 、
日
常 、
何
か

につ
け
て
社
務
所
につ
め 、
神
社の
管
理
運
営
に
あ
た
る
者
は
必
要
だ
か
ら 、
宮
守
と

称
し
て
か
か
る
役
割
を
お
い
て
い
る
(
現
在
は
洞
宇
平
治
氏・・・・:
孫
座々
員
を
三
年
前

に
引
退
し
臼
歳、
注
3
参
照) 。
こ
の
他
に、
氏
子
総
代
が
あっ
て 、
何
か
につ
け
て

宮
守
や
部
落
役
員
(
区
長
や
評
議
員)
と
も
相
談
の
上 、
神
社
や
祭
儀
の
運
営
に
当っ

て
い
る
(
現
在の
植
西
重
光
氏・
日
才・
今
座
所
属、
は
も
う

二
十
数
年
も

総
代
をつ

四

と
め
て
い
る) 。

し

当
家は
云、う
ま
で
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
座
中
を
年
番
で
巡
る
か
ら 、
そ
の
順
番
が
何

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
か
が
問
題
に
な
る。
各
座
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ 、
こ
れ
に
確
た

る一
定の
方
式
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず 、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
に
古
来一
定の
順
が
あっ

て 、
そ
れ
に
従っ
て
巡
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る。
お
そ
ら
く 、
ずっ
と
昔の
あ
る
時
期

に、
年
令
順
と
い
う
よ
う
な
き
ま
り
が
あっ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が 、
そ
う
し
た
伝
承

も
特
に
な
く 、
記
録
文
書
か
ら
何
ら
か
の
き
ま
り
を
推
定
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る。

こ
の
点
は
もっ
と
立
入っ
た
分
析が
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が 、
当
面
は
ま
だ
手
だ
て
が
っ

か
な
い
1ll例

え
ば
親
座で
は 、
座
員一
覧
表の
列
記
順
が
当
家
順
で
も
あ
る
の
だ

が 、
そ
れ
が
何
に
よ
る
の
か 、
そ
の
由
来 、が
何
だっ
た
の
か
は、
誰
も
知
ら
ぬ
し
口
承
も

な
い 。
な
お 、
当
家の
順
番
に
あ
た
り
な
が
ら 、
葬
式
な
ど
の
不
幸
や
経
済的
不
都
合

な
ど
の
た
め一
年
ず
れ 、
そ
の
ま
ま
順
位
が
固
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
あっ
た

ろ
う
か
ら 、
こ
う
し
た
こ
と
の
深
い
詮
索は
あ
ま
り

意
味
が
な
い
の
か
も
知
れ
な
い 。

拘-、、戸-、
中J中/

や
や
例
外的
な
の
は
孫
座で、
こ
こ
で
は
座
員
(
戸)
数
が
多
く
て
当
家の

賄
費
(
経
済的
負
担)
が
か
さ
み 、
かつ
て
は

H
当
家は一
代一
度
だ
が
屋
根の
棟が

お
ち
るμ
と
言
わ
れ
た
程
で
あ
り、

他
方 、
定
年
制
が
座
員
(
家
に
あっ
て
は
当
主)

の
交
代
も
積
極的
に
は
か
つ
て
い
る
こ
と
も
か
ら
ん
で、
事
情
が
少
し
複
雑
の
よ
う

だ。例
え
ば 、
(
以
下
の
説
明
に
関
し、
先
掲の
座
員一
覧
表
を
参
照) 、
今
年の
当
家
を

つ
と
め
た
杉
本
周
二
(
沼
歳)

(
日
歳)
は
二
十
数
年
前
に一
度
当
家
を
し

の
父
敏

た
こ
と
が
あ
り、
こ
ん
ど
は
ま
た
当
家
が
巡っ
て
き
た
の
で、
こ
の
際 、
当
家
は
息
子

の
周
二
に
や
ら
せ
る
こ
と
に
し
た 。
し
か
し、
敏一
自
身
は
ま
だ
印
歳の
引
退
に
は
間

が
あ
る
の
で、
当
然 、
座
員
た
る
資
格
が
あ
り

座
に
も
出
れ
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る 。



他
方 、
来
年の
当
家
受
け
を
し
た
洞
章
(
お
歳)
は
!il

当
家の
受
渡
し 、
「
当
渡
し」

は
秋
祭
に
行
う

(
後
述)

|!
洞
三
武
(
印
歳)
の
養
子
で、
今
年 、
養
子
入
し
た
ば

か
り
な
の
だ
が 、
養
父
の
引
退
が
間
近
な
の
で、
座
入
り

す
る
必
要
が
あ
り 、

養
子
入

の
披
露
も
か
ね
て
当
受
け
し
た 、
と
い
う

わ
け
で
あ
る。
も
し
こ
の
場
合 、
引
退
ま
で

に
養
子
入
が
な
け
れ
ば 、
そ
の
家
は一
時
座
休
と
な
り 、

養
子
を
迎
え
て
か
ら
そ
の
年

に
入
座
し 、
入
座
に
際
し
て
は 、
や
は
り
当
受
け
す
る
の
が
慣
例
で
あ
る。

な
お 、
当
家の
費
用
(
賄
費)
は
座
に
よ
っ
て
戸
数
が
違
う
し 、
派
手
に
す
る
か
地

味
に
す
る
か
で
も
違
う
が 、
戸
数
が
少
くて
も一
通
り
の
こ
と
は
し
な
くて
は
な
ら
ぬ

の
で、
や
は
り

か
な
り
の
出
費
に
な
る。
こ
れ
につ
い
て
は、
あ
ま
り

詳
し
い
調
査
は

し
て
い
な
い
が 、
今
年の
秋
祭の
場
合 、
戸
数
が
最
少の
姫
座で
さ
え
二 、
三
万
円 、

最
大の
孫
座
で
は
少
な
め
に
み
て
概
算
五 、
六
万
円
以
上
は
か
かっ
た
で
あ
ろ
う、
と

い
う

話
で
あっ
た 。
姫
座の
よ
う
に
4
戸
き
り

で
当
家
が
4
年
毎
だ
か
ら 、
「
う
ち
の

座
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

グ
並
み
だ」
と
冗
談
に
云
う
位ひ
ん
ぱ
ん
で
は 、
な
るべ
く
質
素
に

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が 、
他
面 、
そ
う

淋
し
く
なっ
て
も
困
る
の
で、
座
員
以
外
で
も
親

戚
な
ど
を
で
き
る
だ
け
招
い
て
多
少
は
賑
や
か
に
し
た
い
か
ら 、
や
は
り

そ
れ
相
当
に

か
か
る
よ
う
だ。
逆
に
孫
座の
よ
う
に
多
人
数
で
は 、
ど
う
節
約
し
て
も一
定
額
は
か

か
る
し 、
ど
う
せ一
代
に一
度
な
ら 、
で
き
る
な
ら
盛
大
に
や
ろ
う
と
い
うこ
と
に
も

なっ
て、
や
は
り

か
な
り
の
出
費
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ。
実は、
こ
の
辺
り

に
当
家

制の一
種の
妙
味 、
つ
ま
り

長い
目
で
み
た
「
公
平
な
平
等
性」
あ
る
い
は
M・
D

(4〉

サ
I
リン
ズ
の
い
う
H

普
遍
的
互
酬
性μ
の一
面
が
あ
る
わ
け
な
の
だ
ろ
う。

な
お 、
朝
宮の
当
家
は
その
年の
秋
祭
り

(
十
月
八
日)
と
翌
年の
春
祭
り

(一一一
月

一
日)
の
二
回 、
当
家づ
と
め
を
し
な
くて
は
な
ら
な
い 。
秋
祭の
方
はマ
ツ
リ
と
よ

び 、
春
祭
を
オコ
ナ
イ
と一去っ
て、
前
者は
三
所
神
社の
神
前で
催さ
れ
る
収
獲
感
謝

宮
座
の
社
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類
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的
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E

祭
で
あ
り 、
後
者
は
仙
禅
寺
の
境
内
で
行
わ
れ
る
予
祝
祈
年
祭
で
あ
る 。
仙
禅
寺
は
上

朝
宮の
信
楽
川の
支
流 、
桜
川
に
沿っ
て
観
音
谷
に
入
り

数
百
米の
南
岩
屋
と
い
う
処

に
あ
る
無
住の
堂
で、
渓
流の
巨
岩
の
上
に
建て
ら
れ 、
岩
谷
観
音
と
もよ
ば
れ
る

(
写
真A
mm
参
照)
本
尊
は
十一
面
観
世
音
で
由
緒
あ
る
もの
の
よ
う
で
あ
り 、

堂
宇

も
古
く
八
世
紀の
創
立
と
さ
れ 、
山
城
国
鷲
峰
山
寺の
別
院
と
い
う。
巨
岩の
壁
面
に

は
建
長
元
年
二
三
四
九)
の
銘
が
あ
る
観
音
像
も
刻
ま
れて
い
る
か
ら 、
何
れ
に
し

(5〉

て
も
古
代の
巨
岩
崇
拝
と
仏
教
信
仰
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。
こ
の
仙
禅
寺
で
春

の
オコ
ナ
イ
が
行
わ
れ 、
そ
れ
が
三
所
神
社の
秋
の
マ
ツ
リ
と一
対
に
なっ
て
い
る
こ

と
は、
神
仏
習
合の一
形
態
で
あっ
て、
同
様
な
例
は
他の
各
地
に
も
み
ら
れ
る
か
ら

別
に
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い 。
そ
し
て 、
仙
禅
寺
で
春の
オコ
ナ
イ
が
な
さ
れ
る
に

し
て
も 、
別
に
仏
教
的
行
事が
特
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く 、
ニ
ミ
七
E

JJJJ T」廿与

宮の
誓
光
寺
(
浄
土
宗)
の
住
職が
祭
儀
に
立
合
う
に
す
ぎ
な
い
||

注
3
で
触
れ
た

三
所
神
社
専
属
の
山
崎
宮
司
が
お
っ
た
頃
は、
山
崎
氏
と
寺の
住
職が一
年
交
代
で
祭

儀
に
たづ
さ
わ
っ
た
の
だ
と
い
うこ
と
で
あ
る。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
こ
う
し

た
神
仏
習

合の
形
態
が 、
宮
座の
組
織や
機
能
と
如
何
に
か
か
わっ
て
い
る
か
とい
う
こ
と
は、

そ
れ
自
体一
つ
の
問
題で
も
あ
る
が 、
他の
拙
稿
で
も
多
少
論
じ
た
の
で、
こ
こ
で
は

(6〉

深
入
り
し
な
い
で
お
く 。

も
う一
つ、
当
家
制
に
関
連
し
て
付
言
すべ
きこ
と
に
秋
祭で
の
大
餅
当
番
が
あ
る

る。
大
餅
と
は
六
升
分の一一一
ツ
重
ね
の
大
き
な
丸
型
の
餅で、
神
前へ
の
御
供の
最
も

重
要
な
もの
だ
が 、
こ
れ
をつ
い
て
お
供
え
す
る
大
役が
七
座の
廻
り
も
ち
で
あ
っ

て、
こ
の
当
番の
座で
は、
そ
の
年の
当
家
が
こ
の
役
をつ
と
め
る
こ
と
に
な
る。
従

っ
て、
当
家
に
なっ
た
う
え
に 、
更
に
大
餅
当
番
に
な
るこ
と
は
大へ
ん
名
誉
で
お
め

で
た
い
わ
け
で
あ
り 、

今
年は
た
ま
た
ま
大
座の
北
田
与三
郎
氏
が
そ
う
で
あっ
た 。

一

五
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こ
の
こ
と
につ
い
て 、
詳
し
く
は
次の
秋
祭の
祭
儀の
考
察で
も
触
れ
る
が 、
大
餅

当
番の
七
座の
順
番
は 、
今
座・
大
座・
幣ノ
座・
親
座・
姫
座・
孫
座・
出ヶ
座の

順
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
先
に
七
座の
間の
ス
テ
イ

タ
ス
を
総
合
的
に
考
察
し
た
折の
1

と
2
で
述べ
た
こ
と
と 、
偶
然
か
も
し
れ
ぬ
が
符
合
す
る。
し
か
し 、
こ
の
当
番
順
は

循
環
周
期で
あっ
て 、
ど
こ
か
ら
始っ
て
ど
こ
で
終
る
と
い
うこ
と
で
も
な
か
ろ
う
か

ら 、
こ
れ
と
ス
テ
イ

タ
ス
の
序
列
と
を
結
びつ
け
る
の
は 、
い
ささ
か
お
か
し
く
も
あ

る。
む
し
ろ 、
大
餅
役
を
七
座の
当
番
制
に
し
て
い
る
と
い
う
点
に 、
当
家
制
そ
の
も

の
につ
な
が
る
平
等
性
理
念 、
つ
ま
り
は
宮
座の
基
本
的
構
造
の一
つ
の
現
れ
が
み
ら

れ
る、
と
理
解
し
て
お
くべ
き
で
あ
ろ
う 。

2 

官
座
の
儀
礼
(
秋
祭)

宮
座の
儀
礼
と
し
て
主
要
な
も
の
は 、
コ一
月一
日
に
岩
谷
観
音
堂
で
執
行さ
れ
る
春

祭
(
オコ
ナ
イ)
と
十
月
八
日
に
三
所
神
社で
催
さ
れ
る
秋
祭
(マ
ツ
リ)
の
二つ
で

あ
る。
ずっ
と
昔
は
旧
麿
で
そ
れ
ぞ
れ
二
月一
日
と
九
月
五
日
に
行
わ
れ
た
が 、
新
暦

に
なっ
て
か
ら
は
三
月一
日
と
十月
五
日
に
な
り 、

その
後 、
マ
ツ
リ
の
方
は
さ
ら
に

現
行の
十
月
八
日
に
なっ
た 。
オコ
ナ
イ
は
現
地
で
の
参
与
観
察
が
し
て
な
い
が 、

ツ
リ
に
つ
い
て
は
本
年 、
拝
見の
機
会
が
あっ
た
の
で 、

そ
の
概
要
を
記
述

以
下

し 、
若
干の
考
察
を
試
み
て
み
た
い 。
(
写
真
A
却
j

臼
を
参
照)

マ
ツ
リ
は
十
月
八
日
だ
が 、
そ
の
前
日 、
七
日
の
夜
に
宵
宮
(
前
夜
祭)
が
行
わ
れ

れ 、
各
座の
当
家
は
こ
れ
に
参
加
し
な
くて
は
な
ら
ぬ
し 、
ま
た
当
家
は
五 、
六
月
か

ら 、
供
物
や
直
会の
た
め
の
賄
方
と
し
て、
一
切
の
諸
準
備
を
始
め
な
くて
は
な
ら
な

ぃ 。
だ
か
ら
当
家
に
と
っ
て
は
大
変
で、
殊
に
前
述の
大
餅
当
番
に
当っ
た
座の
当
家

は 、
お
め
で
た
く
名
誉で
あ
る
と
共
に
責
任
も
重
い 。
大
餅
をつ
く
に
は
当
番
直の
座

一

六

中、
特
にヨ
コ
ザ
と
よ
ば
れ
る
長
老
た
ち
が
当
家
に
寄っ
て、
賑
や
か
且 、
厳
粛
に
こ

の
行
事
を
やっ
た
が 、
い
ま
は
幾
分
略
式
に
なっ
て
い
る
よ
う
だ。
大
餅
は
最
も
重
要

な
神
撲で
あっ
て 、
米
六
升
分の
餅
を
下
段
の
直
径一
尺
と
し
た
三
重
丸
型の
も
の
で

あ
る。
(
写
真
A
m
参
照)
今
年
(一
九
七
二)
の
大
餅
当
番
座
は
大
座
だ
か
ら 、
大

座の
当
家
で
あ
る
北
田
与
三
郎
家
が
こ
れ
をつ
き
あ
げ
た
わ
け
で
あ
る 。
こ
の
他
に
餅

で
は 、
約一
尺
四
方の
板
重
餅お
よ
び
小
判
餅
と
称
す
る
小
さ
な
丸
型の
餅が
あ
る。

ま
た
御
飯
で
は 、
山
型
の
オ
ム
ス
ピ
の
よ
う
な
御
供
物
が 、
四
角の
向
木
盆
に
の
せ
て

神
髄
と
さ
れ
る。
(
写
真
A
乱
参
照)

こ
れ
と
は
別
に、
新
米
五
合
を
小
型の
俵
状
に
包
ん
だ
も
の
を、
御
幣
に
く
く
りつ

けて
神
韻
と
す
る
が 、
幣ノ
座
だ
け
は
特
に
御
幣
は
作
ら
ず 、
別
に
で
きて
い
る
大
き

な
布
製の
御
幣
に 、
同
様
な
米
援の
ミニ
ア
チュ
ア
を
括
りつ
け
る
慣
わ
し
で
あ
る。

(
写
真A
お
参
照)

な
お 、
こ
の
朝
宮のマ
ツ
リ
は 、
俗
に

H
牛
努まつ
りμ
と
か

H
甘
酒ま
つ
りH
と
も
云
わ
れ
る
が 、
茄で
た
牛
芳に
す
りつ
ぶ
し
た
青
大
豆
を
ま
ぜ

た
もの
(
ク
ル
ミ

牛
努と
称
す
る)

マ
ツ
リ
の
御
馳
走
と
も

と
甘
酒
が
神
鍵
と
さ
れ 、

さ
れて
い
る。
(
写
真
A
お・
持
参
照)
各
座の
当
番
は
こ
れ
ら
の
神
撲の
御
供
物
や

" 

座
中の
直
会
に
供
す
る
巻 、ず
し
な
ど
各
種の
御
馳
走
を
準
備
し 、
必
要
に
応
じ
て
酒
肴

や
引
出
物
を
仕
出
し
屋
に
注
文
し
た
り
し
て
な
くて
は
な
ら
ぬ
か
ら 、
相
当の
出
費で

あ
る
と
と
も
に、
な
か
な
か
忙
し
い 。
か
よ
う
に
当
家
は
そ
の
年の
各
座の
賄
方・
世一

話
役で
あ
る
が 、
同
時
に
各
座
を
代
表
し
て
直
接 、
神
事
儀
礼
に
参
加
し
な
くて
は
な

ら
ぬ
か
ら 、
そ
の
お
っ
と
め
の
責
任
も
重
い
わ
け
だ。

さ
て、
十
月
五 、
六
日
頃
か
らマ
ツ
リ
の
諸
準
備
に
か
か
っ
た
当
家
は 、
マ
ツ
リ

前…

の
七
日
に
は
座
小
屋
を
掃
除
し 、
傷ん
だ
個
所
が
あ
れ
ば
予
め
修
理
し
て
お
か
な
け
れ

ギih
工、フF也
、o

t
f
F J
T
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 (
写
真
A
お
参
照)

七
日
に
は
早
朝
か
ら
社
務
所
に
宮
守 、
氏
子
総



代 、
部
落
役
員
な
ど
が
寄
合っ
て 、
あ
れ
こ
れ
相
談
し
な
が
らマ
ツ
リ
の
公
式
な
諸
準

備
に
と
り

か
か
り、
マ
ツ
リ
の
雰
囲
気 、が
少
し
ず
つ
出
て
く
る
が 、
午
後
に
なっ
て
倉

か
ら
御
神
輿
が
引
出
さ
れ 、
一
先
ず
舞
台の
上
に
安
置
さ
れ
る
と 、
境
内
に
人々
が
こ

もご
も
やっ
て
き
て 、
賑
わ
い
を
み
せ
て
く
る。
(
写
真A
部
参
照)
他
方 、
亙
子
と

し
て
舞
を
奉
納
す
る
少
女
が
宮
守の
洞
宇
平
治
氏
指
導の
下
に 、
舞の
予
習の
仕
上
げ

に
余
念
が
な
い 。
(
写
真
幻
参
照)

そ
し
て 、
兼
務
官
司
で
あ
る
牧
部
落 、
日
雲
神

社
神
織
の
野口
氏
が
やっ
て
き
て 、
諸
事
万
端
と
と
の
う
と 、
あ
と
は
タ
閣
を
待っ
て

宵
宮
祭の
儀が
と
り

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ。
こ
れ
に
は、
一
般の
座
員は
参

加
せ
ず、
各
座の
当
家
及
び
氏
子
総
代
と
部
落
役
員
(
上
朝
宮の
区
長・
会
計・
評
議

員
な
ど)
が
列
席
し 、
宮
守は
祭
儀の
執
行
で
野口
宮
司の
補
助
役
と
な
る。
本
肢
の

あ
る
内
庭
で
行
な
わ
れ
る
厳
粛
な
儀
礼
で、
時
間
的
に
は
割
に
短
い 。
こ
れ
が
す
む
と

参
会
者一
同
は
社
務
所
に
ひ
き
下っ
て
神
酒
を
頂
載
し 、
ひ
きつ
づ
き
直
会
(
酒
宴)

に
入
り、

談
笑の
う
ち
に
宵
宮の
行
事
が
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
す
る。
(
写
真
A
お

J
却
参
照)

さ
てマ
ツ
リ
当
日
の
八
日
は
早
朝 、
諸
準
備
を
と
と
の
え
た
各
座の
当
家
が
神
韻・

御
供
を
神
前
に
持
参
し 、
そ
れ
らは一
日寸
舞
台
の
上
に
予
め
しつ
ら
え
ら
れ
た
棚
に

き
ち
ん
と
供
え
ら
れ
る。
(
写
真A
4
参
照)

そ
し
て
各
座
小
屋
に
は
当
家の
家
族

に
よ
っ
て
席
呉
座
が
敷
か
れ 、
食
卓
や
膳
が
並べ
ら
れ 、
お
酒
や
ら
御
馳
走
や
ら
が
運

び
こ
ま
れ
て 、
直
会の
準
備
が
と
と
の
え
ら
れ
る。
(
写
真A
必
参
照)
む
か
し
は、

お
酒
の
澗
を
す
る
湯
を
わ
か
すの
に
炉
を
使っ
た
が 、
今
は
簡
便
な
熱
器
具
が
あ
る
の

で 、
炉
は
使
わ
れ
て
い
な
い 。
(
前
掲の
座
小
屋
配
置
図 、
参
照)
こ
れ
ら一一表
方
の
世

話 、
給
仕
役
は、
お
そ
ら
く
か
つ
て
は
座
中
の
年
少
者
が
主
に
やっ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
が 、
い
ま
は
当
家の
家
族
や
座
中の
女
衆
が
出
向い
て 、
か
な
り

賑

官
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

や
か
に
やっ
て
お
り、
こ
と
に
座
員
(
戸
数)
の
多
い
座で
は
そ
うで
あ
る。
(
写
真

A
幻-
m
参
照)
昼
頃ま
で
に 、
こ
の
よ
う
な
準
備
が
大
体
と
と
の
う
と
二
息
入
れ 、

昼
す
ぎ
午
後二
時
頃
か
ら 、
ま
ず
舞
台
(
拝
殿)
の
上
で
神
事
が
と
り

行
わ
れ
る。
こ

れ
は
神
主
(
宮
司)
の
祝
詞
奉上 、
亙
子
舞
奉
納
な
ど
よ
り
な
る一
連
の
儀
礼だ
が 、

舞
台の
上
に
は、
各
座
を
代
表
す
る
当
家
た
ち 、
氏
子
総
代
や
部
落
役
員
な
ど 、
前
夜

の
宵
宮
に
参
列
し
た
人々
が
すべ
て
上っ
て 、
こ
の
儀
式
に
直
接 、
参
与
す
る。
(
写
真

A
G
参
照)

こ
の
間 、
各
座
小
屋で
は、
こ
の
儀
式
を
見
物
し
な
が
ら
直
会
が
催
さ

れ 、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
杯
が
く
み
交
さ
れ 、
ま
こ
と
に
楽
し
いマ
ツ
リ
の
気
分

が
次
第
に
高ま
っ
て
く
る。
だ
が 、
座
員の
多
い
孫
座
や
出ヶ
座
な
ど
と 、
少い
幣ノ

座
や
姫
座
な
ど
で
は、
そ
の
雰
囲
気
も
お
の
ず
か
ら
趣
が
違っ
て
く
る
の
は
止
む
を
得

な
い
よ
う
だ 。
(
写
真
A
uu
j

必
参
照)
舞
台の
上
で
の
神
事
儀
礼
が一
通
り

済
む
と 、

舞
台
(
拝
殿)
と
本
殿
の
聞の
仮
設
の
渡
り

廊
下
の
上
に、
神
事
参
列
者
が
並
ん
で、

手
送
り
で
舞
台
上
の
御
幣・
神
韻・
御
供
が
本
殿の
神
前
に
移
さ
れ 、
あ
ら
た
め
て
奉

置
さ
れ
る。
(
写
真A
幻・
必
参
照 、
円引
の
下
部
の
仮
設
渡
り

廊
下
に
注
意)
そ
し
て

神
主
が
祝
詞
奉
上 、
舞
台の
上
で
参
列
者
が
順
に
玉
串
を
奉
献
し 、
納
め
の
儀
式
を
と

り
行っ
て 、
神
事
儀
礼
は
ひ
と
ま
ず
終
了
す
る。
(
写
真A
0・
印
参
照)
厳
粛
な
神

事
儀
礼
が
進
行
中、
上
述の
よ
う
に
各
座
小
屋
は
直
会
が
盛
に
な
さ
れ
て
お
り、

参
道

に
は一 、
二
の
出
庖
や
屋
台
も
出
て 、
子
供
た
ち
で
賑
わっ
て
い
る
が
(
写
真
A
日
参

昭川) 、

堅
苦
し
い
儀
礼
が
す
む
と一
層 、
気
分が
リ
ラッ
ク
ス
し
て
く
る。
そ

多
少 、

し
て 、
餅
撤
き
と
奉
納
相
撲
が
行
わ
れ
る 。
餅
撒
き
と
い
う
の
は、
各
座
の
当
家
が
予

め
準
備
し
神
韻
と
し
て
供
え
た
小
判
餅
(
及
び
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
紙
片)
を

各
陵
中の
人
人
が
本
殿
を
巡
り
な
が
ら
撒
く
もの
で 、
幼
い
子
供
た
ち
が
こ
れ
を
拾っ

て 、
め
で
た
し
と
す
る
行
事
で
あ
る。
(
写
真A
臼
参
照)

七



宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

E

も
う一
つ
の
相
撲は、
各
座
の
座
員
か
ら
比
較
的
年
少の
も
の
二
名
ずつ
(
そ
の
年

の
大
餅
当
番
座
か
ら
は、
そ
の
他
に
四
名)
が
出て
東
西
に
分
れ
て
相
撲
を
と
る
も
の

で、
行
司
は
大
座の
も
の
がつ
と
め
る
慣
わ
し
だっ
た
が 、
い
ま
は
各
座
が
年
番
の
も

ち
ま
わ
り
で
やっ
て
い
る
よ
う
だ。
検
査
役
(二
名)
の
割
り
ふ
り
も 、
同
様で
あ

る。
取
組の
合
わ
せ
方
に
も 、
かつ
て
は一
定の
方
式
が
あっ
た
よ
う
だ 、が 、
い
ま
は

そ
う
で
も
な
い 。
も
ち
ろ
ん 、
勝
負
そ
の
も
の
よ
り
も 、
所
作
に
よ
る
演
技
的
な
も
の

で、
本
殿
前の
内
庭
を
土
俵
に
見
立
て 、
大
勢が
ワ
イワ
イ
やっ
て
談
笑
し
て
い
る
う

ち
に
いつ
の
間
に
か
終っ
て
し
ま
う。

工
、

豆
、

民忙
し
、一

丁

T
カ
T，刀
、
1
L4↑

一
見 、
他
愛が
な
い
が 、

事
で
あ
る。
(
写
真A
日・
山崎
参
照)

こ
れ
で
三
所
神
社
で
の
神
事
儀
礼
が
一
通
り

済
ん
だ
こ
と
に
な
り 、

境
内の
舞
台の
前
に
安
置
し
て
あ
る
大
小
二
基
の
御
神
輿
が
そ

れ
ぞ
れ
若
衆
と
少
年
た
ち
に
よ
っ
て
担
が
れ 、
御
旅
所
で
あ
る
下
朝
宮の
八
坂
神
社
に

向っ
て
出
発
す
る
わ
け
だ。
(
写
真A
日・
日
参
照)
若
衆
は
別
に
宮
座
に
入っ
て
い

る
座
筋の
も
の
に
限
ら
れ
ず 、
む
か
し
か
ら
座
外の
も
の
も
含
ん
だ
組
織
(
若
衆
組)

で、
現
在
は
青
年
団
と
し
て
中
学
卒
以
上
の
もの
約
四
十
名
で
あ
る 。
御
神
輿の
あ
と

に、
お
稚
児
さ
ん 、
神
主 、
部
落
役
員
な
ど
の
行
列
が
続
き 、
山
円
安}
出
て
参
道の
大

鳥
居
を
ぬ
け
る
と 、
下
朝
宮の
御
旅
所
ま
で
練っ
て
ゆ
き 、
御
旅
所
で一
通
り
の
儀
礼

を
済
ま
せ 、
陽の
明
る
い
う
ち
に
三
所
神
社
に一反っ
て
く
る
わ
け
だ 。
(
写
真
A
町
参

照)
各
座
小
屋
で
の
直
会
も
御
神
輿
と
行
列
が
出て
い
っ
て
し
ま
う
と 、
お
ひ
ら
き

で、
座
員は
こ
もご
も
帰
り
仕
度 、
各
当
家
も
跡
片
付
け
に
か
か
る。
(
写
直A
回
i

的
参
照)

か
くて
マ
ツ
リ
の
神
事
儀
礼
は
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了 、
と
い
うこ
と
に
な
るの
だ

が 、
前
述の
如
く 、
そ
の
前
に
各
座
小
屋で
は、
今
年の
当
家
か
ら
来
年の
当
家
に、

当
の
受
渡
し
を
す
る一
当
渡
し」
の
儀
礼
が
な
さ
れ
る。
こ
れ
は
上
手
(
上
席)
fこ
介

八

添
役
と
し
て
の
ヨ
コ
ザ
(
長
老)
二
名が
座
り 、
こ
れ
に
相
対
し
て
下
手
に
今
年
と
来

年の
当
家
が
並
ん
で、
交
互
に
杯
を
汲
み
交
す
だ
けの
簡
単
な
儀
式
に
す
ぎ
な
い
が 、

こ
れ
に
よ
っ
て
当
家の
継
受が
正
式
に
認
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら 、
官
座
に
とっ
て
は極

め
て
重
要
な
行
事
で
あ
る。

四
人の
真
中
に
は、
ス
ル
メ
イ
カ
と
生
大
根
が
膳に
の
せ
て
置
か
れ
る
慣
わ
し
で
あ

る 。
(
写
真A
臼
参
照)

な
お 、
前
に
触
れ
た
よ
う
に、
こ
の
日
に
当
を
渡
し
た
今

年の
当
家
は 、
ま
だ
来
年の
オコ
ナ
イ
(
春
祭)
の
当
家づ
と
め
を
し
な
い
と
当
家の

義
務
を
終
了
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い 。
従っ
て
当
を
受
け
た
来
年の
当
家は、
来
年の

マ
ツ
リ

(
秋
祭)
と
再
来
年の
オコ
ナ
イ
の
当
家づ
と
め
を
す
る、
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
だ。

以
上、
朝
宮のマ
ツ
リ
の
概
要
を
記
述
し
た
が 、
こ
の
観
察
を
通
し
て
感
じ
た
印
象

を
ま
と
め
る
と 、
大
体つ
ぎの
よ
う
な
こ
と 、が
云
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う。

1 
マ
ツ
リ
の
本
義
は
も
と
よ
り

神
前
で
の一
連の
神
事
儀
礼
に
よ
る、
神へ
の
直
接

的
な
働
き
か
け
に
あ
る
わ
け
だ
が 、
そ
の
よ
う
なフ
ォ
ーマ

ル
な
も
の
よ
り
も 、
神

前
で
の
直
会
(
饗
宴)

よ
り

実
質
的
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ

と 。
直
会は
し
ば
し
ば
云
わ
れ
る
よ
う
に 、
い
わ
ば
神
と
人
と
の
共
食の
交
わ
り

で

あっ
て、
マ
ツ
リ
の
主
要
素
は、
む
し
ろ
こ
の
共
食
儀
礼
で
あ
り 、
宮
座
に
お
け
る

そ
の
場
が
座
小
屋
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る。

2、
大
座
お
よ
び
幣ノ
座
以
外
は、
と
く
に
ス
テ
イ

タ
ス
の
差
異
や
序
列
が
現
行の
儀

礼
上
に
は
認
め
難い
こ
と 。
こ
の
こ
と
は、
かつ
て
ずっ
と
昔は
あ
る
程
度 、
明
瞭

な
もの
が
あ
プた
の
か
も
し
れ
な
い 。

3、
左
と
右の
双
分
的
組
織は
座
小
屋の
配
置
上
そ
う
なっ
て
い
る
だ
け
で、
儀
礼
上

の
組
織
や
機
能
と
の
関
連
が
み
ら
れ
ない
こ
と c
し
か
し 、
こ
の
点
も
現
行
の
儀
礼



を
外
見的
に
観
察
し
た
も
の
だ
か
ら 、
や
は
り

過
去
の
記
録
文
書
や
口
承
を
た
ぐっ

て 、
よ
り

詳
細
に
吟
味
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う。

4 、
当
家の
義
務は
極
め
て
重
く
且 、
負
担
も
大
き
い 。
そ
し
て 、
こ
の
当
家
制
が
宮

座の
構
造的
特
質の一
つ
で
あ
る
こ
と
が 、
ー
と
の
関
連
か
ら
正
に
儀
礼
上 、
象
徴

的
に
現
れ
て
い
る
こ
と。
こ
れ
は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
ない
こ
と
だ
が 、

マ
ツ
リ

を
実
際
に
観
察
し
て
み
て
痛
感
し
た。

オコ
ナ
イ
の
方
を
拝
見
し
て
な
い
の
で、
い
さ
さ
か
片
手
落
ち
だ
が 、
と
り

あ
え
ず

以
上
を
もっ
て 、
朝
宮の
宮
座
儀
礼の
記
述
考
察
と
し
て
お
く 。

宮
座の
組
織
や
構
造

が
現
実
に
機
能
す
る
場
が
儀
礼
と
い
う

事
態
な
の
だ
か
ら 、
両
者
の
有
機的
関
連
は
密

接
に
あっ
て
然
るべ
き
で
あ
る 。
私
の
記
述
考
察は、
こ
の
点
で
不
十
分
な
も
の
で
し

か
な
い
が 、
今
回
の
報
告で
は
こ
こ
で
留め
ざ
る
を
得
な
い 。
い
ず
れ 、
機
会
が
あ
れ

ば
他
日
を
期
し
た
い 。

、注
(1)
孫
座で
は
当
主
が
六
十一
才で
引
退の
と
き 、
長
男
が
幼
少だっ
た
り 、
男
子
が
な
く

て
女
子に
ま
だ
餐
が
きて
い
な
い
場
合 、
し
ば
ら
く
座
休み
と
な
る 。
他の
座で
は
最
近 、

男
衆が
な
く
て
も 、
オ
ナゴ
(
女
子)
が
座に
出て
く
る
こ
と
が
あ
る
が 、
(
例
え
ば 、
本

文の
座
員一
覧
表の
出ケ
座の
山
本
と
さ)
孫
座で
は
こ
う
し
た
こ
と
は
な
い 。

(2)
拙
稿
「
宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E」 、
東
洋
大
学ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究

所 、
研
究
年
報
(一
九
七一)
所
収 、
十
三
J

六
頁
参
照 。
私は 、
深
清
水の
場
合の
各
株

が
そ
れ
ぞ
れ
幾っ
か
結びつ
い
て 、
各々
自
分
た
ち
の
座
を
もつ
に
至っ
た
形
態が 、
例
え

ば 、
こ
の
朝
宮の
よ
う
な
組
織
な
の
で
は
な
か
ろ
うか 、
と一
応 、
考
え
て
い
る 。

(3)
既
述の
よ
うに
徳
川
末
期か
ら
明
治・
大
正
期ま
で
は 、
大
座の
う
ち
の
然
るべ
き
有

資
格
者
が
専
属
神
主の
役
を
果
し
て
い
た
が 、
その
後 、
昭
和に
入っ
て
か
ら 、
朝
宮の
人

で
は
ない
山
崎
平
四
郎
氏
が
上
朝
宮に
居
住
し
て
専
属
宮
司
をつ
と
め
て
い
た 。
し
か
し 、

同
氏
が
十
数
年
前に
死亡
し
て
か
ら
は 、
兼
務
宮
司
に
切
か
え 、
本
文に
あ
る
よ
う
に
日
常

は
宮
守が
神
社の
世
話
を
す
る
よ
うに
な
り 、

二
年
前
ま
で
は
上
朝
宮の
杉
本
政
蔵
氏
が
官

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

守
を
つ
と
め
た
が、

老
令
の
た
め
退
き
現
在、

河
ウ一一
平
治
氏
、が
こ
の
役
を
引
継
い
で
い
る
わ

けで
あ
る 。

(
4)
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∞
2
4
w
p
吋}戸。

】TH
E
E
2uw

昨日戸
。

町

E丘
三日
c
g
ch

pt
ι
2
ロ

〉
ロ
PHC℃
c-
c
出
可

ω
2
g・
M-
p
g片山口中国
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2・
蒲
生
正
男
訳
「
狩
猟
民」
(
現
代
文
化
人
類
学2 、
鹿

島
出
版
会 、
二
五
頁)

(5)
大
正一
一九
年
(一
九二
六)
の
「
甲
賀
郡士山」
八
九
六
頁 、
参
照 。

(6)
拙
稿
「
宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
I」 、

東
洋
太
学ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究

所
年
報
(一
九
七
O)
所
収 、
四二
J

四
八
真 、
の
蒲
生
郡
竜
壬
町
弓
削の
場
合
を
参
照 。

二、
補
遺
そ
の一

甲
賀
郡
信
楽
町
多
羅
尾
の
宮
座
儀
礼

-11九日
まつ
り
lll

多
羅
尾の
宮
座
につ
い
て
は、
こ
の
年
報の一
昨
年
(一
九
七
O)
の
拙
稿

||以

下 、
前々
稿と
よ
ぶ
ljで

そ
の
組
織・
構
造
と
行
事の
概
要
を
報
告
し、
一
応
の
考

察
を
し
た
が 、
実
際の
宮
座
儀
礼
を
拝
見
す
る
機
会
が
な
かっ
た。

本
年
(一
九
七
三)
偶々

、
上
述の
朝
官
の
秋
祭
を
参
与
観
察
し
たつ
い
で
に、
多

羅
尾
で
も
「
九
日
まつ
り」

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
の
で、
その
大
要
を
こ
こ
に

報
告
し、
前
稿の
補
遺
と
し
て 、
あ
わ
せ
て
若
干
の
考
察
を
行っ
て
み
た
い
と
忠
弘 o

前々
稿で
述べ
た
よ
う
に、
多
羅
尾
に
は
伊
賀
路
に
近
い
上の
高
宮
と
多
羅
尾
郷
中

心
部の
下の
里
宮
神
社
と
が一
対
に
なっ
て
い
て 、
前
者の
方
が
よ
り
古い
と
伝
承
さ

れ
て
い
る 。
そ
し
て
三
月一ニ
日
(
い
ま
は
四
月
三
日)
の
「
三
日
まつ
り」 、が

里
宮で

行
わ
れ
る
春
祭
で
あ
る
の
に
対
し、
「
九
日
まつ
り」
は
九
月
九
日
(い
ま
は
十
月
九

日)
に
高
官
で
行
わ
れ
る
秋
祭
り
で、
こ
の
三つ
は 、
共
に
重
要
な
宮
座
儀
礼
と
し
て

相
対
的
な
関
係に
あ
る
と
み
て
よ
く 、
神
事
儀
礼の
内
容
も
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る 。

こ
の
他
に
十
月
十
四
日
に
里
宮
で
催
さ
れ
る
秋
祭
り

が
あっ
て 、
こ
れ
も
宮
座
儀
礼
の

九



宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

皿

一
つ
で
あ
る
が 、
思
う
に
こ
れ
は、
株座
と
し
て
の
宮座
の
神
事
儀
礼
(座
祭)
と
い

う
よ
り
は 、
い
わ
ゆ
る
村座、
す
な
わ
ち
氏
子一
般に
開
放
さ
れ
た
村
祭
と
し
て
の
色

合
が
濃い
も
の
と
みて
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
し
か
し 、
以
上
の
三つ
に
は、
宮

座
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
家
を
た
て、
そ
れ
ら
を
三
月
当・
九
日
当・
祭
当
と
よ
ん
で

座
員の
生
涯
に
お
け
る
ふ
山?
と
称
す
る
通
過
儀
礼の
七
段
階
の
う
ち
に
位
置づ
け

て
い
る
か
ら 、
祭
当
に
結
びつ
く
里
宮の
秋
祭の
意
味
が 、
別
に
軽い
と
い
う
わ
けで

は
な
い。
た
だ
前二
者
が
神
事
儀
礼
の
意
味
内
容
と
参
加
者
及
び
演
出の
態
様
に
お
い

て、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
閉
鎖的・
特
権的
で 、
い
わ
ゆ
る
株座
的
な
の
に
対
し 、
後

者
は
村座
的
で 、
ず
っ
と
オ
ー
プ
ン
で
あ
る 、
と
み
な
すこ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う

わ
け
で
あ
る 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
「
九
日
まつ
り」

部 ま
に た
株、 は
座、 九
的、 月
形、 ま
態、 つ
を り
存 )
続 は
さ 「せ 三

日
ま
つ
り

(
ま
た
は、
三
月
まつ
り)
と
並
ん
で、

て
い
る
多
羅
尾
の
官座
に
とっ
て、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
もつ
もの
だ
と
思
う。
そ

し
て
ま
た
こ
の
こ
と
は、
こ
こ
の
官座
が
前々
稿で
指
摘
し
た
よ
う
に、
年
齢
階
梯H

長
老
制的
な
組
織
と
構
造
を
もつ
こ
と
に
も
深
く

結
びつ
い
て
い
る 。
と
い
う
の
は、

先
に
触
れ
た
七
当
の
年
齢
階
梯
(
注
2
参
照)
に
九
日
当
も
(一二
月
当
も)
然
るべ
く

位
置づ
け
さ
れて
い
る
こ
と、
及
び
「
九
日
まつ
り」

の
神
事
儀

(
三
日
まつ
り
も)

礼
の
中
に、
長
老
た
ち
に
よ
る
直
会
(
共
食
儀
礼)
が
重
要
な
要
素
と
し
て
含ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る 。
私
見で
は 、
宮座
は
長
老
制的
祭
儀
組
織
た
る
こ
と
を一
つ
の
特

色
と
す
る
も
の
だ
か
ら 、
多
羅
尾
は
そ
れ
を
か
な
り
明
瞭
に
示
し
て
い
る
例
と
し
て、

前々
稿で
もこ
の
点は
十
分
に
考
察
し
たつ
も
り
で
あ
る 。
従っ
て、
今
回
の
「
九
日

まつ
り」
の
観
察
が
こ
の
点で
の
か
か
わ
り
あ
い
で
もつ
意
味
も
私
に
と
っ
て
は
小
さ

く
な
い 。
と
に
か
く 、
以
上
の
視
角
か
ら
「
九
日
ま
つ
り」
の
概
要
を
記
述
し 、
若
干

の
考
察
を
加
えて
み
る
こ
と
に
し
よ
う。
な
お 、
そ
の
前
に、
多
羅
尾の
官座
の
概
略

。

を
重
点的
に
整
理
し
て
お
くこ
と
が
必
要
だ。

多
羅
尾
は
現
在
約
二
O
O
戸
だ
が 、
明
治
大
正
期
は一
八
O
戸
位 、
第二
次
大
戦
後

に
二
三
O
戸
位
に
増
え
た
時
期
を
除
け
ば 、
徳
川
期
で
も一
五
O
戸
程
度
で、
二
O
O

戸
を
こ
え
た
こ
と
は
な
かっ
た
よ
う
で
あ
る 。
地
着
き
の
家
は
現
在
ほ
と
ん
ど
が
宮
座

に
入っ
て
い
る
の
で 、
い
わ
ゆ
る
村座
で
あ
る
が 、
明
治
中
期ま
で
は
徳
川
期
以
来の

本
百
姓
層で
あ
る
長座
株
仲
間
と
称
せ
ら
れ
る
数
十
戸
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
株
座
で

あっ
た。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
左
座
と
右
座の
二つ
に
座
筋
(
家
筋)
が
分
れ 、
そ
れ
ぞ

れ
が
株
仲
間
をつ
くっ
て
い
た 。
左
と
右
で
は
左の
方
が
格
が
上
で 、
左
の
方
が
多
羅

尾
代
官
家
につ
な
が
る
土
分
格
で
あっ
た
か
に
み
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
る 。
こ
の
こ
と
が

作
用
し
た
か
ら
か 、
村座
化
す
る
過
程
で
右へ
の
座
入
が
多
かっ
た
こ
と
な
ど
の
た
め

に、
現
在 、
右
座
が
全
体の
約三
分ノ
二
で 、
三
分ノ一
が
左
座
に
なっ
て
い
る 。
右
か

ら
左へ
の
割
替
え
を
し
て
左
右
同
数
位
に
し
た
ら 、と
い
う
向
き
も
あ
る
が 、
積
極的

に
そ
う
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
は
なっ
て
い
な
い 。
元の
株
仲
間は
明
治
十
三
年の
記

録
に
よ
る
と、
左
が
二
十
戸 、
右
が
十
二
戸
だ
が 、
当
時 、
左で
絶
家
及
び
座
休
が
十

戸 、

左
右
と
も
十
戸 、ずつ
で
組
織
運
営
さ
れ
て
い
た。

右
に
座
休
が
二
戸
あっ
て、

こ
の
左
右
両座
が
各
十
戸ず
っ
と
い
うこ
と
は、

各
十
名

長
老
(オ
ト

ナ
と
呼
ぶ)

ずつ
に
よ
っ
て
座
が
組
ま
れ
営ま
れ
る
こ
と
と
関
わ
り
あ
い
が
あっ
た
よ
う
だ。
す
な

わ
ち 、
現
在で
も
そ
う
な
の
だ
が 、
最
年
長の
男
子
か
ら
年
長
順
に
十
名ま
で
が
年
預

(
ネ
ンニ
ョ)

と
称せ
ら
れ 、
こ
れ
が
長座
(
オ
ト

ナ
ザ)
で 、
い
わ
ば
長
老
階
梯
と
し

て、
宮座
そ
の
もの
を
表
章
す
る
究
極
的
権
威
を
もっ 。
も
ち
ろ
ん一
戸一
名で 、
彼

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
家
を
代
表
す
る
老
当
主
で
あっ
て、
た
と
え
家
督は
跡
と
り
に
譲っ
て

穏
居
し
て
い
た
と
して
も 、
そ
の
こ
と
が
官座
か
らの
引
退
に
はつ
な
が
ら
な
い 。
宮

座
か
ら
の
引
退は、
前々
稿で
も
述べ
た
よ
う
に、
年
預
が
年
長
順
に
山
ノ
神
当
(
山



ノ
神
祭
の
当
家 、
注
2
参
照)
をつ
と
め
お
え
る
と、
七
当
を
すべ
て
果
し、
文
字

通
り

天
寿
を
全
う
し
た
至
福
者
と
し
て
順
次
退
く
の
で
あ
る 。
従っ
て
左
に
し
ろ
右
に

し
ろ 、
十
名の
年
預
に
よ
る
長
座
は、
年
齢
階
梯の
頂
上
で
あ
る
長
老
階
梯
で
あ
る
と

と
も
に、
両
株
座の
ど
ち
ら
か
の
座
筋
に
属
す
る
十
戸の
老
当
主
の
集
り

で
も
あ
る
わ

け
だ 。
こ
の
こ
と
の一
端
が 、
村
座
化
し
た
現
在の
宮
座
に
も
窺
わ
れ
る 。
そ
れ
は
現

在 、
左
座
で
行
わ
れ
て
い
る
座
長
講
(
ザ
オ
ト

ナコ
ウ)
で 、
一
時 、
第三
次
大
戦
中

に
廃
れ
か
け
た
が
再
び
復
活
し
た 。
こ
れ
に
加
入
し
て
い
る
の
は、
も
と
の
左
長
株
家

系
が
四
戸で、
そ
う
で
な
い
の
が
六
戸の
計
十
戸
で
あっ
て 、
内
容的
に
は
幾
分
異
る

が 、
形
態
は
元の
株
組
織
と
ほ
ぼ
同
様
と
見
な
し
う
る 。
こ
れ
と、
村
座
化
し
た
現
在

の
長
座
日

年
預
と
は
直
接の
結
びつ
き
は
な
く 、
両
者は
併
存の
か
た
ち
で
あ
る
わ
け

で
あ
る 。

私
が
先
に、
一
部
に
株
座的
形
態
を
存
続
さ
せ
て
い
る 、
と
述べ
た
の
は、
一
つ
に

は、
か
か
る
意
味
あ
い
を
さ
し
て
云っ
た
わ
け
だ 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
株
座的
色
彩
や

双
分的
な
左
右
の
ス
テ
イ

タ
ス
の
幾
分の
違
い
が 、
今
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
疑い
な

ぃ 。
な
お 、
左
と
右
の
家
筋
が
地
域的
な
ま
と
ま
り

や
偏
り

を
示
す
よ
う
な
こ
と
は
な

し、。次
に
年
預
H

長
座の
組
織
を
み
て
み
る
と、
左
右
十
名ずつ
の
う
ち 、
そ
れ
ぞ
れ
年

長
順
に
上
位
か
ら
五
名
が
座
掌
(ま
た
は
座
将)
で、
こ
れ
は
と
り

わ
け
高い
儀
礼的

ス
テ
イ

タ
ス
に
あ
る 。
そ
し
て
最
年
長
(
最
長
老)
が
座
長
(
ま
た
は
座
頭)
で、
次

が
ワ
キ
(
副
座
長) 、

こ
れ

他
の
三
名
が
ノ
ゾ
キ
と
よ
ば
れ
る
|||

左
右
と
も
同
じ 。

ら
は
年
預の
う
ち
で
大
体 、
年
長
順
に
山
ノ
神
当
をお
え
た
も
の
か
ら
引
退
す
る
の
で、

順
次
く
り

上
る 。
ま
た
誰
か
死
亡
者
が
あ
れ
ば
年
長
順
(
座
入
順)
に
繰
上
げ
補
充
さ

れ
る
が 、
年
度
途
中
で
の
繰
上
げ
補
充
は
な
い 。
こ
の
こ
と
は 、
年
預
入
り

に
お
い
て

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

E

も
同
様
で
あ
る ひ
こ
の
年
預
と
は一
応
別
に
神
主
(ま
た
は
宮
守)
と
よ
ば
れ
る
も
の

が
両
座
に
そ
れ
ぞ
れ一
名ず
つ
あっ
て 、
長
座の
記
録・
会
計
な
ど
諸
事
万
般
を
扱
う

世
話
役
で
あ
り 、

帳
面
箱
は
こ
の
者
が
保
管
す
る 。
こ
れ
は
特に
年
齢的
な
きま
り
は

な
い
が 、
ず
っ
と
旧
座
株
筋の
家
柄の
もの
が
やっ
て
い
る 。
なお、
世
襲の
専
属
官

司
と
し
て 、
里
宮
神
社
に
北
河
康
男
氏が
い
る 。

さ
て
「
九
日
まつ
り」
の
前
日 、
十
月
八
日
に
は
早
朝
か
ら
九
日
ノ
当
をつ
と
め
る

当
家
に、
高
官
で
の
神
事
儀
礼の
参
加
者一
同
が
集っ
て
準
備
に
と
り

か
か
る 。

今
年
は
左
座
の
当
家
が
大
井
源一一一
郎
氏
(
七
五
歳)
で、
右
座の
当
家
が
清
水
幸
太

郎
氏
(
八
二
歳)
に
あ
たっ
て
い
た
が 、
後
者
は
老
齢
病
身
な
の
で
息
子
の
政
太
郎
氏

(一ニ
九
歳)
が
代
り
につ
と
め
た 。

本
来は
両
座
別々
に
準
備
を
す
る
の
だ
が 、
最
近
で
は
ど
ち
ら
か
の
当
家
に
双
方
が

寄
合っ
て
やっ
て
い
る
よ
う
で、
今
年は
こ
の
清
水
政
太
郎
氏
の
と
こ
ろ
に
皆
が
集つ

た 。
参
集
し
た
も
の
は 、
左
右
各一
人の
当
家
(
当
家の
こ
と
を
ト
ウ
リ
と
よ
ぶ)
と

そ
の
補
助
(
副
当
家で
シ
デ
と
よ
ぶ)
が
二
人ず
っ 、
及
び
左
右
そ
れ
ぞ
れ一
人の
神

主
(
宮
守) 、
そ
れ
に
宮
司
職の
北
河
氏の
計
九
名
で
あ
る 。
こ
れ
ら
を
列
記
す
る
と
次

の
通
り 。

神
職
里
宮
(
及
び
高
官)
神
社
宮
司
北
河
康
男

左
座の
ト
ウ
リ

大
井
源
三
郎
(
百
歳)

"" 

シJア

大
井

(
品
歳)

光
男

"" 

竹
中

(
叫
歳)

次

fア

"" 

宮
守

(
却
歳)

下
畑
健
之
助

右
座の
ト
ウ
リ

清
水
政
太
郎
(
却
品蔵)

"" 

シJア

(
叫
歳一)

西
本
昭
之
助



宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

// 

ノ/

奥
村
i背

(必
歳)

// 

宮
守

田
中
伊
四
郎
(
臼
歳)

準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
品々
の
種
類
と
数
量
は
別
掲の
メ
モ
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
か
な
り

多
い
(
写
真
B
1

参
照)
こ
れ
ら
は
高
官へ
の
神
館・
御
供
と
さ
れ
る
だ
け

で
な
く 、
神
前
で
の
神
事
儀
礼
の
後
で
行
わ
れ
る
年
預
(
正
確
に
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
上

位
五
名
ずつ
の
座
掌)
の
直
会
(
共
食
儀
礼)
に
お
い
て、
供
せ
ら
れ
る
た
め
で
あ

る。
そ
し
て
以
下に
述べ
る
こ
れ
ら
の
品々
の
作
製
は 、
上
記
九
名
だ
け
が
関
与
し 、

飯
炊
き
に
して
も
餅つ
ぎ
に
し
て
も 、
た
と
え
当
家の
家
族
で
あ
ろ
う
が 、
女
は一
切

J中J
を
触
れ
て
は
な
ら
な
い 。
こ
こ
で
作
ら
れ
る
品々
は
メ
モ
に
も
あ
る
が 、

(4)

 

明
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る。

一
通
り

説

ー 、
御
幣

三
節の
真
直
ぐ
な
女
竹
二
本
を
揃
え
て
結
び 、
こ
れ
に
型
の
如
く
切

紙
を
つ
けて
御
幣
と
す
る
が 、
さ
ら
に
新
米
五
合の
袋
詰
め
二ヶ
を
結
びつ
け
た

も
の
(
写
真
B
2
参
照)

2、
御
神
木
二
尺
位
の
榊の
校
に
切
紙
を
結
びつ
け
た
も
の
(
写
真
B
2
参
照)

3、
飯
盛
(ム
ス
ビ)

米
飯
を
大
き
なム
ス
ビ
状
に
し
た
も
の
で、
先
を
ト
ガ

ラ
せ
た
男ム
ス
ピ
と
平
た
い
惰円
形の
女ム
ス
ピ
を
各
十
五
ヶ 。
こ
れ
に
は
そ
れ

ぞ
れ
〆
縄
の
よ
う
に
野
草
(
ち
あ
め
草)
の
結ん
だ
も
の
を
輸
か
け
に
し 、
4 
の

踏
形
餅
と
組
合せ
て
並べ 、
そ
の
聞
に
山
梨の
実
と
柿
に
栗
を
あ
し
らい 、
栗
の

小
枝の
箸
を
添
え
て
神
撲
と
し 、
ま
た
直
会
に
も
供
す
る。
な
お 、
男ム
ス
ピ
の

膳
と
女ム
ス
ピ
の
膳は一
対
で一
揃
と
な
る。
(
写
真B
3
1
5
及
び
8

参
照)

4、
踏
形
餅
大
き
な
長
南
円
形
に
平
た
くの
ば
し
た
餅で
二
枚
重
ね
に
し 、
前
記

の
ム
ス
ビ
と
組
合せ
て
神
韻
と
し 、
直
会
に
も
供
す
る。
(
写
真B
5・
8
参

照、

5、
御
神
酒一
升 、
な
ま
す
用の
大
根
と
人
参、
山
牛
芳 、
魚一
尾
(
焼
魚
と
す
る

鯛)
。

こ
れ
ら
も
神
僕と
し 、
ま
た
直
会
で
供
す
る。
(
写
真
B
日
参
照) 0

大
体
以
上
で
あ
る
が 、
こ
の
他
に
直
会
用
の
折
詰
な
ど一
通
り
の
膳
部
と
御
酒
が
用

意
さ
れ
な
くて
は
な
ら
な
い 。
こ
れ
らの
費
用
は
本
来
な
ら
当
家 、が
負
担
す
る
わ
け
だ

が 、
最
近
は
ト
ウ
リ
とシ
デ
が
平
等
に
皆
で
負
担
す
る
よ
う
に
なっ
て
い
る。
す
な
わ

ち 、
こ
の
場
合
で
は、
左
右
計
六
人が一
人
あ
た
り

餅
米
七
合
ずつ
(
計
四
升
二
合)

及
び
白
米一
升
二
合
ずつ
(
計
七
升
二
合)
を
拠
出
し 、
現
金
と
し
て
は
総
額一
万
五

千
二
百
円の
支
出の
う
ち 、
社
務
所
か
らの
補
助コ一
千
円
を
差
引
い
た一
万
二
千
二
百

円
を
六
人
で
分
割
負
担
(一
人
約二
千
円)
し
た
わ
け
で
あ
る。

か
くて
昼
ま
で
に
大
体 、
準
備
が
と
と
の
う
と 、
八
日
は
そ
れ
で
解
散
す
る。
そ
し

て
翌
九
日 、
早
目
に
昼
食
を
す
ま
せ
た
前
記
九
人
が
高
官
神
社
に
集
合
し
境
内の
清
掃

を
して、
「
九
日
まつ
り」
の
神
事
を
執
行
す
る。
(
写
真
B
6
参
照)

高
官は
山
路

を
分
げ
入っ
た
山
腹
に
あ
る
の
で、
境
内
も
狭
い
が
社
殿
も
小
さ
い 。
ま
ず
神
前
に
先

程の
神
韻一
揃い
が
左
座
と
右
座の
分
を
別々
に
並べ
て
供
え
ら
れ
る。
(
写
真
B
7・

8
参
照)
そ
し
て 、
狭
い
内
庭
に
は
神
殿
か
ら
み
て
向っ
て
左
手
に
外
側
か
ら
左
座

の
宮
守、
次
に
ト
ウ
リ 、

二
人の
シ
デ
が
順
に
並
び 、
右
手
に
は
同
様
に
外
側
か
ら
右

座の
宮
守、

シ
デ
が
着
席
す
る。
い
ず
れ
も
立っ
た
ま
ま
で
あ
る。
宮
司
は

ト
ウ
リ 、

右
手の一
番
外
側
に
位
置
し 、
こ
の
神
事
儀
礼
に
は
立
会
う
だ
け
だ
か
ら 、
神
職
と
し

て
の
正
装
も
し
て
い
な
い 。
最
初
に
宮
司
か
ら
「
で
は、
口ハ
今
か
ら
高
官
様の
御
神
前

で、
九
日マ
ツ
リ
の
神
事
を
な
さっ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
と
の
挨
拶
が
あ
る
と 、
ま

ず
左
座の
ト
ウ
リ
が
進
み
出て、
平
常
の
衣
服
の
上
に
神
服
(
烏
帽
子
浄
衣)
をつ
け

る。
そ
し
て
御
幣
を
左
右
にコ一
度
振
り 、

型の
如
く
参
拝
す
る。
次
に
右
座の
ト
ウ
リ

が
同
様
に
参
拝
し 、
今
度
は
左
座の
シ
デ
(二
名の
う
ち
年
長の
者)
に 、
次い
で
右



座の
シ
デ
に、
さ
ら
に
再
び
左
座の
シ
デ
(の
こ
っ

た一
名) 、
最
後
に
右
座の
シ
デ

と
い
う
具
合
に、
すべ
て
左
右
交
互
に
順
番
に
こ
れ
を
繰
返
し
て
神
事
を
終
る 。

真B
9
1

日
参
照)

こ
れ
に
は
宮
司
に
よ
る
祝
詞
の
奉
上
も
な
く 、
ま
た
宮
守
も
た

だ
列
席
す
る
だ
け
で、
あ
と
で
簡
単
に
参
拝
す
る
だ
け
で
あ
る 。
従っ
て 、
ま
こ
と
に

簡
素
な
儀
礼
で
し
か
な
い
が 、
要
す
る
に
両
座の
当
家
(
正
当
家
た
る
ト
ウ
リ
と
副
当

家
た
る
シ
デ)
が 、
宮
座
を
代
表
し
て 、
恭々
し
く
神
前
に
新
穀
を
神
韻
と
し
て
供

ぇ 、
親
し
く
参
拝
し
て
神の
恵
み
に
感
謝
す
る
こ
と
を
以っ
て 、
こ
の
神
事
儀
礼
は
す

ベ
て
終
る
もの
と
解
釈
で
き
る。
だ
か
ら 、
そ
の
他の
余
計
なこ
と
は一
切
省
か
れ
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

高
官で
の
神
事
儀
礼
が
す
む
と、
お
供
え
し
た
神
撲の
品々
を
お
下
げ
し 、
こ
れ
を

携
え
て一
同
打
揃っ
て
里
宮
神
社
の
社
務
所
に
ゆ
き 、
こ
こ
で
し
ば
ら
く
休
憩 、
や
が

て
始
る
年
預
衆
(
正
し
く
は
左
右
両
座の
最
年
長
か
ら
五
人
ずつ
の
座
掌
た
ち)
に
よ

る
直
会
の
準
備
に
と
り
か
か
る 。
昔 、
明
治
中
期
ま
で
は、
い
ま
小
学
校の
校
庭
に
な

っ
て
い
る
処
も
皇
官の
境
内
で、
そ
こ
に
座
小
屋
が
あ
り、

直
会
な
ど
の
宮
座
行
事
は

そこ
で
な
さ
れ
た
が 、
そ
の
後は
社
務
所
で
行
わ
れ
て
い
る 。

や
が
て
昼
下
りの

二
時
過
ぎ
に
な
る
と、
ボ
ツ
ボ
ツ
座
掌
た
ち
が
やっ
て
き
て
二
時

半
か
ら
三
時
近
く
に
大
方
揃
う
が 、
十
人
全
員
出
席
と
い
う
こ
と
は、
ま
ず
な
い 。
ゃ

は
り
相
当
な
高
齢
者ば
か
り
な
の
で、
病
身で
動
け
な
い
もの
も
あ
る
か
ら
だ。
こ
の

日
も
結
局 、
四
名
が
欠
席
で
あっ
た。
な
お 、
こ
の
直
会
は
当
家
や
宮
守
あ
る
い
は
宮

司
が
予
告
し
て 、
座
掌
た
ち
を
お
招
き
す
る
と
い
うの
で
は
な
く 、
座
掌
た
ち
は
各
自

が
既
に
十
分
心
得
え
て
い
て 、
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
やっ
て
きて、
お
の
ず
と
参
集
す
る

と
い
う

形
の
もの
で
あ
る 。
座
掌
た
ち
が
参
集
す
る
と、
当
家
(
ト
ウ
リ)

やシ
デ 、

宮
守
た
ち
に
よ
っ
て
しつ
ら
え
ら
れ
た
定
席
に
そ
れ
ぞ
れ
着
座
し 、
い
よ
い
よ
士闘一ム広
が

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

E

始
る
が 、
ト
ウ
リ
と
シ
デ
の
六
名は、
全
くの
給
仕
役
で、
宮
守
も
未
席
に
座
わ
り
は

す
る
が 、
そ
こ
に
じっ
と
し
て
い
る
こ
と
は
な
く 、

写

ト
ウ
リ

やシ
デ
を
指
図
し 、
ま
た

自
ら
も
座
掌
衆
を
も
て
な
す。
直
会
の
席は
社
務
所
の
奥の
広
間
で、
そ
の
手
前の
次

の
聞
が
ト
ウ
リ

やシ
デ
た
ち
の
控
え
の
聞
と
な
り、

そこ 、が
台
所
に
続
い
て
い
る 。こ

の
日
の
直
会
の
座
順の
配
置は
左
図の
よ
う
に、
床ノ
聞
を
背
に
し
て
左
手
に
左
座
が

座
長
か
ら
年
長
順
に
五
名
並
び 、
同
様
に
右
手
に
右
座
の
座
掌
た
ち
が
並
ぶ 。
そ
し
て

正
面
に
宮
司
が
着
座、
二
人の
宮
守
は
そ
れ
ぞ
れ
の
座
の
未
席
につ
く 。
一
同
が
席
に

つ
く
と、
御
神
酒
を
上
席
者
か
ら
順
に
頂
戴
す
る 。
こ
れ
は
すべ
て
左
右
交
互
で
あっ

て 、
前
述の
高
官
で
の
参
拝
順
に
み
られ
た
の
と
同
様
で
あ
る。

こ
れ
が
す
む
と、
宮
守
の
と
示
に
よ
っ
て 、

(
写
真B
ロ
参
照)

ト
ウ
リ

か
ら
「
先
程 、
高
宮
様の
神
前
に

て 、
九
日マ
ツ
リ
の
式
を
指
ど
こ
お
り
な
く
相
済ま
せ
ま
し
た。」
と
い
う
報
告
が 、

座
掌
衆
に
向つ
て
な
さ
れ
る 。
座
掌
た
ち
が
「
そ
れ
は
誠
に
御
苦
労
様で
し
た。」
と

こ
れ
を
諒
承
す
る 。
次
に
正
面
に
置
か
れ
た
重
箱
二
ヶ

を
下
座
に
運
び 、
中
味
を一
同

日 座t: 座ti 

欠
席

コ口氏
〉
重
箱

欠
席

欠
席

(
欠
席)

一
与
オ一

一
畑
町山一

一
下
一



宮
庄の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

の
揺
に
と
り

分
け
る
作
業
に
か
か
る 。
こ
の
重
箱は
左
右
両
座
に一
ヶ

ずつ
で、
神
韻

と
し
て
先
に
高
宮の
神
前
に
供
え
た
もの
で
あ
る 、が 、
中
味は
焼
魚
(ム
シ
リ
魚
と
よ

ば
れ
る)・
山
牛
努
を
茄で
た
も
の・
大
根
と
人
参の
ナマ
ス
で
あ
る。
(
写
真B
日
参

照)
こ
の
と
り

わ
け
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
座の
シ
デ
が
行
う
が 、
座
掌一
人一
人の
膳
を

席
順
に
も
ち
運
ん
で 、
い
ち
い
ち
極
め
て
丁
重
に
な
さ
れ
る 。
(
写
真
B
H
J

M
参
照)

こ
れ
が一
通
り

す
む
と 、
お
銚
子
が
出
て 、
こ
れ
も
上
位
者
か
ら
順
に
お
酌
さ
れ
る 。

(
写
真
B
2・
M
参
照)
こ
れ
ら一
連の
行
事は、
極
め
て
厳
粛
な
雰
囲
気の
下
に
行

わ
れ 、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
高
尚
荘
重
な
趣
が
あ
り、
誠
に
儀
式
と
い
う
に
適
わ

し
い 。
参
会
者の
話
で
は、
祭
当
の
時
(
前
述
し
た 、
十
月
十
四
日
に
里
宮
で
行
わ
れ

る
秋
祭の
こ
と)
に
は、
歌
を
唱っ
て
も
よ
い
が 、
こ
の
「
九
日
ノ
当」
で
は
放
歌
高

唱
な
ど一
切
不
可
で
あ
る 、
と
の
こ
と
で
あっ
た 。
こ
の
こ
と
は
先
に
触
れ
た
「
九
日

マ
ツ
リ」

(
高
官の
秋
祭)
と
「
里
宮の
秋
祭」
の
二
つ
の
祭
儀の
性
格の
違い
を、

一
面
で
裏
付
け
る
事
実
で
あ
る
よ
う
に
思
う。
なお、
こ
の
日
の
欠
席
者の
席
は
空
席

に
し
て
あ
り、
聞
を
つ
め
た
り
は
し
な
い 。
そ
し
て
神
髄の
と
り

わ
け
は、
欠
席
者の

膳
に
対
し
て
も
全
く
同
様
に
な
さ
れ 、
最
後
に
他の
御
馳
走
(
折
詰)
と
と
も
に、
あ

と
で
丁
寧
に
送
り
と
ど
け
ら
れ
る 。

さ
て
問
酒
の
お
銚
子
が
出
て 、
ひ
と
わ
た
り
盃
につ
ぎお
わ
る
と 、
汁
椀
や
折
詰の

御
馳
走
が
運
ば
れ 、
ぐっ
と
リ
ラッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
と
な
り 、
ト
ウ
リ

やシ
デ 、
官口

守
た
ち
が
入
れ
か
わ
り

立
ち
か
わ
り
で
座
掌
を
も
て
な
し 、
あ
ち
こ
ち
で
献
酬
も
始つ

て
賑
や
か
に
な
る 。
し
か
し
先
に
も
記
し
た
如
く 、
こ
の
場の
雰
囲
気
は
和
敬
高
雅と

い
っ
た
趣
で、
談
笑の
う
ち
に
も
何
か
し
ら
気
品
が
あ
り、
い
か
に
も
長
老の
直
会

(
共
食
儀
礼・
饗
宴)
に
適
わ
し
い
もの
で
あっ
た 。
(
写
真B
日
l

m
参
照)
こ
う

し
て
小一
時
間 、
直
会
が
つ
づ
くが 、
お
給
仕の
合
閣
を
み
て
は
ト
ウ
リ 、
シ
デ
た
ち

二
四

は
随
時 、
次
の
間
で一
休
み
す
る 。
彼
等は
そ
こ
で
茶
を
飲
み
煙
草
を
ふ
か
し
て
も
盃

に
口
に
す
る
こ
と
は
な
い 。
年
預
(
座
掌)
た
ち
と
彼
等の
聞
に
は、
明
確
な一
線
が

あ
る
と
い
う
わ
け
だ。
(
写
真B
M・
お
参
照)
例
え
ば 、
写
真B
却
の一
番
右
に
み

え
る
老
人は、
左
座ト
ウ
リ
の
大
井
源
三
郎
氏
(
七
五
歳)
で
あ
る
が 、
こ
の
人
は
左

座の
年
預
衆の
第
九
番
目
に
位
置
し
て
い
る 。
従っ
て
も
う一二 、
四
年
も
す
れ
ば
第
五

位
と
なっ
て
座
掌
入
り
し 、
そ
う
な
れ
ば
当
然 、
こ
う
し
た
席
で
は
も
て
な
し
を
受
け

る
立
場
に
な
れ
る
わ
け
だ
が 、
い
ま
は
全
く
逆
で、
こ
こ
で
は
た
だ
当
家
(ト
ウ
リ)

と
し
て 、
専
らお
給
仕
と
下
働
き
に
こ
れ
勤
め
る
だ
け
で
あ
る 。
年
預
だ
か
ら
と
言つ

て 、
給
仕
役
を
免
じ
ら
れ
た
り、

座
掌
に
欠
席
者
が
あ
る
か
ら
臨
時
に
座
掌
の
仲
間
に

加
え
ら
れ
る 、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
な
い 。
そ
う
い
う
意
味
で
は、
年
齢
階

梯の
ス
テ
イ

タ
ス
及
び
ご疋の
場
に
お
け
る
役
割の
区
別
は
誠に
厳
し
い 、
と
い
う
印

象
を
私
は
つ
よ
く
感
じ
た 。
(
写
真B
却
参
照)

直
会
が
終
り
に
近
づ
く
と 、
食べ
の
こ
し
の
御
馳
走
が
折
詰
に
も
ど
さ
れ 、
飯
盛・

踏形
餅
な
ど
の一
揃
も
持
帰
れ
る
よ
う
に 、
き
ち
ん
と
包
装
さ
れ
る 。
(
写
真B
m
参

照)
や
が
て
直
会の
宴
は
終
り、

座
掌
衆
は
次
の
間
に
下っ
て
し
ば
ら
く
休
憩 、
思
い

思
い
に
帰
途
につ
く 。
秋
の
陽
は
ま
だ
少
し
高い 、が 、
山
あ
い
の
寒
村
に
は
そ
ろ
そ
ろ

暮
色
が
訪
れ 、
肌
寒
さ
を
覚
え
る
時
刻
で
あ
る 。
(
写
真
B
U
i

m
参
照)
一
方
ト
ウ

リ
やシ
デ
は
跡
片
付
け
に
い
そ
が
し
く 、
やっ
と
そ
れ
も
す
む
と 、
「
九
日マ
ツ
リ」

の
すべ
て
の
行
事
は
無
事
終
了
と
な
る 。
(
写
真B
m
参
照)

以
上、
多
羅
尾の
重
要
な
宮
座
儀
礼
の一
つ
で
あ
る
「
九
日マ
ツ
リ」
の
概
要
を
記

述
考
察
し 、
前々
稿の
補
遺
と
し
て
報
告
し
た
次
第
で
あ
る 。
更
め
て
結
論
め
い
た
総

括
を
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
が 、
始
め
に
述べ
た
よ
う
に、
こ
こ
の
宮
座の
組
識
や
構

造
に
お
け
る
株
座
的
要
素の
存
続 、
年
齢
階
梯
H

長
老
制
的
な
本
質 、
双
分
的
性
格 、



当
家の
役
割
機
能
な
ど
が 、
儀
礼
面
で
も
色
濃
く

認
め
ら
れ
るこ
と
は
否
定
で
き
ぬ
と

思
う 。、圧

(1)
拙
稿
「
宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
Iーー

滋
賀
県
湖
南と
湖
東」 、
東
洋
大
学
7シ
ア・

ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
年
報
(一
九
七
O) 、
三
O
iコ一

人
頁 、
所
収 、
参
照 。

(2)
七
当は
①
紙の
当 、
②
成
花の
当 、
③
月
行
司 、
④一二
月
当 、
⑤
九
日
当 、
⑥
祭
当 、

⑦
山ノ
神
当で 、
そ
れ
ぞ
れ
大
体
①が
二
十
才
位 、
②が
三
十
代
後
半か
ら
三
十
代 、
③

が
四
十
代
前
半 、
④
⑤
⑥が
四
十
代
後
半
か
ら
五・
六
十
代 、
⑦
は
七・
八
十
代に
お
い

てつ
と
め
る
当
家で
あ
る 。
そ
れ
ぞ
れの
当の
意
味
と
機
能につ
い
て
は 、
前々
稿
参
照

(一二
三良) 。

(3)
九
日
当の
決め
方は 、
前々
稿の
注2
で
も
触
れ
た
が 、
ト
ウ
リ
は
年
令
順(
座
入
順)

に
指
し 、
シ
デ
は
父が
すで
に
亡
い
中
年
以
後の
もの
を
選ん
で
指
す 。
そ
し
て
前
注で

述べ
た
よ
うに 、
ト
ウ
リ
は
六
十
代 、
シ
デ
が
四
十
代
半ば
が
普
通で
ある 。
今
回の
木

文の
場
合 、
ト
ウ
リ
が
か
な
り

高
令なの
は 、
二
人
と
も
事
情が
あっ
て
入
座が
お
そ
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
が 、
最
近 、
長
寿
者
が
多
く
なっ
て
き
た
の
で 、
む
か
し
よ
り

年
長に

な
り 、
七
十
代で
す
る
もの
も
あ
る 。

(4)
「
九
日
まつ
り」
と
相
対
的
な
関
係に
あ
る
「一一一
日
まつ
り」
で
作
ら
れ
る
品々
と
神

事
儀
礼の
概
略は 、
前々
稿で
も
少し
触
れ
た 。
上
掲
注(1)
の
拙
稿 、コ一
七
J

八
頁 。

(5)
前々
稿で
も
少し
触
れ
た
が
(一一
二
頁) 、
多
羅
尾の
宮
座に
は
祭
礼
部と
称
する
若

者
組
(
仲
間)
が
あっ
て 、
こ
れ
に
は
数
え
年
十
七
才の
男
子
が
左
右
別
個に 、
皇
宮の

秋
祭の
時 、
届
出
登
録し
て
入
座
し
た 。
こ
れ
は
昭
和三
五
年
ま
で
は 、
き
ち
ん
と
し
た

組
織と
し
で
あっ
た
が 、
現
在は
ほ
と
ん
ど
消
滅し
て
い
る 。
こ
れへ
加
入
で
き
る
の

は 、
旧
株
座に
属
する
座
筋の
家の
未
婚
男
子で 、
左
右
各
十
名
が
原
則で
あっ
た 。
祭

礼
部に
は
こ
の
他に 、
部
長・
副
部
長・
会
計の
諸
役が
あっ
て 、
一
面で
は
青
年
団
的

な
機
能
も
あっ
た
よ
う
だ 。
つ
ま
り 、
こ
の
祭
礼
部に
も
旧
座
筋の
もの
の
他に 、
そ
う

で
ない
もの
も
若
干
数 、
仲
間
(
団
員)
と
し
て
含ん
で
い
た
よ
うで 、
そ
う
し
た
事
態

を
窺
わ
し
め
る
の
は 、
村
座
化が
す
すん
だ
と
推
察さ
れ
る
明
治二
十
六
年
二
八
九
三)

の
「
左
座
祭
礼
之
仲
間
寄
合
規
約」
に 、
結
婚
前の
若
衆四
O
名で
構
成
さ
れ
る
と
あ
る

か
らで
ある 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
祭
礼
部
を
青
年
階
梯
と
し 、
その
上
に 、
い
わ
ば
中
壮

年
階
梯
に
相
当
する
職
分
と
し
て 、
狩
頭
(カ
リ
ガ
シ
ラ)
と
よ
ば
れ
る
猪
狩の
リ
ー
ダ

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
班

-
役で
且 、
道
普
請な
どで
若
者
組
(
祭
礼
部・
青
年
団)
を
援
督
指
揮し
た
り
す
る
も

の
が 、
左
右
各六
名
あっ
た 。
本
稿の
「
九
日マ
ツ
リ」
の
シ
デ
は 、
こ
う
し
た
中
壮
年

階
梯に
見
合っ
た
年
輩で
あ
っ
て 、
こ
の
階
梯
は
長
老
階
梯
た
る
年
預
衆の
意
を
体し

て 、
事に
あ
たっ
たで
あ
ろ
うこ
と
は一
応、
推
察で
き
る
か
と
思
う 。

従っ
て 、
多
羅

尾の
宮
座
は 、
一
部に
株
座
的
色
彩
を
存
続しつ
つ
村
座
化さ
れ 、
そ
し
て
現
在で
も 、

そ
の
年
令
階
梯H
長
老
制
た
る
性
格
を
本
質
的に
失
うこ
と
な
く 、
か
な
りの

程
度 、
機

能し
て
い
る 、
と
見な
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

三 、
補
遺
そ
の
こ

滋
賀
郡
志
賀
町
北
小
松の
宮
座
係
争
事
件

湖
西 、
北
小
松の
樹
下
神
社の
宮
座
係
争
事
件
につ
い
て
は、
前
年
度の
こ
の
年
報

の
拙
稿(「
宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査
E」
二
?

八
頁 、
以
下こ
れ
を
前
稿
と
よ
ぶ)

で、
そ
の
背
景
と
直
接
間
接の
契
機
及び
経
緯
を
極
く
簡
単
に
報
告
し
た 。
こ
の
事
件

につ
い
て
は
種々
の
事
情
か
ら
立
入っ
た
調
査
が
し
て
な
か
っ
た
が 、
そ
の
後 、
幸
に

も
大
津
地
方
裁
判
所
と
大
阪
高
等
裁
判
所の
御
協
力
に
よ
っ
て、
事
件
当
時の
裁
判
記

録
を
見
出
すこ
と
が
で
き 、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
現
地
で
の
補
足
調
査
も
行
え
た
の
で、

か
な
り
の
諸
事
実
が
判っ
た 。
こ
の
結
果 、
前
稿の
記
述
や
考
察
に
若
干
の
誤
り
が
あ

る
こ
と
が
判
り、
当
然 、
こ
れ
は
修
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
且 、
そ
の
他
に
も
新
た
に
重

要
な
問
題
が
出
て
きて、
こ
れ
らは
宮
座一
般の
議
論
に
も
少
な
か
ら
ず
関
連
す
る
と

思
わ
れ
る
の
で、
今
回
こ
こ
に
前
稿の
補
遺
と
し
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ

る。さ
て、
北
小
松の
官
座は
明
治
中
期
ま
で
十
二
座
と
よ
ば
れ 、
い
わ
ゆ
る
株
座
で
あ

っ
た
が 、
明
治
十
五・
六
年
(一
八
八
二・
コ一)
に
宮
座
財
産
(
宮
附の
田
畑
山
林)

の
管
理
処
分
問
題
に
か
ら
ん
で
座
方
と
村
方
(
十二
座
以
外の
氏
子)
の
聞
に
対
立
抗

争
が
お
こ
り、

そ
れ
が
遂
に
裁
判
沙
汰
に
及
ん
だ。
そ
し
て
大
津
始
審
裁
判
所
(
現
在

二
五



官口
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

直

の
大
津
地
方
裁
判
所)
の一
審
判
決で
敗
訴
し
た
座
方
が
大
阪
控
訴
裁
判
所
(
現
在の

大
阪
高
等
裁
判
所)
に
控
訴
し
た。
前
稿で
は 、
裁
判
記
録
を
実
際
に
み
る
こ
と
が
で

き
な
かっ
た
こ
と
及
び
現
地
で
の
若
干の
口
承
に
よ
る
聞
書
と
昭
和
八
年
(一
九
三

二一)
の
「
小
松
村
村
史
作
成
準
備
資
料」
と
い
う

不
十
分
な
情
報
に
依
存
し
た
が
た
め

に、
こ
の
控
訴
審
に
お
い
て
は、

H
双
方
が
訴
訟
費
用
の
調
達
に
因
り 、
二
ヶ

年
に
渉

る
係
争
に
疲
れ
果て
て、
結
局 、
訴
訟
取
下げ
に
立
至っ
た
もの
と
思
わ
れ
るμ
と
記

し
て
お
い
た
が 、
裁
判
記
録
を
実
見
す
る
と 、
こ
れ
は
誤
り
で、
控
訴
審
で
も
や
は
り

座
方
が
敗
訴
し
て
い
る。
こ
れ
が
前
稿
を
修
正
すべ
き
第一
点
で
あ
る。

次
に、
係
争
に
至
る
問
題
の
背
景
と
直
接
間
接の
契
機で
あ
る
が 、
こ
れ
は
前
稿の

記
述
に
大
き
な
誤
り
は
な
く 、
明
治
初
J

中
期
に
お
け
る
中
央
政
府の
地
租
改
正
(
明

治
六
J

十
四
年 、
一
八
七
三
i

八一)
な
ど一
連
の
金
納
課
税
に
困
窮
し
た
村
方
(
具

体
的
に
は
戸
長・
副
戸
長
な
ど
の
村
役)
が 、
十
二
座の
所
有
管
理
し
て
い
た
宮
附の

田
畑
山
林
(
主
な
も
の
は
山
林二
十
町)
を
村の
共
有
財
産
と
し
て
売
却
し
て
こ
れ
に

対
処
し
たこ
と
に
端
を
発
し 、
こ
の
対
立
が
明
治
十
三、
四
年
(一
八
八
O
i一)

神
社の
屋
根
替
え
と
改
築
に
よ
っ
て一
層
激
化
し
て 、
遂に
裁
判
に
及
ん
だ
よ
う
で
あ

る。
こ
れ
が
明
治
十
五
年
(一
八
八二)
の
こ
と
で
あ
る
が 、
た
だ
前
稿で
は、
座
方

か
ら
告
訴
し
た
よ
う
に
記
し
た
け
れ
ど 、
こ
れ
は
ど
う
や
ら
誤
り
で 、
や
は
り

あ
くま

で
所
有
管
理
権
を
手
離
さ
な
か
っ
た
座
方
に
対
し 、
業
を
煮
や
し
た
村
方
が
法
廷
に
訴

え
出て
い
る
こ
と
が
裁
判
記
録
か
ら
明
ら
か
に
なっ
た。
従っ
て、
こ
れ
が
修
正
さ
る

ベ
き
第
二
点で
あ
る。
不
十
分
な
情
報
に
よ
る
推
測
だ
と 、
時
に
は
こ
う
い
っ
た
誤
謬

を
招
く
か
ら 、
注
意せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
自
戒
す
る
次
第
で
あ
る。

さ
ら
に、
裁
判
記
録
及
び
そ
の
後
の
現
地
の
補
捉
調
査
に
よ
る
と 、
裁
判の
経
緯 、

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て、
ど
う
や
ら
座
方
に
仲
間
割
れ
が
あっ
た
よ
う
で、
こ
れ
が
判
決

ーム
ノ、

に
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
るこ
と
も 、
こ
の
係
争
事
件
を
め
ぐ
る
新
た

な
事
実
と
し
て
看
過
で
き
な
い 。
そ
して
同
時
に 、
裁
決
に
当つ
て
の
裁
判
所の
立
場

に、
明
治
政
府の
神
社
政
策
す
な
わち
国
家
神
道
確
立
の
た
め
の
姿
勢
が
汲
み
と
れ 、

こ
れ
が
結
果
と
し
て、
株
座
(
十
二
座)
の
村
座
化
を
早
め
る
こ
と
に
も
なっ
た
と
考

え
ら
れ
る。
こ
の
点
は
私
も
問
題
と
し
て
気
付
い
て
は
い
た
の
だ
が 、
具
体
的
な
手
掛

り
が
な
い
ま
ま
に
前
稿
で
は
触
れ
ず
に
い
た。
こ
れ
は
宮
座一
般
に
も
通
ず
る
問
題
だ

け
に、
あ
ら
た
め
て
新
ら
し
い
問
題
と
し
て、
木
稿で
少
し
く

論
じ
て
み
た
い
と
思

うま
た、
旧
十
二
座
に
属
す
る
家
筋
と
し
て、

(
現
当
主
は

前
稿で
は、
伊
藤
民
部

晋) 、
伊
藤
吉
兵
衛 、
伊
藤
斉
兵
衛
(
音
吉) 、

藤
野
茂ヱ

川
端
彦
兵
衛
(
彦
三
郎) 、

門

勝
田
善
蔵
(
善
蔵) 、
勝
見
善
助
(
武
次)
の
七
家
を
と
り

あ
え
ず
あ
げ、
他
の

五
家
は
不
詳
だ
と
記
し
て
お
い
た
が 、
こ
れ
も
裁
判
記
録
や
そ
の
後の
補
足
調
査
で、

修
正
を
要
す
る
こ
と
が
判っ
た 。
し
か
し 、
な
お
確
証
を
欠
く
もの
も
若
干
あ
り 、
こ

の

の
十
二
家
につ
い
て
は
遺
憾
な
が
ら
未
だ
に
確
実
な
こ
と
は
不
分
明
で
あ
る。
た
だ
こ

れ
は 、
こ
と
が
十二
座
と
い
う

株
座
の
実
態
に
か
か
わ
るこ
と
だ
け
に、
北
小
松の
歴

史・
社
会
階
層
構
造
と
不
可
分
だ
か
ら 、
立
入っ
た
考
察
が
当
然 、
必
要
だ。
こ
の
点

は
前
稿で
は
殆
ん
ど
な
さ
れ
な
かっ
たの
で 、
本
稿で
は
多
少
な
り
と
も
考
察
し
て
み

た
い 。
以
上 、
前
稿の
補
遺
と
して、
前
稿の
修
正
個
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

本
稿で
扱
う
諸
問
題
を
予
め
提
示
し
た。
以
下 、
裁
判の
経
過
に
即
して、
記
述
考
察

を
す
すめ
て
ゆ
くこ
と
に
す
る。

第一
審
に
お
け
る
諸
問
題

大
津
始
審
裁
判
所
に
お
け
る
第一
審の
記
録
書
類
と
し
て
現
存
す
る
の
は、
「
明
治



十
五
年
第
二
百一
号、
宮
世
話
役
附
箱
不
渡、
裁
判
言
渡」
及
び
同
じ
く
「
裁
判
案一

並
び
に
「
明
治
十
六
年
第
十一
号、
地
歩
証
取一民 、
裁
判
言
渡」
で
あ
る。
」
の
他

に、
「
訴
状
受
付
録」
と
い
う
書
類
綴の
明
治
十
五
年
分の
中
に、
前
記
の
「
宮
世
話

役
附
箱
不
渡」
が
第二
百一
号
と
し
て
記
載
さ
れ 、
ま
た、
同
じ
明
治
十
五
年
分の
中

に
「
地
券
証
取 一民」
が
第二
百
十
五
号
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る。
さ
ら
に、
明
治
十

「
地
券
証
取
戻」
が
第
十一
号
と
し
て
記
載
さ
れ
て
いい
記 。

六
年
分の
中
に、

こ
こ
で

云
う

裁
判
言
渡は
今
日
の
判
決
(
主
文)

も
の
と 、

に
当
り 、

裁
判
案が
判
決
理
由
に
相
当
す
る

み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
訴
状
受
付
録
は
単
な
る
か(
め
簿
だ
け
で

も
な
い
よ
う
で、
細
か
く

枠
欄が
仕
切
ら
れ 、
そ
こ
に
日
付
と
裁
判
経
過
が
朱
筆
記
入

一
種の
記
録
簿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ら
し
い 。
(
写

さ
れ
る
仕
組
み
に
なっ
て
お
り 、

真
C
1

参
照)

と
こ
ろ
で
こ
の
北
小
松の
官
座
係
争
事
件
は、
「
宮
位
話
役
附
箱
不
渡」
と
「
地
券

証
取
一戻一」
の
二つ
の
訴
訟
で
争
わ
れて
い
る。
前
者
は
明
治
十
五
年
八
月
廿
二
日
に
訴

状
受
付
が
あ
り

(
二
百一
号) 、
後
者は
九
月
廿
六
日
に
受
付
ら
れ
た
(
二
百
十
五

号

そ
し
て
前
者
は
八
月
廿
二
日 、
十
月
五
日 、
十
月
三
十
日 、
十一
月
五
日
の
四

回
に
渉っ
て
審
理
が
あ
り 、

後
者
は
九
月
廿
六
日
と
十一
月
六
日
に
審
理
が
行
わ
れ 、

十一
月
廿
四
日
に
何
れ
も
裁
判
が
聞
か
れ
た
が 、
落
着
せ
ず
に
翌
十
六
年に
持
越
さ
れ

た。
そ
し
て
前
者は
十
六
年
秋
ま
で
特に
審
理
は
な
く、
後
者
が
あ
ら
た
め
て
十
六
年

第
十一
号
と
し
て一
月
十
七
日
に
訴
状
受
付
が
な
さ
れ 、
こ
の
年
は一
月
十
七
日 、
二

月
十
四
日 、
八
月
廿
四
日 、
九
月
汁
五
日 、
十
月
四
日
の
五
回
に
渉っ
て
審
理
が
な
さ

れ
た。
他
方 、
後
者
は
前
者の
審
理
進
行
を
待っ
て
十
六
年
九
月
十
七
日 、
十
月
四
日

に
審
理
が
な
さ
れ
た。
そ
し
て
両
件
と
も
十
月
六
日
に
裁
判が
聞
か
れ 、
と
も
に一
審

の
判
決が
下
さ
れて、
い
ず
れ
も
被
告の
敗
訴
と
なっ
た。
こ
の
判
決
に
対
し 、
前
者

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
直

の
被
告は
十
二
月
七
日 、
後
者の
被
告
は
(
実
は
同一
人)
十
月
十
九
日
に、
そ
れ
ぞ

れ
犬
阪
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
屈
を
出
し
て
い
る。

以
上
は
明
治
十
五・
六
年の
各
「
訴
状
受
付
録」
に
依っ
て
裁
判の
審
理
経
過
の
概

略
を
た
どっ
た
も
の
だ
が 、
こ
の
経
過
に
窮
わ
れ
る
よ
う
に、
両
件は
元
来 、
事の
本

質が
同
じ
な
の
で、
法
廷
で
も
不
可
分
の
も
の
と
し
て 、
慎
重
に
審
理
裁
判
し
て
い

る。
何
故 、
二つ
の
訴
訟
に
分
け
た
の
か 、
そ
う
し
た
事
情は
こ
れ
らの
資
料
や
現
地

調
査
か
ら
明
か
に
し
え
な
い 。
お
そ
ら
く、
当
初 、
宮
世
話
役
附
箱
不
渡
と
し
て
訴
え

た
が 、
問
題
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に、
更
め
て
地
券
証
取 一一民
を
訴
え
た
も
の
で
あ

ろ
う。

す
な
わ
ち 、
宮
世
話
役
附
箱い
わ
ゆ
る
帳
箱は、
箱
そ
の
もの
に
価
値
が
あ
る

の
で
は
な
く、
要
す
る
に
そ
の
内
容
物 、
と
り

わ
け
神
社
附
属の
財
産
で
あ
る
田
畑
山

林の
地
券
証
類
に
価
値
が
あ
る
の
だ
か
ら 、
両
案
件
は
も
と
も
と
同一
の
案
件
と
し
て

審
理
裁
判
す
る
の
は
当
然
と
い
う

わ
け
だ。
前
者
で
は
原
告
が
松
井
武
右ヱ
門
(
明
治

十
五
年
当
時
幻
歳・
樹
下
神
社
世
話
役 、
い
わ
ゆ
る
宮
世
話) 、
被
告が
勝
見
八
左ヱ

門
(訂
歳)
及
び
福
島
源
左
衛
門
(
却
歳)
で
あ
る。
後
者
で
は
原
告が
松
井
武
右ヱ

門
と
万
木
伝
兵
衛
(
必
歳・
当
時の
戸
長) 、
被
告
が
勝
見
八
左ヱ
円
で
あ
る。
両
件

で
は
原
告・
被
告
に
少
し
の
ズ
レ
が
あ
る
が 、
種々
の
事
情
を
勘
案
す
る
と 、
両
件
を

通
じ
て
の
原・
被
告の
張
本
人は、
戸
長
で
村
方
代
表
格の
万
木
伝
兵
衛
と
十二
座
代

表の
勝
見
八
左ヱ
円
で
あ
る
こ
と
は、
ま
ず
間
違
い
な
い 。
明
治
五
年
(一
八
七一一)

に
戸
長
制
が
し
か
れ
て
か
ら
十
八
年
(一
八
八
五)
に
廃
止
に
な
る
ま
で
五
代の
戸
長

が
数
え
ら
れ
る
が 、
万
木
伝
兵
衛
は
そ
の
五
代
目
で、
こ
の
係
争
事
件
が
起っ
た
明
治

十
五
年
か
ら
十
八
年ま
で
勤
め 、
相
当の
実
力
者
で
あっ
た
よ
う
だ 。
他
方 、
勝
見
八

左ヱ
門
は、
嘉
永
六
年
(一
八
五一ニ)
の
夏
祭
行
事
記
録
に
宮
惣
長
舎
四
人の
連
名
が

記
さ
れて
い
る
う
ちの、
筆
頭
に
当
番
と
し
て
名
が
上っ
て
い
る
勝
見
八
郎
兵
衛の

F七



宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

息
子
(
五
男)
で、
そ
の
分
家
で
あ
る
||

明
治
六
年の
戸
籍
に
よ
る。
こ
の
長
舎

(
者)
は 、
当
時の
北
小
松の
四
町
内
(
辻・
中
在
路・
北
出・
上
出
の
四
町)
で、

由
緒
あ
る
家
格の
物
持
が
各一
人
ずつ
な
る
祭
礼の
実
質的
な
執
行
者
で
あっ
た
よ
う

で、
株
座
と
して
の
十
二
座が
厳
存
し
て
い
た
頃の
こ
と
だ
か
ら 、
長
舎
もお
そ
ら
く

十
二
座の
座
筋の
家の
も
の
で
あっ
た
ろ
う
||

前
稿
に
記
し
た
よ
う
に、
こ
の
係
争

事
件
後 、
村
座
化
し
て
か
ら
は、
長
者は
全
く
長
者
町
制
に
変っ
て
(
当
家
制
か
ら
当

町
制に) 、
長
者の
意
味
も
形
態
も
か
な
り
異
る
よ
う
に
なっ
た。
ま
た、
こ
の
勝
見

氏
は、
天
正
五
年
(一
五
七
七)
の
「
佐々
木
未
流 、
川
端
彦
太
郎
常
信
日
誌」
の
中

に
あ
る
宮
座々
組
図
に
その
名
が
み
え
る
ーーーこ

の
日
誌の
現
物
た
る
古
文
書
は
な
い

が 、
その
写
し
が
川
端
彦
兵ヱ
家
(
現
当
主 、
彦三
郎)
及
び
勝
見
八
左ヱ
門
家
(
武

次)
に
あ
る。
なお、
こ
の
佐々
木
未
流
は 、
い
わ
ゆ
る
近
江
源
氏
の一
族
と
さ
れて

い
る。
(
福
島
氏
も
万
木
氏
もこ
の
座
組
図
に、
そ
の
名
が
み
え
る:::
後
述 、
注
日

参
照)
従っ
て
勝
見
氏
は
古
く
か
ら
座
株に
列
し
て
い
た一
族
だっ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
(
福
島
氏
も
同
様) 。
か
くて、
勝
見
八
左ヱ
門
が
十二
座の
実
質
的
な
代
表
格
と

し
て
実
力
者
で
あっ
て
も
少
し
も
不
自
然で
は
な
い 。
原
告の
他の一
人 、
松
井
武
右

ヱ
門
は
宮
世
話
役
と
し
て
の
立
場
か
ら 、
万
木
伝
兵
衛
と
と
も
に
原
告
に
なっ
た
よ
う

で、
後
に
み
る
如
く 、
こ
の
官
世
話
役の
選
出
法
と
性
格
が 、
裁
判の一
つ
の
論
点で

も
あっ
た。

さ
て、
判
決の
内
容
を
ま
ず
「
官
世
話
役
附
箱
不
渡」
の
方
か
ら
み
て
み
よ
う。

わ
ば
判
決
主
文
に
相
当
す
る
「
裁
判
言
渡」
は
短
い
の
で、
次
に
全
文
を
掲
げ
る。

裁

渡

申十
1=1 

滋
賀
県
近
江
国
滋
賀
郡
北
小
松
村
平
民
樹
下
神
社
世
話
役
松
井
武

右ヱ
門
代
言
人

二
八

原
告
中
山
勘

同
村
平
民

被
告
勝
見
八
左ヱ
門

官
世
話
役
附
箱
不
渡ノ
訴
訟
本
案ノ
裁
判ヲ
為ス
如
左

被
告ニ
於テハ
原
告
請
求
ス
ル
箱ハ
十
二
座
ノ
私
金
ヲ
以
テ
製シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ

之ヲ
引
渡ス
理
由
ナ
キ
旨
申
立ル
ト

雄モ
其
私
金
ヲ
以
テ
製シ
タ
ル
ノ
証
跡
ナ
グ

殊

-一
該
箱
中ニ
蔵ス
ル
所ノ
書
類ハ一
ト
シ
テ
樹
下
神
社ニ
関
係セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ
然

テ
則
被
告
人
仮
令
自
ラ
十二
座
ト

称ス
ルニ
モ
セ
ヨ
今
日ニ
在
テハ
樹
下
神
社一一
対

シ
何
等ノ
関
係ヲ
モ
有セ
サ
ル
人ナ
ル
カ
故一一
所
有
物
タ
ル
ノ
証
ナ
キ
上ハ
之ヲ
所

持
ス
ル
ノ
謂ハ
レ
ナ
キ
モ
ノニ
シ
テ
即
チ
神
社ノ
事
務ヲ
管
理
ス
ル
宮
世
話
役一一
附

属スヘ
キ
ヲ
当
然
ナ
リ
ト
ス
因
テ
被
告ハ
箱
有
姿ノ
侭
速一一
原
告へ
引
渡スヘ
キ
事

大
津
始
審
裁
判
所

判
事

松
本
正
忠
⑪ 

判
事
補

瑛
@ 

山
内

但
訴
訟
費ハ
被
告ノ
負
担タ
ル
可シ

こ
れ
で
み
る
と 、
被
告
勝
見
八
左ヱ
門
が
宮
世
話
役
附
箱
(
い
わ
ゆ
る
帳
箱
iーー

写

は
私
金
で
作っ
た
私
物で
あ
る
と
い
う
申
立
に
よ
っ
て、
引
渡
を

拒
否
し
た
こ
と
は、
如
何
に
も
ま
ず
い
言
訳
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い 。
こ
の
申
立
を

真
C
2・
3
参
照)

し

通
そ
う
と
す
る
限
り 、

首
尾一
貫
せ
ぬ
矛
盾が
次々
に
出て
く
る
か
ら
で、
判
決は
そ

の
点
を
鋭
くつ
い
て
い
る
わ
け
だ。
そ
れ
ば
か
り

か 、
判
決
は
被
告
に
対
し
て

H
仮
令

白
ラ
十二
座ト
称ス
ルニ
モ
セ
ヨ
今
日ニ
在
テハ
樹
下
神
社-一
対シ
何
等ノ
関
係ヲ
モ

有セ
サ
ル
人υ
と
断
定
し、
極
め
て
冷
た
く 、
お
よ
そ
宮
座
(
と
く
に
株
座)
に
対
す

(4)

 

る
認
識
や
理
解は
殆
ん
ど
と
言っ
て
よ
い
ほ
ど
示
し
て
い
な
い 。
た
だ
し、
今
日ニ
在



テハ
と
述べ
て
い
る
の
は
微
妙
な
表
現
で、
過
去
に
お
け
る
十
二
座
の
権
限
や
機
能
に

は、
あ
る
程
度の
理
解
を
もっ
て
い
た
よ
う
に
も
汲
み
と
れ
る
が 、
そ
れ
に
し
て
も 、

こ
の
時
点
(
明
治
中
期)
で、
か
か
る
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
すべ
き
で
あ

る 。
お
そ
ら
く 、
明
治
政
府の
神
社
政
策
が 、
国
家
神
道形
成
初
期の
基
本
線
に
沿っ

〈5)

て
動
き
出
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る 。

そ
れ
は
と
も
か
く 、
次
に
い
わ
ば
判
決
理
由
に
相
当
す
る
「
裁
判
案」
に
は、
被
告

申
立
の
よ
り

詳
し
い
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
判
事の
見
解
が
論
述
さ
れ
て
い
る
か
ら 、

こ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う。
「
裁
判
案」
は
や
や
長
文
な
の
で、
全
文
を
掲
げ
る
の
は

差
控
え 、
要
点
を
記
述
し
て
み
る 。

ま
ず 、
こ
の
訴
訟
で
審
聞
を
始
め
た
と
こ
ろ 、
被
告は
左の
三
項
を
以て
答
弁
し
た 。

付
原
告は
宮
世
話
役
で
は
な
い
か
ら 、
宮
世
話
の
名
義
で
訴
を
起
すの
は
不
当
で
あ

る 。
tコ
た
と
え
宮
世
話
役
で
あっ
た
と
し
て
も 、
神
社
の
物
件
に
関
す
る
訴
を
起
す
に
は

お
の
ず
か
ら
手
続
が
あ
る
は
ず
だ
が 、
正
当
な
手
続
を
ふ
ん
で
い
な
い 。

(三)
原
告に
対
し
異
議
を
唱
う
る
の
は
被
告二
名(
勝
見
八
左エ
門
と
福
島
源
左ヱ
門)

だ
け
で
は
な
い 。
従っ
て、
十
二
座一
同
に
対
し
て
訴
を
起
すべ
き
で
あ
る 。

こ
れ
ら
三
項
につ
い
て、
当
裁
判
所
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
裁
断
を
下
す
もの
で
あ

る 。付
原
告は
宮
世
話
役
を
公
選
し
た
と
云
い 、
被
告は
そ
う
で
な
い
と
云
う
が 、
樹
下

神
社
が
私
有
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
被
告が 、
宮
世
話
役
を
選
挙
す
る
は
ず
が
な

ぃ。
と
こ
ろ
で、
樹
下
神
社
は
決
し
て
被
告の
私
有
物
で
は
な
く 、

一
村
人
民の
氏

神
で
あっ
て 、
そ
の
事
務
を
管
理
す
る
宮
世
話
役
は
当
然 、
公
選
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ

公
選で
あっ
た
こ
と
は、
村
総
代
田
名の
連
署
に
よ
る
証
言
で
明
ら
か
で
あ

宮口
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

り、
ま
た
村
民の
多
く
が
同
様
な
証
言
を
し
て
い
る 。
こ
れ
に
対
し
被
告は、
こ
れ

らの
証
言
は
原
告
側の
党
派
に
偏
る
か
ら 、
公
選の
事
実
と
方
法
を
示
せ
と
主
張し

て
い
る
が
こ
の
主
張
は
不
当
で
あ
る 。
何
故
な
ら 、
被
告が
先
に
記
名
押
印
し
て
大

津
治
安
裁
判
所
に
差
出
し
た
手
続
書
中
に、
氏
神
付
属の
団
地
等は
十
二
座の
者
が

支
配
し
て
き
た
の
に、
本
年に
限っ
て
村
方
よ
り
官
世
話
と
称
し
て
勝
手
に
宮
世
話

役
を
人
選
し
た
云
?と
あ
る
こ
と、
及
び
当
裁
判
所へ
の
答
弁
書
に
も
同
様
趣
旨の

申
立
が
あ
る
が 、
こ
れ
ら
は
お
の
ず
か
ら
宮
世
話
役の
公
選
を
証
拠 守つ
け
る
適
切
な

事
実
だ
か
ら
で
あ
る 。

亡立
被
告は
訴
訟
手
続
につ
い
て、
明
治
十
年
太
政
官
第
四
十
三
号
布
告
及
び
明
治
十

四
年
内
務
省
乙
第
三
十三
号
達
を
引
用
し
て
い
る
が 、
前
者は
社
寺
が
他
人
に
対
し

義
務
を
負
担
す
る
場
合
に
充
当
すべ
き
法
律
で
あ
り、

後
者は
社
寺
に
関
す
る
願
届

を
行
政
庁に
進
達
す
る
場
合
に
充
当
さ
るべ
き
もの
だ
か
ら 、
本
件の
よ
う
な
場
合

へ
の
適
用
は
不
可
で
あ
る 。

日
十
二
座一
同
を
相
手
どっ
て
訴
訟せ
よ
と
の
被
告の
主
張は、
現に
物
件
を
所
有

し
その
引
渡
を
拒
む
の
が
被
告二
名
で
あ
る
か
ら 、
原
告 、が
之
を
相
手
ど
る
の
は
至

当
で
あ
る 。

右
の
理
由
に
よ
り

被
告の
申
立
は
相
立
た
ぬ。

以
上
が
「
裁
判
案」
の
要
約
で
あ
る 。
こ
れ
で
み
る
と、
付
にお
け
る
判
決
理
由の

論
理
は、
先
に
「
裁
判
言
渡」
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に、
被
告が
神
社
や
そ
れ

に
附
属
す
る
物
件
を
私
物
視
し
て 、
所
有
管
理・
支
配
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
限

り 、
い
か
に
そ
の
古
来
よ
り
の
慣
行
制
度
た
る
を
主
張
し
た
と
て、
対
抗
し
得
ぬ
前
提

に
立っ
て
い
る 。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く 、
げ

樹
下
神
社
は
決
し
て
被
告の
私
有
物

で
は
な
く 、

一
村
人
民の
氏
神
で
あ
るμ
と
い
う

裁
判
所の
基
本的
見
解で
あ
る 。

九
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ω
につ
い
て
は 、

の
弁
護
努
力
が
当
を
得
な
かっ
た
の
か 、

代
言
人
(
弁
護
士)

告の
主
張は
軽
く
か
わ
さ
れ 、

持
も
ま
た
同
様

一
蹴
さ
れて
い
る
と
い
う
感
じ
だ 。

で、
総
じ
て
こ
の
「
裁
判
案」
に
お
け
る
判
決
理
由
に
は、
被
告の
申
分
か
ら
汲
み
と

ら
れ
た
部
分は
皆
無
と
い
え
る
ほ
ど
み
ら
れ
ず、
正
に
被
告
側の
完
敗
で
あ
る。

次
に、
も
う一
つ
の
案
件
「
地
券
証
取一民」
につ
い
て
は、
判
決
理
由
に
当
る
「
裁

判
案」
は
な
く 、
判
決
主
文
に
相
当
す
る
「
裁
判
言
渡」
し
か
な
い 。

こ
れ
も
短い
もの
だ
か
ら 、
全
文
を
掲
げ
る。
(
写
真
C
4
参
照)

裁
中十
てt
日

渡

法
賀
県
近
江
国
搭
賀
郡
北
小
松
村
平
民

松
井
武
右ヱ
門

万
木
伝
兵
衛
代
人

同
県
同
国
同
郡
上
平
蔵
町
平
民

原
告

北
川
文
右ヱ
門

同
県
同
国
同
郡
同
村
平
民

被
告

勝
見
八
左ヱ
門

地
券
証
取一民ノ
詞
訟
審
理
判
決ス
ル
如
左

被
告一一
於テハ
原
告
請
求
ス
ル
地
券ハ
社
有
地一一
ハ
之レ
ナ
ク
シ
テ
十
二
座ト
称

ス
ル
者ノ
共
有
地
ナ
ル
旨
申
立
ル
ト

雄モ
現一一
地
券
名
受ヲ
為シ
タ
ル
伊
藤
友
長

ハ
甲
第三
号
証ニ
於
テ
自
ラ
社
有
地
ナ
リ
ト

明
言セ
リ

加
之
被
告ハ
検
地
帳
名
寄

帳ニ
御
宮
田ト
ア
ルハ
伊
藤
友
長ノ
名
義ア
ル
地
券
証
ナ
リ
ト

申
立
タ
リ
以
上
ノ

数
証ニ
依
リ

本
訴
地
券ハ
社
有
地
ナ
ル
事
明
白ナ
ルニ
付
被
告カ
之ヲ
所
持ス
ル

道
理
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
因
テ
原
告
請
求
ノ
通
リ

速ニ
引
渡ス
可
キ
事

但
訴
訟
費ハ
被
告ノ
負
担
タ
ル
可シ

。

被

大
津
始
審
裁
判
所

判
事

松
本
正
忠
⑮ 

判
事
補

⑮ 

山
内
瑛

こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
地
券
証
な
る
もの
が 、
具
体的
に
何
処
の
ど
れ
位の
如

何
な
る
種
類の
もの
で
あっ
た
か
につ
い
て
は、
い
ま
こ
こ
で
明
か
に
し
え
な
い
が 、

そ
れ
が
名
義
上、
伊
藤
友
長の
所
有
地
と
し
て
登
記
(
名
受
け)
さ
れて
お
り 、

従つ

て
そ
の
実
質が
樹
下
神
社
附
属の
社
有
地
(
い
わ
ゆ
る
社
領)
な
の
か 、
そ
れ
と
も
十

ニ
座の
共
有
地
(
座
田
と
か
座
林)
な
の
か 、
と
い
う
の
が
裁
判の
争
点
で
あっ
た
よ

う
だ 。
伊
藤
友
長
は
現
宮
司 、
伊
藤
晋
氏
の
祖
父
で
あっ
て、
当
時の
宮
司
で
あ
る
が 、

社
伝
に
よ
る
と 、
寛
喜二
年
(一
二
三
O)
に
伊
豆
伊
東
か
ら
当
地
に
移
住
し
た
伊
藤

民
部
祐
治
に
よ
る
神
社の
建
立
に
由
来
す
る
累
代
神
職の
継
承
者
で
あ
る。
前
掲の
昭

和
八
年
(一
九三
三)
の
「
小
松
村々
史
作
成
準
備
資
料」
に
よ
る
と 、
徳
川
期
に
こ

の
地
は
幕
府
天
領で
あっ
た
が 、
徳
川
初
期
(
元
和一二
年 、
二ハ一
七)
に
は
社
領
と

し
て
石
高で
百
石 、
他
に
山
林
五
十
余
町
が
付
さ
れ 、
ま
た
中
期
(
享
保三
年 、

七

一
八)
に
は
石
高で
百
八
十
九
石
の
社
領
を
有
し 、
幕
末
ま
で
そ
れ
が
継
続
し
た、
と

あ
る。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
こ
の
係
争
事
件の
明
治
中
期
で
も 、
名
儀
は
と
も
か
く
と
し

て、
ま
だ
相
当の
社
有
地
が
実
質的
に
あっ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う。
そ
し
て
係
争

事
件
が
起
る
ま
で、
こ
の
宮
附の
山
林
田
畑の
実
質的
な
所
有
管
理
権
を
十
二
座
が
支

配
し
て
き
たの
も 、
ほ
ぽ
疑
い
な
い
事
実
で
あ
ろ
う。
そ
して
問
題は、
こ
の
支
配
権

を
以っ
て、
宮
附
財
産
を
十
二
座の
共
有
地
と
認
め
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
か
か

っ
て
い
る
わ
け
だ 。
判
決
は、
社
有
地
(
宮
附
財
産)
で
あ
れ
ば
1ijた
と
え
所
有
管

理
権
を
十二
座
が
支
配
し
て
き
た
と
て
||

十
二
座の
共
有
地
で
は
な
い 、
と
す
る
も

の
で
十
二
座
の
権
能
は
い
さ
さ
か
も
認
め
て
い
な
い 。
こ
れ
は 、
前の
案
件
「
宮
世
話



役
附
箱
不
渡」
で一不
さ
れ
た
見
解
と
撲
を一
に
す
る
も
の
で 、
社
有
地
日

公
(
村)
有

地、
十
二
座
(
宮
座、
こ
の
場
合 、
株
座)
の
共
有
地
H

私
有
地
と
い
う

考
え
方
で
あ

る。
従っ
て、
こ
こ
で
も
被
告で
あ
る
座
方の
申
立
は、
原
告で
あ
る
村
方の
主
張
に

く
らべ
極
め
て
説
得
力の
乏
し
い
もの
で
し
か
な
かっ
た、
と
い
う
こ
と
に
な
る。
伊

藤
友
長の
証
言
は、
先
に
も
述べ
た
裁
判
所の
基
本的
見
解
11J

樹
下
神
社
は
決
し
て

被
告
(
十
二
座)
の
私
有
物
で
は
な
く、
一
村
人
民の
氏
神
で
あ
る
ーー

を
裏
付
け
る

作
用
を
し
た
と
い
うこ
と
に
も
な
ろ
う。
なお、
証
人
と
し
て
呼
出
し
を
う
け
た
伊
藤

友
長へ
の
呼
出
状
が
伊
藤
晋
氏の
と
こ
ろ
で
見つ
か
っ

た
の
で、
参
考の
た
め
に
写
真

甚 に
だ 掲
ま 、 げ
ず 、 て
し 、 、 お
言 く
分 。
空 手7 真式 C わ 5 け
で 6 あヲ 参九 照

か
くて、
こ
の
場
合の
被
告の
申
立
も 、

と
こ
ろ
で
作
製
年月
の
記
載
は
な
い
が
(
多
分、
明
治
十
年
代
前
半) 、
「
伊
藤
友
長

に
租
れ
る
地
租
に
付
明
細
簿」
と
い
う
も
の
が 、
伊
藤
家
に
あ
る。
こ
れ
は
土
地
台
帳

か
ら
の
抄
録
を
も
と
に
友
長
が
整
理
し
た
帳
簿
と
い
っ

た
も
の
ら
し
い 。
(
写
真
C
7

J
U
参
照)

い
ま、
こ
れ
を
十
分
に
分
析
す
る
手
段
と
能
力
を
も
た
ぬ
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
が 、

当
面 、
で
き
る
こ
と
だ
け
で
も
試
み
て
み
よ
う。
こ
れ
に
よ
る
と 、
問
題の
伊
藤
友
長

に
か
か
わ
る
土
地
は、
地
籍
(
字・
地
番)
別 、
種
類
(
田・
畑・
宅
地・
山
林
原

野)
別
に
記
さ
れ 、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
面
積
(
反
別)・
地
価・
地
租
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が 、
こ
れ
ら
は
全
体
と
し
て、
御
宮、
辻
町 、
伊
藤
友
長の
三つ
に
区
分
さ
れ
て

い
る。
こ
の
三
区
分は
登
録
名
義
上
の
区
分
だ
ろ
う
と
思
う
が 、
こ
の
う
ち
辻
町
と
い

う
の
は、
その
実 、
何
を
意
味
す
る
の
か
定か
で
は
な
い 。
辻
町
は
北
小
松の
四
町の

う
ち
で、
最
も
農
業
中
心
の
地
域
で、
十二
座の
座
筋の
家が
多
かっ
た
よ
う

だ
か
ら 、

あ
る
い
は
こ
れ
が 、
い
わ
ゆ
る
座
田に
当
る
もの
だっ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
面
積
も

宮
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社
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人
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他の
二
つ
に
く
らべ 、
ずっ
と
少い 。
そ
して、
何
故
か
こ
の
区
分の
頁
だ
け
が
朱
筆

で
大
き
く×
印
が
引
か
れて
い
る
が 、
こ
れ
は
も
し
か
す
る
と 、
鹿
田
で
あ
る
た
め

に、
問
題の
地
券
証
と
関
わ
り

が
あっ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ぬ
111し

か
し 、
座
田

一五々
は
私の
勝
手
な
単
な
る
推
測
で
し
か
な
い
か
ら 、
み
だ
り
に
こ
う
し
た
臆
測
を
し

宮ノ
分

て
は
な
る
まい 。
三
区
分の
内
容
を
略
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る 。

回畑宅
地

山
林

(
計)地

価
地
租

辻
町畑宅

地
山
林

(
計)地

価
地
租

友
長ノ
分

田田

六
畝

十
八
歩

畝
一
歩

九
町
五
反二
畝
十
三
歩

九
町
六
反
二
畝
二
歩

百
十
八
円
七
銭

二
円
九
五
銭
三
鹿

二
反一
畝
二
四
歩

七
歩

七
歩

一
畝
八
歩

二
反
四
畝

歩

九
六
円
一
銭

二
円
四
十
銭

八
反一
畝
廿
三
歩
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一
畝
十
五
歩

宅
地

四
畝
一
歩

山
林
一
町
三
反

(
計)

九
歩

二
町一
反
七
畝

地
価
コ一
二
八
円
十
七
銭

地
租

八
円
十
八
銭
五
厘

こ
れ
で
み
る
と 、
宮ノ
分
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は、
殆
ん
ど
山
林
で
九
町
五

反
余 、
田
は
極
く
わ
ず
か
で
六
畝
に
す
ぎ
な
い 。
辻
町ノ
分
は
逆
に
山
林
は
ほ
ん
の

少
し
で、
回
が
主
で
あ
り 、

二
反三
畝
強 、
地
価
地
租
か
ら
推
し
て
(
地
租
は
地
価

の
定
率
百
分ノ
お:・
・

明
治
十
年
改
正)

、
良
国
と
思
わ
れ
る。
友
長ノ
分
は
田
も
山

林
も
相
応
に
あっ
て 、
そ
れ
ぞ
れ
八
反二
畝
強 、
一
町
三
反
で
あ
り 、

地
価
地
租
も
応

分の
もの
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
友
長
分の
団
地
山
林
は、
当
時の
資
料
(
土
地
台
帳)

か
ら
み
る
と 、
経
済
階
層
と
し
て
は
伊
藤
家
は
や
や
上
層に
属
す
も
の
と
し
て
よ
い
よ

う
だ。と

ろ
で、
前
掲の
判
決
(
裁
判
言
渡)
に
あ
る
如
く
H

原
告が
社
有
地
ト
シ
テ
請
求

ス
ル
モ 、
被
告が
十二
座ノ
共
有
地
ト

申
立
テ
テコ
レ
ヲ
拒
否シ
テ
イルH
問
題の
地

券
証
は

H
伊
藤
友
長
ガ
地
券
名
受ヲ
為シμ
そ
し
て

H
社
有
地
ナ
リμ
と一証
言
し
た
わ

け
だ
が 、
こ
の
地
券
証が一
体 、
こ
こ
で
の
区
分
の
ど
こ
に
属
す
る
土
地
な
の
だ
ろ
う

か 。
こ
の
点は、
先
述
し
た
よ
う
に、
い
ま
こ
こ
で
明
か
に
し
え
な
い 。
だ
が
お
そ
ら

く、
判
決の
文
脈
や
他
の
事
情
か
ら
推
し
は
か
つ
て 、
辻
町
分
及
び
友
長
分
に
そ
れ
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

多
分 、
山
林で
は
な
く
田
地
だ
ろ
う。
そ
し
て
伊
藤
晋

氏
に
よ
る
と 、
こ
の
係
争
事
件
後 、
伊
藤
友
長
家の
財
産
(
田
地)
は
ぐっ
と
減
り 、

一
時 、
経
済
的
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
と 、
子
供の
噴
に
よ
く
聞
い
た
と
い
う。
そ
れ
は

「
五
反
七
畝に
切
りつ
め
ら
れて、
よ
そ
の一
畝の
米
も
な
し」
と
い
う
詞
勾
が
伊
藤

家
周
辺
で
口
に
さ
れ
た
ほ
ど
で、
残
さ
れ
た
田
地
は
山
あ
い
の
ひ
ど
い
田
で
あっ
た
と

い
うこ
と
で
あ
る。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
友
長
名
義の
田
地
の
相
当
部
分
が
こ
の
裁
判の

結
果 、
社
(
公H
村)
有
地
と
い
う
こ
と
に
なっ
た
わ
け
で
あ
る
ll

時
期
的
に
は
次

の
控
訴
審で
の
敗
訴
後 。

なお
私
は
先
に、
被
告の
申
立
の
ま
ず
さ
を、
十二
座
が
そ
れ
な
り
に
公
的
性
格
を

〔6)

もっ
て
い
た
で
あ
ろ
う
に:::
と
す
る
考
え
方
か
ら
批
判
し
た
が 、
他
方
も
し
か
す
る

と 、
被
告は
本
当
に
十二
座
や
神
社の
管
理
運
営
を
私
物
視
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

ぃ 。
い
わ
ば 、
株
座の
特
権
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ。
そ
う
し
た

独
善
的
言
動の
現
れ
が 、
法
廷の
内
外
で
あっ
た
か
に
窺
わ
れ
る
ふ
し
が
な
く
も
な

い 。
だ
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は
氏
子一
般
や
村
方
の
反
感
を
招
い
た
ば
か
り

で
な
く、
十

二
座
内
部で
の
仲
間
割
れ
を
生ず
る
きっ
か
け
と
も
なっ
た
で
あ
ろ
う 。
さ
し
ず
め 、

こ
の
場
合の
伊
藤
友
長
な
ど
は、
一
種の
仲
間
割
れ
と
み
ら
れ
る
面
が
あ
ろ
う 。
そ
の

他 、
種々
の
事
情
が
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
が 、
そ
う
し
た
事
実
を
思
わ
せ
る
の
が

次の
控
訴
審で
あ
る。

2 

控
訴
審
に
お
け
あ
諸
問
題

前
述し
た
如
く、
大
津
始
審
裁
判
所
(
今
日の
大
津
地
裁)
に
お
け
る
「
宮
世
話
役

附
箱
不
渡」
と
「
地
券
証
取一戻」
の
二つ
の
第一
審は、
と
も
に
明
治
十
六
年
十
月
六

日
の
判
決
で
被
告
側
(
座
方)
の
敗
訴
と
なっ
た
が 、
被
告
(
同一
人)
は
こ
れ
を
不

服
と
し
て、
前
者
を
同
年
十
二
月
七
日
に、
後
者
を
十
月
十
九
日
に、
そ
れ
ぞ
れ
大
阪

控
訴
裁
判
所
に
控
訴の
申
出
を
し
て
い
る。

こ
れ
が
何
月
何
日
付
で
受
理
さ
れ
た
か
は 、
大
阪
高
裁
(
当
時の
控
裁)
に
大
津
地



裁の
よ
う
な
「
訴
状
受
付
録」
が
み
ら
れ
ぬ
の
で
判
ら
ぬ
が 、
高
裁
に
現
存
す
る
原
本

と
し
て
は、
「
明
治
十
六
年
第
千
八
百
七
十
八
号、

年
第
七
十二
号、
裁
決
書」
の
二つ
が
あ
れ 。
こ
の
二つ
は
何
れ
も
「
宮
世
話
役
附
箱

裁
判
言
渡
案」
及
び
「
明
治
十
六

不
渡」
につ
い
て
の
も
の
で
あっ
て、
「
地
券一証
取
戻」
に
関
す
る
も
の
は
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ

た 。
次
に
掲
げ
る
「
明
治
十
六
年
第
千
八
百
七
十
八
号、
裁
判号一口
渡

案」
の
文
中
に、
第
千
八
百
七
十
九
号
地
券
証
取
戻ノ
控
訴
云々
と
あ
る
か
ら 、
別
に

こ
の
第
千
八
百
七
十
九
号
が
あ
る
は
ず
と
思
い 、
何
度
も
探
索し
た
の
だ
が 、
遂
に
そ

の
現
物は
見
当
ら
な
か
っ

た。

如
何
な
る
事
情で
こ
れ
が
欠
けて
い
る
の
か
判
ら
ぬ
が 、
次
に
掲
げ
る
第
千
八
百
七

十
八
号
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に、
両
件
は
元
来 、
同一
の
も
の
な
の
で、
第
千
八
百
七

(一8)

十
九
号
が
な
くて
も 、
当
面
は
考
察
に
差
支
え
る
こ
と
は
な
い 。
(
写
真
C
ロ
参
照)

と
に
か
く 、
い
わ
ば
判
決
主
文
に
当
る
「
第
千
八
百
七
十
八
号、
裁
判
言
渡
案」
の

全
文
を
掲
げ
て
お
く 。

明
治
十
六
年
第
千
八
百
七
十
八
号

所
長
代
⑮
副
判
事
⑫
主
判
事
⑫

裁
JHHリ半十
一
日

渡
案

滋
賀
県
近
江
国
滋
賀
郡
北
小
松
村
平
民
勝
見
八
左ヱ
門
代
人

岡
県
高
島
郡
勝
野
村
寄
留

熊
本
県
土
族

原
告

金
子
光
人

岡
県
同
国
滋
賀
郡
北
小
松
村
平
民
松
井
武
右ヱ
門
代
人

岡
県
同
郡
同
村
平
民

被
告

松
井
卯
七

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
直

同
県
同
郡
同
村
平
民
万
木
伝
兵
衛
代
人

同
村
平
氏

被
告

西
島
斉
兵
衛

宮
世
話
役
附
箱
不
渡ノ
控
訴
審
理
ヲ
遂ル
処
本
案
樹
下
神
社
宮
世
話
役一一
附
属ル

帳
簿
保
存ノ
箱ノ一
件ハ
本
日
裁
判
言
渡シ
タ
ル
明
治
十
六
年
第
千
八
百
七
十
九

ロザ
地
券
証
取 一民ノ
控
訴ト
事
異
ナ
リ
ト

雄モ
争フ
所ノ
旨
趣ハ
同シ
キ
ヲ
以
テ
原

告ノ
訴
旨
相
立
タ
ス
到
底
始
審
裁
判ノ
通
相
心
得
訴
訟
入
費ハ
原
告ノ
負
担
タ
ル

可シ
明
治
十
七
年
四
月
廿
九
日
大
阪
控
訴
裁
判
所

主
任
判
事
大
園
孝
賛

判
事
土
居

徹

書
記
社
越
重
次
郎

こ
れ
で
み
る
と、
控
訴
審で
は
原
告
と
被
告
が
入
れ
替っ
て
い
る。
そ
し
て
被
告

(
村
方)
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
代
人
(
代
言
人
?)

を
た
て
て
は
い
る
が 、
こ
の
代
人は

北
小
松
村
の
同
じ

村
民
で、
ど
う
や
な
形
式的
で
あ
る
か
に
み
え
る
の
に、
原
告
(
座

方)
は
専
門的
な
代
言
人
と
み
ら
れ
る
金
子
光
人
を
お
い
て、
万
全
を
期
し
て
い
る
か

に
思
わ
れ
る。
但
し 、
次の
「
裁
決
書」
で
は、
被
告は
第一
審
と
同
じ
代
言
人の
中

山
勘
三
を
お
い
て
い
る
か
ら 、
こ
の
見
方
は
う
が
ち
過
ぎ
か
も
し
れ
ぬ
ll

原
告は、

「
裁
決
書」
で
は
別
の
代
言
人 、
渡
辺
繁
八
に
なっ
て
い
る。
な
お 、
原
告
(
第一
審

の
被
告
で
座
方)
は
第一
審の
代一言
人
は
松
官
嘉
七
で
あっ
て、
要
す
る
に、
そ
の
た

び
に
何
度
も
代
言
人
を
替
え
て
い
る
か
ら 、
こ
の
裁
判の
成
行
で
如
何
に
苦
窮
に
立つ

て
い
る
か 、が 、
こ
れ
で
窺
え
る
わ
け
だ。
そ
の
他
に 、
特
に
注
目
すべ
き
点は
ない 。

か
くて
問
題
な
の
は
次
の
「
明
治
十
六
年
第
七
十二
号、
裁
決
書」
で
あ
る。

一一一
一



宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

こ
の
「
裁
決
書」
は、
こ
の
場
合 、
い
わ
ば
判
決
理
由
に
当
る
と
み
て
よ
い
が 、

や
長
文で
字
句
文
章の
表
現
が
わ
か
り
に
くい
の
で、
前
に
触
れ
た
第一
審の
「
裁
判

案」
の
場
合の
よ
う
に、
要
約
し
て
示
すこ
と
に
す
る。
(
本
文は、
写
真C
日・
日

参
照)宮

世
話
役
附
箱
不
渡の
予
審
判
決
を
不
服
と
し
た
控
訴
につ
い
て
審
理
を
す
す
め
て

き
た
が 、
こ
こ
に
左
の
如
く

裁
決
を
下
す
も
の
で
あ
る。

原
告は、
明
治
十
年
太
政
官
第
四
十
三
号
布
告
及
び
明
治
十
四
年
内
務
省
乙
第
三
十

三
号
達
を
引
用
し 、
樹
下
神
社の
社
務
を
弁
理
し
そ
の
附
属
物
件
を
管
理
し
て
き
た

自
分
ら
を
さ
し
お
い
て、
別
に
被
告が
官
世
話
役
に
選
ば
れ
た
手
続
及
び
こ
の
裁
判

の
起
訴
手
続
が
不
当
だ
と
し
て、
い
ろ
い
ろ
答
弁
申
立
を
行っ
た
が 、
こ
れ
は
次
の

よ
う
な
諸
理
由
か
ら
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い 。

)
 
1i

 

(
 
被
告が
第
十
六
号
証
言
で
示
し
た、
明
治
九
年
十
月
廿一
日
付
滋
賀
県
令ノ
達

「
近
江
国
県
郷
村
社
別
冊」
に
よ
れ
ば 、
樹
下
神
社
は
北
小
松
村
鎮
守の
村
社
で

あっ
て、
氏
子
た
る
北
小
松
村
人
民
が
氏
神
と
し
て
尊
崇
す
る
も
の
で
あ
る。
従

っ
て、
社
務
遂
行
上
の
必
要
諸
帳
簿
を
蔵
置
す
る
宮
世
話
附
箱
を
管
理
す
る
宮
世

話
役
が
委
任
さ
れ
な
くて
は
な
ら
ぬ
が 、
こ
れ
は
明
治
十
五
年
八
月
十
日
に
村
惣

代
が
被
告
(
松
井
武
右ヱ
門)
に
その
役
を
委
任
し
た
と
第一
号
証
言
で
述べ
て

お
り 、

選
出
手
続は
別
に
不
当
で
は
ない 。

(2) 

被
告は
第二
号
証
言
で、
明
治
十
五
年
七
月
廿
八
日
に
藤
野
松
兵
兵
衛 、
伊
藤

治
左ヱ
門、
藤
野
市
郎
右ヱ
門
及
び
原
告
(
勝
見
八
左ヱ
門、
他
に
福
島
源
左ヱ

門)
に
対
し 、
宮
世
話
役
附
箱
を
引
渡
す
よ
う
願い
出
た
と
し
て
い
る。
そ
し
て

同
じ
く
第
四
号
証
言
に
よ
れ
ば 、
八
月
十
日
に
は
右の
藤
野
松
兵
衛 、
伊
藤
治
左

ヱ
門、
藤
野
市
郎
左ヱ
門
は
こ
の
請
求
申
出
に
応
ず
るべ
き
だ
と
し
た
の
だ
が 、

四

や

原
告
ら
は
こ
れ
を
拒
否
し
続
け
た 。
従づ
て、
被
告
が
該
箱の
不
渡
を
原
告
ど
も

を
相
手
どっ
て
起
訴
し
た
の
は
当
然
で
あっ
て、
起
訴
手
続
に
不
当
な
こ
と
は
な

L、。
(3) 
其
他 、
原
告は、
被
告が
行っ
た
第
十
四
号
以
下の
諸
証
言
は
起
訴
後
に
お
こ

っ
た
こ
と
を
述べ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
無
効で
あ
る 、
と
陳
弁
し
て
い
る
が 、
こ

れ
ら
は
先の
第一
号
証
言
を
儲
か
め
る
に
足
る
も
の
で
あっ
て、
決
し
て
無
効
で

土
工
、o

buナJ
、uu

仏)
さ
ら
に、
明
治
十
年
太
政
官
第
四
十
三
号
布
告
及
び
明
治
十
四
年
内
務
省
乙
第

三
十
三
号
達は
社
寺の
た
め
全
殻
を
借
入
れ
た
り 、

社
寺
総
代
を
選
ぶ
場
合に
適

用
さ
るべ
き
も
の
で 、
単
に
宮
世
話
役
や
そ
の
話
方
を
委
任
す
る
場
合
に
は
適
用

で
き
ぬ
か
ら 、こ
れ
を
引
用
す
る
原
告の
申
立
は
認
め
ら
れ
な
い 。

右
の
諸
理
由
か
ら
して、
原
告は
始
審
裁
判の
通
り
相
心
得 、
本
案
件
につ
い
て

の
異
議
申
立
を
な
す
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ぬ 。

なお、
本
案
件
にお
い
て
緊
要で
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
細
か
な
申
立
につ
い
て
は、

一
々
裁
定は
し
ない 。
ま
た、
訴
訟
費
用
は
原
告
が
負
担
すべ
し 。

右
の
「
裁
沢
書」
要
約
で
わ
か
る
よ
う
に、
こ
の
控
訴
審で
の
原
告
(
座
方)
の
主

張
は、
先の
第一
審の
「
裁
判
案」
で
み
ら
れ
た
主
張
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る。
そ
し

て、
こ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
見
解は、
第一
審
と
第二
審で
は
論
拠
と
す
る
事
実
や

証
言の
と
り
あ
げ
方
及
び
論
述
展
開
に
若
干の
ズ
レ
や
深
浅
が
あ
る
に
し
て
も 、
基
本

こ
の
「
裁
決
書」
に
お
け
る
大
阪
控
裁
の
見
解

を、
先の
「
裁
判
案」
に
お
け
る
大
津
始
裁の
見
解
と
比
較
し
な
が
ら 、
少
し
く
検
討

的
に
は
同
様
で
あ
る 。
と
も
か
く 、

し
て
み
よ
う。

ま
ず 、
宮
世
話
役
選
出
手
続の
正
当
性
につ
い
て
は、
第一
昨春で
は、
座
方
が
樹
下



神
社
を
私
物
視
す
る
点の
誤
り
を
鋭
くっ
き 、
こ
れ
が
公
有
で
あ
り 、

そ
し
て
宮
世
話

役
も
公
選
で
あ
る
こ
と
を、
村
惣
代
や
若
干の
村
民の
証
言
に
よ
っ
て
認
め 、
他
方こ

の
証
言
に
党
派的
偏
り
あ
り
と
して、

選
出
手
続の
不
当
性
を
申
立
て
る
座
方の
主
張

は一
切
認
め
ら
れ
な
かっ
た。
こ
の
点
につ
い
て
第
三
審
で
は 、
座
方の
神
社
私
物
視

に
は
も
う
触
れ
て
い
な
い
が 、
こ
れ
が
氏
神
た
る
村
社
で
あ
る
所
以
を
b
十
U
Lv
b小

い
て
強
調
し 、
社
務に
た
ず
さ
わ
る
宮
世
話
役
が
公
的
に
委
任
さ
れ
た
と
い
う
見
解

を、
村
方の
証
言
を
と
り

あ
げ
た
事
実
認
定
に
よ
っ
て
行っ
て
い
る。
そ
し
て、
座
方

の
か
ね
て
か
ら
の
主
張は、
こ
こ
で
も一
切
認め
て
い
ない 。
こ
の
よ
う
に
第二
審
は

第一
審
よ
り
も 、
い
さ
さ
か
キ
メ
が
細
か
く
なっ
て
い
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
が 、
神
社

が
公
有
公
物
た
る
こ
と
を
法
令
に
依
拠
し
て
強
調
し
た
点が
注
目
さ
れ
る。
こ
れ
は
先

に
も
述べ
た
が、
こ
の
時
期の
明
治
政
府の
国
家
神
道的
神
社
政
策
に
沿っ
た
裁
判
所

う 17 の。) 見
解
ヵ:

第
審
で
は:

よ
り
具
体的
につ
よ
く
打
出
さ
れ
た
と
み
て
も
よ
か
ろ

次
に
起
訴
手
続の
正
当
性
に
つ
い
て
は、
第一
審で
は、
座
方の
明
治
十
年
太
政
官

第
四
十
三
号
布
告
及
び
明
治
十
四
年
内
務
省
乙
第
三
十
三
号
達の
引
用
が
不
適
で
あ
る

こ
と、
及
び
十
二
座の
う
ち
で
も
該
箱
を
現
に
所
有
し
て
引
渡
拒
否
を
な
す
二
名
が
起

訴
さ
れ
る
の
は
至
当
な
こ
と、
こ
の
二
点
で
村
方の
正
当
性
の
み
が
専
ら
認
め
ら
れ
た

の
で
あっ
た 。
こ
の
点
につ
い
て
第二
審
で
は、
前
記二
法
令
の
引
用
不
適
が
重
ね
て

指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に、
十
二
座
に
対
し
て
具
体的
に
ど
ん
な
形
で、
いつ
該
箱
引
渡

が
請
求
さ
れ 、
そ
れ
が
如
何
な
る
経
緯
で
二
名
に
限
ら
れ
た
起
訴
に
立
ち
至っ
た
か

を、
村
方の
証
言
を
も
と
に
認
め
る
と
い
う
こ
と
で 、
起
訴
手
続の
正
当
性
を
裁
定
し

て
い
る。
つ
ま
り 、
こ
の
場
合
も
当
然
な
が
ら 、
第一
審
よ
り
も
第二
審
は、
多
少
恥

メ
細
か
な
事
実
認
定
を
し
た
こ
と
に
な
る
が 、
座
方の
主
張
は
こ
こ
で
も
全
く
認
め
て

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

、
:、o

luw
チん
BV

そ
し
て、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は、
座
方
に
お
い
て
は
起
訴
に
至
る
ま
で
に、
転

向
派
と
強
硬
派
と
い
っ

た一
種の
仲
間
割
れ
が
あっ
た
と
い
う
事
実で
あ
る。
こ
れ
が

結
局は、
裁
判の
そ
の
後の
成
り
行
き
を
左
右
す
る
きっ
か
け
と
も
なっ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か 、
と
私
に
は
思
わ
れ
る。
十一一
座の
結
束
が
頑
と
し
て
強
固
で
あっ
た
の
な

ら 、
お
そ
ら
く一
審・
二
審
を
通
じ
て
の
完
敗
と
い
う
か
か
る
惨め
な
結
果
と
は、
多

少
と
も
異
る
もの
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
かっ
た
ろ
う
か 。
転
向
派
と
強
硬
派
の
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方 、
価
値
観 、
利
害
関
係 、
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
村
方
の
出
方
な
ど

分
析
さ
るべ
き
事
柄
が
い
ろい
ろ
あ
る
が 、
今
日
の
時
点
で
は、
当
面
そ
う
し
た
資
料

は
皆
無
に
等
し
い 。
こ
う
し
た
問
題
に
関
し
て、
み
だ
り

に
云々
す
る
の
は
不
穏
当
な

の
で、
問
題の
指
摘
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
し
か
な
い 。
た
だ、
仲
間
割
れ
の
事
実
が

あっ
た
と
い
う口
承
は、
断
片的
なこ
と
を
今
日
で
も
若
干は
耳
に
し
た。
従っ
て、

たっ
ぷ
り

時
聞
を
か
けて、
もっ
と
こ
れ
ら
を
蒐
集で
き
れ
ば 、
か
か
る
問
題
に
も
少

し
は
ア
プ
ロ
ー
チ
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
当
面は
難
か
し
い
し 、
ま
た
無
理
で
あ

〈印)》hv 。と
こ
ろ
で
先
に
予
告
し
て
お
い
た
よ
う
に、
最
後
に、
当
時の
十二
座の
メ
ン
バ
ー

が
誰々
で
あっ
た
か
を
ま
と
め
な
くて
は
な
ら
な
い 。
前
稿で
は
不
十
分
な
聴
取
資
料

か
ら 、
伊
藤
民
部
(
現
当
主
は
晋) 、
伊
藤
吉
兵
衛 、
伊
藤
斉
兵
衛
(
音士口) 、
川
端
彦

兵
衛
(
彦
三
郎) 、
藤
野
茂
衛
門、
勝
田
善
蔵
(
善
蔵) 、
勝
見
善
助
(
武
次)
の
七
家

を
あ
げ 、
他
の
五
家
は
不
詳
と
し
て
お
い
た
の
だ
が 、
そ
の
後
に
本
稿
で
こ
れ
ま
で
み

た
諸
資
料
か
ら
す
る
と、
若
干の
訂
正
が
必
要
で
あ
る。
右
の
七
家の
う
ち
で、
伊
藤

民
部は
古
く
か
らの
神
職
家
(
民
部は

!|j鎌
倉
初
期
に
伊
豆
伊
東
か
らこ
の
地
に
移

っ
て
神
社
を
建
立
し
た
と
社
伝
に
あ
る
ーーl

初
代
の
伊
藤
民
部
守
祐
治
の
直
系
を
示
す

五



官座の
社
会人
類学的調
査
E

家
号)
で、
当
時の
家
長
た
る
宮
司
は
伊
藤
友
長
だ
か
ら 、
訂
正
し
な
く
て
よ
い 。
伊

藤
吉
兵
衛は
民
部
家の
古い
分
家
で
座
員で
あっ
た
こ
と
は
口
承
で
は
確
実
で、
且 、

前
稿で
示
し
た
明
治
十
四
年の
宮
座
記
録
(
前
稿の
写
真
A
日
参
照)
に
そ
の
名
が
み

え
る
か
ら
訂
正
し
な
くて
よ
い
が 、
今
は
絶
家。
伊
藤
斉
兵
衛
(
音
吉)
も
民
部の
分

家
だ
が 、
口
承
で
の
確
実
さ
は、
吉
兵
衛
よ
り
も
少い
の
で、
保
留
し
た
方
が
よ
か
ろ

ぅ 。
こ
れ
よ
り
も 、
前
掲の
二
審
「
裁
決
書」
に
その
名が
み
え
る
伊
藤
治
左
衛
門

〔
賢
治)
は、
座
員た
る
こ
と
が
疑
う
余
地
が
ない
か
ら 、
入
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ。

川
端
彦
兵
衛
(
彦三
郎)
は、
裁
判
資
料
に
は
名
は
出て
い
な
い
が 、
口
承
で
は
座
員

た
る
こ
と
が
確
実
と
さ
れ
て
お
り 、

且 、
前
述の
前
稿で
の
明
治
十
四
年の
宮
座
記
録

(
前
稿の
写
真A
日
参
照)
に
その
名が
み
え
る
か
ら 、
訂
正ぜ
ず
と
も
よ
い 。
藤
野

茂
衛
門は、
座
員で
あっ
た
と
い
う
口
承
が
あ
る
が、
す
で
に
絶
家
し
て
い
る
の
で一

応 、
保
留し
た
方
が
よ
か
ろ
う。
こ
れ
よ
り
も 、
藤
野
松
兵
衛
と
藤
野
市
郎エ
円
(
昭

一二)
が
前
掲
の
二
審
「
裁
決
書」
に
その
名
が
み
え
る
の
で、
入
れ
た
方
が
よ
か
ろ
う

が 、
前
者は
今は
絶
家
で
あ
る。
勝
田
善
蔵
(
善
蔵)
も口
承
で
は
座
員
だっ
た
と
い

う
が 、
一
応 、
保
留
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
l!

な
お 、
事
件
当
時は
善
蔵
で
な
く
善
之

車で
あ
り 、

現
当
主
も
善
蔵
で
な
く

英
成
と
訂
正。
勝
見
善
助
(
武
次)
は、
本
裁
判

の
主
役
た
る
勝
見
八
左ヱ
門の
家
(
前
稿の
善
助は
誤
り
で、
八
左ヱ
門
と
訂
正)

あ
る。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
(
在
3
参
照) 、
こ
れ
と
同一
家
系
と
見
な
さ
れ
る
勝
見

八
郎
右ヱ
門
(
正
俊)
も
座
員
に
入
れて
然
るべ
き
だ
ろ
う
が 、
一
応 、
保
留
し
て
お

こ
う。
そ
う
す
る
と、
前
稿で
掲
げ
た
座
員
名
以
外
で
本
稿で
の
裁
判
資
料
に
出て
く

る
も
の
と
し
て 、
更
に
福
島
源
左ヱ
門
(
卯
之
助)
を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い 。

以
上
を
整
理
す
る
と、
左
の
如
く
で
あ
る
(
明
治
六
年の
戸
籍
簿
参
照) 。

①
伊
藤

②
伊
藤

③
伊
藤

④ 
) 1 1  
端

⑤
藤
野

⑥
藤
野

⑦
勝
見

⑧
福
島

⑨
伊
藤

⑩
藤
野

⑪
勝
田

⑮
勝
見

(
氏

名

ム
ノ 、

(
生
業・
家
号)
(
明
治
十
五
年の
年
齢)
(
現
当
主)

友
長

士日丘(ヱ
治
左ヱ
門

彦
兵ヱ

松
兵ヱ

市
郎
右
衛
門

八
左ヱ
門

源
左ヱ
門

以
下
は
保
留

斉
兵ヱ

茂ヱ
門

善
之
亙

八
郎
右ヱ
門

神
職
及
び
農・
民
部

日
歳

晋

農
漁・士口
兵ヱ

60 

絶
家

農

39 

賢
、正当1 口

農・
彦
兵ヱ

41  

彦
郎

農

絶
家

? 

農・
市
右
衛
門

47 

昭

漁
農

47 

農・
源
太

39 

次
卯
之
助

jÊt 

農
(
明
治
十一
年
死
亡・
座
休
?)

三主
日

士日

漁

56 

絶
家)

旅
龍・
善
蔵

41 

英
成

農

正
俊

こ
れ
ら
の
他
に、
前
掲の
前
稿
に
お
け
る
明
治
十
四
年の
宮
座
記
録
に
そ
の
名
が
散

64 

で

る。

ま
た、
座
員で
あっ
た
ら
し
い
と
の
口
承
が
あ
る
も
の
と
し
て、
左
記
が
あ

見
し 、

⑬
木
原

⑪
木
原

⑮
勝
田

喜
郎

喜
平
治

崩
右ヱ
門

農

58 

浩
太
郎

性"
Eミ

62 

信

農・
舟
大
工

39 

回日
次

か
く
て 、
@ま
で
を
確
認
で
き
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
が 、
⑨
J

O
ま
で
の
う
ち
で、

ま
た
⑤
は

若
干
が
座
員
だっ
た
の
だ
ろ
う
||

但
し 、
⑤は
戸
籍
簿
で
確
認で
き やす 、

明
治
十一
年
死
亡
な
の
で、
座
筋の
家
で
あっ
た
と
し
て
も 、
事
件
当
時
は
座
休
と
考



え
ら
れ 、
こ
の
両
者
が
座
員で
あっ
た
確
率
は
や
や
低い 。
もっ
と
も
十二
座
と
は
云

つ
で
も 、
必
ず
し
も
十
二
名
(
十二
戸)
を
厳
守
し
た
と
は
限
ら
ぬ
と
も
思
わ
れ
る
か

ら 、
こ
れ
ら
の
すべ
て、
さ
ら
に
こ
れ
ら
以
外
で
も 、
こ
う
し
た
株
家
筋の
も
の
で
座

(日)

員
た
る
もの
が
あっ
た
か
も
し
れ
な
い 。

な
お 、
こ
れ
ら一
五
戸の
生
業
は
右
記
で
も
判
る
よ
う
に、
明
治
六
年の
戸
籍
に
よ

る
と 、
殆
ん
ど
が
農
業
で、
神
職
(
宮
司)
た
る
①
も
生
業
と
し
て
は
農、
そ
し
て
漁

業
(
紗
網)
を
兼
ね
る
もの
が
②
と
⑦
(
⑦は
漁
が
主) 、
漁
専
業
が
⑩ 、
舟
大
工
を

兼
ね
る
の
が
⑮ 、
旅
龍
専
業
が
⑪
と
なっ
て
い
る。
因
み
に
戸
数
二
O
七
の
北
小
松の

生
業
別
は、
専
農一
一
五 、
兼
農一
O 、
専
漁
二ニ 、
石
工一
五 、
鋳
工一 、
舟
運

六 、
旅
龍
六 、
舟
大
工
四、
酒
造一 、
木
挽一 、
桶
商一 、
僧
と
教
員
六 、
雑
二
八
で

あ
る。
そ
し
て、
上
記の
家
につ
い
て
当
時の
田
地
山
林
所
有
を
ひ
と
わ
た
り

調べ
て

み
る
と 、
少
くて
田
五
J

六
反 、
最
高
が
二
町
七
反
(
③) 、
多い
と
こ
ろ
で一
町

ーコ一
反
と
いっ
た
程
度 、
山
林は
半
数
が
所
有
し
な
い
が 、
一
四
1

五
町
(
②
と
⑧)

か
ら
二
J一二

町
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
|l

戸
別の
数
字は
省
略 。
こ
れ
は
当
時の
北

小
松の
経
済
階
層
と
し
て
は、
中
か
ら
上
だ
が 、
ま
ず
大
部
分
が
中
層
と
み
て
よ
か
ろ

ぅ 。
北
小
松
自
体が
経
済的
な
格
差
が
少
く 、
傑
出
し
た
上
層
や
貧
し
い
下
層
が
殆
ん

ど
ない
よ
う
だ
か
ら 、
十二
座の
家々
に
経
済的
に
裏
打
ち
さ
れ
た
特
権
は
別
に
ない

わ
け
だ。

株
座で
あっ
て
も 、
一
般
に、
宮
座の
成
立
基
盤の一
つ
は
こ
う
し
た
経
済的
平
等

性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が 、

十
二
座々
株の
特
権
(
成
員

性 、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ〉
の
由
来
は、
注
目
で
も
触
れ
た
如
く 、
専
ら
血
統
的
な
家
系

の
純
粋
さ
を
誇
る
「
家
格」
に
あ
る
よ
う
だ。

い
ず
れ
に
し
ろ 、

そ
れ
は、
こ
の
地へ
の
移
住
開
発
に

つ
な
が
る
も
の
の
よ
う
で、
前
述
し
た、
い
わ
ゆ
る
近
江
源
氏
末
流
佐々
木一
族
(
川

宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

端
氏)
や
社
伝に
云
う

伊
藤
氏
(
神
職
家
系)
な
ど
を
中
心
と
す
る
伝
承
に、

ペ〉

の

根
拠
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
前
掲の
天
正
五
年
(一
五
七
七)
「
佐々
木
末
流 、
川

端
彦
太
郎
常
信
日
誌」
と
い
う

写
本
に
は、
佐々
木
川
端
氏
血
脈
次
第
と
表
記
し
た一

族
家
系
図
が
あ
り 、

そ
れ
に
よ
る
と 、
遠
く
寛
仁
期
(一
O一
七)
に、
五
十
九
代
字

多
天
皇の
流
れ
を
く
む
佐々
木
成
頼
が
近
江
に
居
を
定め 、
そ
の
後 、
永
禄
期
(一
五

五
八)
に
川
端
左
近
太
夫
輝
綱
に
至っ
て
始
め
て
川
端
姓
を
名
乗っ
た
と
さ
れ
て
お
り 、

彦
太
郎
常
信
は
その
嫡
男で、
こ
の
者
が
比
良
小
松の
地
に
愛
宕の
屋形
を
勧
清
し
た

の
が
神
社の
起
り

だ
と
さ
れ
て
い
る。
そ
の
後 、
比
叡
山
延
磨
寺
山
門
衆
と
の
角
逐
を

経て、
小
松
十
禅
師
社
と
な
り 、
こ
れ
に
八
幡・
白
髭・
多
賀
な
ど
幾つ
か
の
小
未
社

を
包
括
し
た
もの
が 、
や
が
て
樹
下
神
社
に
な
る
わ
け
だ
が 、
別
の
社
伝
に
云
う
と
こ
ろ

の
伊
豆
伊
東
か
らの
来
住
者 、
伊
藤
民
部
守
祐
治
に
よ
る
社の
建
立
(
寛
喜
二
年 、

一一一一一
O)
と
の
ズ
レ
な
ど 、
両
者の
関
係
は
全
く

不
詳
で
あ
る。
こ
う
し
た
史的
考
証

は
私の
専
門
外で、
ど
う

分
析
し
た
ら
よ
い
か
判
ら
ぬ
が 、
と
も
か
く
も 、
こ
れ
らの

も
の
が
複
合
し
あっ
て
神
社
が
で
き
た
と
す
れ
ば 、
中
世
未
?

近
世
初
期の
北
小
松
村

落の
形
成
に、
在
郷
武士
諸
族
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
疑
い
な
い
し 、

宮
座
(
十二
座)
の
生
成
に
こ
れ
が
直
接
結
びつ
い
て
い
る
こ
と
も
否
定で
き
ま
い 。

注
(1)
今
回の
調
査
は
本
年
(一
九
七二)
七
月
上
J

中
旬
及び
八
月
中
旬の
二
回
実
施
し
た

が 、
裁
判の
実
際
知
識に
暗い
私に 、
適
切
な
御
助
言
を
明
治
大
学
法
学
部の
江
守五
夫
教

授
か
ら
頂
戴
し 、
深
く
感
謝し
て
い
る 。
大
津
地
裁
民
事
訟
廷
事
務
室の
大
角
正
夫
氏 、
岡
田

守
氏 、
小
森
茂
男
氏 、
大
阪
高
裁
民
事
訟
廷
部の
杉
原
圭
三
氏に
は
御
多
用の
とこ
ろ
を
親

切
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申上
げ
た
い 。
ま
た
樹
下
神
社の
伊
藤
普
宮
司
に
は 、

現
地で一
方
な
ら
ぬ
御
厄
介に
なっ
た。
あ
ら
た
め
て
感
謝
する
次
第で
あ
る 。

(2)
裁
判
書
原
本
以
外の
裁
判
記
録の
保
存
期
間
は 、
通
常の
場
合 、
最
長で
十
五
年
だ
か

ら 、
こ
の
事
件の
場
合
な
ど
は 、
も
ち
ろ
ん
療
棄
済で
あ
る 。
こ
の
事
件
当
時
は
わ
が
国の

七



宮
座
の

社
会
人
類
学
的
調
査
直

裁
判
制
度が
未
発
達で
制
度
化
も
不
十
分で
あっ
た
か
ら 、
現
今と
は
何か
と
相
違
する
点

が
多
く 、

原
本
以
外に
も
何
ら
かの
記
録
類が
ある
か
と
も
思
わ
れ
た
が 、
や
は
り

そ
うし

た
も
の
は
特に
見
当
ら
な
かっ
た 。

し
か
し
本
文で
検
討
す
る
前
記の
書
類は 、

い
わ
ば
原

本
に
相
当
す
る
が、
その
形
式・
内
容に
窺
わ
れ
る
如
く、

現
今と
か
な
り
異
り 、

分
析
対

象
と
し
て
は
興
味
深い
もの
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う 。

(3)
明
治
六
年
(一
六
七一二)
の
戸
籍に
よ
る
と 、
勝
見八
郎
右エ
門
(こ
の
時日
才)
と

勝
見
入
左エ
門
(お
才)
の
両
家
が
ある
が 、
前
者
が
勝
見八
郎
兵
衛の
直
系 、
後
者が
傍

系
と
み
ら
れ
る 。

そ
し
て 、
生
業
は
前
者
が
農、
後
者
が
紗
漁で
あ
る 。
十
二
座
と

言っ
て

も 、
必
ず
し
も
十二
戸に
限
定し
た
け
わで
は
な
か
ろ
う
か
ら 、
両
家(
本
分
家)
は
同一
座

株の
家
筋
と

見
な
さ
れ
て
い
た
もの
と
思
わ
れ
る 。
前
述の
明
治
十
五
年
「
訴
状
受
付
録」

の
第二
百
五
十
号
「
地
券
証
取
戻」
の
被
告
欄に 、
勝
見八
郎
右エ
門とい
う
記
入
が
あ
る

が、

こ
れ
は
八
左エ
門の
誤
記と
思
わ
れ
る 。
こ
れ
か
ら
み
て
も
両
家
が
同一
座
株の
家
と

し
て、
同一
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

(
4)
株
座に
も
い
く
つ

か
の
型
が
あ
る
よ
うで 、
北
小
松の
十
二
座が
ど
の
よ
う
な
型
に
入

る
の
か 、
と
い
うこ
と
は 、
い
ず
れ
宮
座一
般に
か
か
わ
る
w
株
座と
は
何
かM
と
い
う
問

題
を
論
ず
る

折
に

考
え
て
み
た
い。
当
面
言
え
る
こ
と
は 、

少
く
と
も
株
座
は
単
な
る
私
的

団
体で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ 。
そ
うで
な
け
れ
ば、
当
家
制
や
年
令
階
梯日
長
老
制
な
ど

の
公
平・
平
等の
原
則 、
か
確
立
し
得
え
ない
と
思
わ
れ
る
か
らで
あ
る
li
北
小
松の
十
二

座
に
も
こ
れ
ら
の
制
度
・

原
則
は 、

も
と
よ
り

存
在
す
る 。

(
前
稿
参
照)

株
座
成
立
の
契

機
が
如
何
な
る
もの
で

あっ
た
に
し
ろ、
株
座
は

当
初
か
ら
そ
の
本
質
に
か
な
りの
公
的
基

盤
を
お
い
て
い
た
で
あ
ろ
う 、
と
い
うの
が
私の
見
方で
あ
る 。
私が
か
つ

て、
宮
座
(
株

座)
の
本
質
をH
対
外
的に
不
平
等日
閉
鎖
的
だ
が
対
外
的
に
は
平
等日
開
放
的で
あるM
と

述べ
た
の
も 、
右の
見
方が
あ
るか
ら
で
あ
る 。
(「
宮
座
制
覚
書」 、「
民
族
学
か
ら
み
た
日

本」
一
九
七
O 、
河
出
書
房
新
社 、

所
収、
八
O
頁)
そ
し
て 、
株
座の
村
座
化
は 、
言
う

ま
で
も
な
く 、
こ
の
対
外
的
な
不
平
等U
閉
鎖
性の
枠
を
外
すこ
と
に
よっ
て 、
公
的
基
盤

を
よ
り一
層
拡
張
し
徹
底
さ
せ
た
の
で
あ
る、
と
い
う
ふ
うに

理
解
で

き
は
し
ま
い
か 。

北

小
松に
お
い
て 、
十
二
座
か
ら
長
者
町
(
当
番
町)
制
と
い
う
形で
の
村
座
化が 、
右の
脈

絡に
沿っ
て
ど
の
程
度 、

実
現
さ
れて
い
る
か
は
軍
要
な
問
題で 、
い
ず
れ
再
論
す
る
つ

も

りで
あ
る 。
な
お 、
こ
の
係
争
事
件
に
お
い
て 、
裁
判
所
が
宮
座
(
と
く
に

株
座
I1iこ

の

場
合の
十二
度)
に 、

もっ
と
十
分
な
認
識
と
理
解
を
もっ
て
く
れ
た
ら 、
と
い
う
の
は 、

む
し
ろ
求め
る
方
が
無
理
と
い
う
もの
で

あ
ろ
う 。
そ
れ
に
し
て
も 、
本
文
で

述
べ

た
よ
う

八

に 、
被
告が
帳
箱
を
μ
私
金で
作っ
た
私
物で
あ
るμ
と
申
立
て
た
こ
と
は 、
何
と
し
て
も

下
手
な
一言
訳
で、
こ
れで
は
私に
対
す
る
公
を
持
出
せ
ば、
容
易に
足
元
を
す
く
わ
れ
て
し

ま
う
か
らで
ある 。
実
際
に、
判
決は
そ
の
通
り
に
なっ
て
し
まっ
た
わ
け
だ 。
従っ
て 、

む
L
ろ
被
告は 、
自
分
た
ち
こ
そ
正
当な
宮
世
話
役で
あ
る
所
以
を 、
十
二
座の
公
的
性
格

を
説
明
し
て 、
検
討
すべ
きで
は
な
かっ
た
か 、

と

私に
は
思
わ
れ
る。

(5)
村
上
重
良
氏に
よ
る
と
国
家
神
道の
形
成
は
四
段
階に
分
れ
る 。

①
形
成
期 、

明
治
維

新
(一
八
六
八)
J

明
治二
0
年
代
初
頭
(一
八八
0
年
代
末) 、
②
教
義
的
完
成
期 、
帝
国

憲
法
発
布
(一
八
八
九)
!
日
露
戦
争
(一
九
O
五) 、
③
制
度
的
完
成
期 、
明
治三
0
年
代

末
(一
九
0
0
年
代
後
半)
J

昭
和
初
期
(一
九二一
0
年
代
初
頭)、
④フ
ァシ
ズ
ム
的
国
教

期 、
満
州
事
変
(一
九
三一)
J

太
平
洋
戦
争
敗
戦
(一
九
四
五) 。
そ
し
て 、
こ
の
係
争
事

件が
あっ
た
当
時の
①
につ
い
て
は 、
次の
如
き
特
色
を
指
摘し
て
い
る 。
近
代
天
皇制
国

家
成
立
期の
国
家
神
道で 、
維
新
当
初の
神
道
国
教
化
政
策は
国
民
教
化
政
策に
か
わ
り 、

明
治
十
年
代
に
は
だ
祭
犯
と
宗
教の
分
離に
よっ
て
国
家
神
道の
基
本
的
性
格が
さ
だ
まっ

た 。
こ
の
間
に 、
宮
中
祭
犯
が
確立
し 、
伊
勢
神
宮
を
木
宗と
す
る
全
神
社の
再
編
成
が
行

わ
れ
た。
こ
の

段
階で
の
国
家
神
道の
教
義
は
ふ
つ

う
大
教
と
よ
ば
れ、
天
皇
崇
拝
と
直
結

し
た
神
社
信
仰が
主
体で
あっ
た
が 、
内
容
は
な
お
流
動
的で
あっ
た 。
(
村
上
重
良
「
国

家
神
道」 、
岩
波
新
書 、
一
九
七
O 、
七
八
J

八
O
頁) o
な
お 、
傍
点は
筆
者 。
従っ
て 、

こ
の
明
治
中
期
に
か
か
る
頃
に
は 、
国
家
神
道の
性
格 、が一
応
き
まっ
て 、
そ
の
線に
沿っ

た
国
民
教
化
が
す
すめ
ら
れ 、
神
社
政
策
も
具
体
的に
動
き
出し
て
い
る 、
と
み
て
よ
い 。

こ
の
判
決の
主
意
や
判
決
理
由
(
次に
検
討
する
「
裁
判
案」)
の
中に 、
か
か
る
明
治
政

府の
政
策
意
図の
反
映
を 、
多
少な
り
と
も
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

(6)
北
小
松で
は 、
一
族
(
同一
氏
姓)
の
こ
と
をク
ル
ワ
と
称し 、
冠
婚
葬
祭を
は
じ
め

日
常
生
活で
の
結びつ
き
がつ
ょ
い
と一一一口
う 。
こ
の
点に
関
す
る
立
入っ
た
調
査が
し
て
な

い
が 、
先
に
も
触
れ
た
よ
うに 、
前
述の
湖
東・
甲
賀
郡
信
楽
町
朝
宮
や
同
じ
湖
西の
高
島

郡
深
清
水の
よ
う
に 、一
族
を
そ
れ
ぞ
れ
の

株と
し
て 、
諸
株の
連
合
か
ら
株
座が
成
立っ

て
い
る
形
態の
本
質は 、
こ
の

北
小
松
で

も
さ
し
て
異
る
と
は
思
わ
れ
な
い。

と
す
れ
ば
十

二
座
も、
そ
う
し
た
意
味で
は 、
諸
株の
代
表
的
な
家
柄の
家々
が
形
成
し
て
い
る
の
だ

か
ら 、
そ
れ
な
りの
公
的
な
性
格が
あ
る
と
い
うこ
と
も
言
え
る
わ
けで
あ
る 。

(
7)
大
阪
高
裁
民
事
訟
廷
部
に
よ
れ
ば、
明
治二
十
九
年
と
四
十
二
年に
火
災に
よっ
て

庁

舎
が
焼
け 、
こ
の
た
め
に
多
くの
裁
判
書
類が
焼
失
し
た
と
い
う。
従っ
て
こ
の
訴
訟
事
件

の
頃の
事
件
簿
も
焼
失
し
て
し
まっ
た
が、
去干に
も
明
治
七
年
頃か
らの
判
決
原
本
は

保
存



さ
れて
い
る 。
私が
係
官の
御
協
力で
探
索
し
た
原
本
綴
も 、
水
漬し
に
あっ
た
形
跡が
あ

っ
て
傷ん
で
は
い
る
が 、
丁
寧に
保
存さ
れ
て
あっ
た 。
な
お 、
控
訴
審で
和
解が
成
立
し

た
場
合は 、
和
解
調
書
は
五
十
年
間
保
存さ
れ
た
後に
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う 。
だ
か
ら
仮に

本
控
訴
審
が
和
解
成
立
し
た
と
し
た
な
ら 、
そ
の
調
書
は
既に
な
く
なっ
て
い
る
わ
け
だ
!

私
は
「
前
稿」
で
は 、
(
和
解
成
立
し)
訴
訟
取
下
げに
至っ
た
もの
と
思
わ
れ
る 、
と

し
て
い
た
の
だ
が 、
そ
れ
が
誤
りで
あっ
た
こ
と
は 、
先
に
本
文で
述べ
た
通
りで
あ
る 。

そ
し
て 、
控
訴
審
が
裁
判で
完
結し
た
場
合
は 、
原
本は
第一
審
原
本
が
地
裁に 、
第二
審

(
控
訴
審)
原
木
が
高
裁に 、
そ
れ
ぞ
れ
永
久
保
存さ
れ
る
の
で
ある 。
本
件の
場
合
は 、

正
し
くこ
れ
で
あっ
た
わ
けで
あ
る 。

(8)
写
真C
ロ
に
み
ら
れる
如
く 、
文
中の
第
千八
百
七
十
八
号の
八の
文
字
が
消
して
九

と-訂
正
さ
れ 、
且 、

μ
向一
ノ
事
件
ナレハμ
と
い
う
字
句
が
消
さ
れ 、
欄
外に
」事
異
ナ

リ
ト

輪開モ
争フ
所ハ
旨
趣ハ
同ジ
キ
ヲ
以
テμ
と
書
込
み
が
あっ
て 、
こ
の
部
分が
挿入
さ

れ
る
よ
うに
なっ
て
い
る 。
こ
れ
か
ら
察
す
る
と 、
あ
る
い
は 、
両
件
は
同一
の
もの
と
見

な
さ
れ 、
別
個の
裁
判
言
渡
案や
裁
決室田が
作
製さ
れ
な
かっ
たの
か
も
し
れ
な
い 。

(9)
明
治
初
期の
い
わ
ゆ
る
排
仏
鼓
釈の
運
動
な
ど
も 、
滋
賀
県
下に
は
全
国に
さ
きが
け

て
行
わ
れ
て
お
り 、
そ
う
し
た
流
れ
が
県
下の
神
社
再
編
成
を
もい
ち
早
く
達
成さ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る 。
明
治
九
年
滋
賀
県
令ノ
達
「
近
江
国
県
郷
村
社
別
冊」
は
か
か
る
成
果
と
み

ら
れ
る
が 、
こ
れ
を
被
告
(
村
方)
が
証
言で
引
用
し
た
の
は 、
正
に
図に
当っ
た
もの 、

と
言
うこ
と
がで
き
よ
う 。
滋
賀
県
下の
排
仏
段
釈
運
動につ
い
て
は 、
前
掲 、
村
上
重
良

「
国
家
神
道」
九
九
l一

O
O
頁
参
照 。

(叩)
こ
の
係
争
事
件の
裁
判
原
本
を
探
索
し
た
際 、
偶々

、
大
阪
高
裁に
お
い
て
「
明
治
十

四
年
第二
千三
百
三
十
八
号 、
社
有
地
券
面
訂
正
不
旨の
訴
訟 、
裁
決
書」
と
い
う一
原
本

を
みつ
け
た 。
こ
れ
は
北
小
松の
南
約
十
五
粁 、
滋
賀
郡
南
庄
村
(
現
在の
大
津
市
伊
香
立

t
町
南
圧)
の
融
神
社
(
祭
神は
第
五
十二
代
嵯
峨
天
皇の
皇
子
源
融
公)
に
お
い
て
当
時 、

宮
座
組
(
株
座で
七
十一
名)
と
平
座
組
(
座
外の
氏
子
で
三
十一
名)
が
座
方の
十
二
名

名
儀に
なっ
て
い
た
田
地
の
所
有
権
を
め
ぐっ
て
係
争し
た
事
件で 、
問
題の
背
景
や
事
件

の
個
人の
性
格が
北
小
松の
場
合に
類
似し
て
い
る 。
こ
の
事
件
も
大
津
始
審
裁
(
北
小
松

事
件よ
り一 、

二
年
早い
の
で
京
都
裁
判
所
大
津
支
庁で
あっ
た)
で
第一
審が
あ
り 、そ

こ
で
敗
訴
し
た
平
座
組
(い
わ
ば
村
方)
が
大
阪
控
訴
裁に
控
訴
し
て
い
る
よ
う
な
の
で 、

大
津
地
裁
(
当
時の
大
津
支
庁)
及び
京
都
地
裁で
第一
審の
原
本
を
探
し
た
が 、
う
ま
く

見
出せ
な
かっ
た 。
従っ
て 、
第一
審
か
らの
経
緯を
た
ど
る
こ
と
がで
き
ぬ
の
は
残
念
だ

宮座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

が、
北
小
松
事
件と
比
較
する
意
味で 、
こ
の
第二
審
原
本
に
窺
え
る
裁
判
事
情
を
少し
く

み
て
み
よ
う 。こ
れ
に
よ
る
と 、
係
争
さ
れ
た
団
地
山
林は
明
治八
年
(一
八
七
五)
の
地

租
改
正の
際 、
一
村
協
議の
上で
宮
座
組の
組
員
た
る
十二
名の
名
儀
を
附し
て
地
券
証が

出
さ
れ
たの
だ
が 、
そ
の
後 、
該
地の
所
有
権
を
め
ぐっ
て 、
こ
れ
を
個
人の
私
有
地
(
す

な
わ
ち
宮
座
組の
共
有
地
た
る 、
い
わ
ゆ
る
座
田
座
林)
だ
と
す
る
座
方
と 、
そ
れ
が
神
社

の
社
有
す
な
わ
ち
公
(
村)
有
地
だ
と
する
村
方
(
平
座
組)
と
が
対
立
抗
争し 、
裁
判に

及
ん
だ
もの
で
あ
る
よ
う
だ 。
双
方に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
分が
あ
る
わ
け
だ
が 、
申
立の
詳
細

は
略し 、
裁
判
所の
裁
決
と
その
理
由
を
整
理
し
て一万
す
と 、
次の
如
くで
ある 。

な
お 、
座
方の
代
一盲
人
は
北
小
松の
第一
審に
お
け
る
座
方
(
十二
座)
の
場
合
と
同
じ

松
宮
嘉
七で
ある 。

①
該
地
が
古
く
か
ら
宮
座
組の一
代
持
な
い
し
廻
り

作で
耕
作さ
れ
た
事
実か
ら 、
座
方

の
管
理
運
営
権
は
認め
得る
が 、
こ
れ
を
以っ
て
宮
座
組の
共
有地
だ
と
認
定
す
る
に
は

足
らぬ 。

②
該
地
が一元
禄
期
(一
六
人
入
J一

七
O一二)
の
名
寄
帳に
H

御
宮u
と
なっ
て
い
る
の

は 、
単
なる
名
儀
上
の
こ
と
で
は
な
く 、
そ
の
当
時 、
社
有地
た
るこ
と
を
公
認し
た
が

故に 、
そ
う
記
載さ
れ
た
と
み
るべ
きで
あ
る 。
ま
た 、
明
治
六
年
(一
八
七
三)
の
野

帳
(
かつ
て
の
名
寄
帳 、
あ
る
い
は
こ
の
後の
土
地
台
帳
に
当る)
に
個
人
名
儀と
なっ

て
い
て
も 、
地
祖
改
正の
諸
事
情か
ら
み
て 、
その
実
は
社
有
地
な
り
と
認め
れ
るべ
き

で
あ
る 。

@
文
化
年
間
(一
八
O
四
J一

七)
の
寺
社明
細
帳に
該
地
につ
い
て
記
載
が
な
い
か

ら 、
社
有で
は
ない
と
い
う
座
方の
主
張
は 、
当
時の
事
情が
不
明
なの
で
認め
ら
れ
な

、U④
寛
政 、
享
和
(一
七
八
九
J一

八
O一二)
よ
り

嘉、氷 、
万
延 、
明
治
十
年
頃
(一
八
四

入
J一

八
七
七)
ま
で
の
帳
簿に
は 、
い
ず
れ
も
w

御
宮
分u
と
か
N

官
持H
と
あ
っ

て 、
社
有
地
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
ある 。

⑤
さ
らに 、
明
治に
入っ
て
地
祖
貢
課の
際 、
該
地
に
は
各
個
私
有
地
よ
り
も
減
課さ
れ

た
事
実が
ある
の
で 、
や
は
り

社
有
地
と
認め
ざ
る
を
得
な
い 。

以
上
の
諸
理
由に
よっ
て 、
該
地
の
地
券
名
儀は
社
有
地
に
書
換
訂
正
さ
るべ
きで
あっ

て 、
座
方
は
村
方の
請
求に
応
ずべ
きで
あ
る 。

こ
れで
も
判る
よ
うに 、
か
な
り
キ
メ
細か
な
具
体
的
例
証
を
列
挙
して
裁
決
し
て
い
る

が、
要
する
に一
審で
敗
訴
し
た
村
方は 、
遂に
控
訴
審で
明
治
十五
年に
勝
訴で
き
た
わ

九



宮
座の
社
会
人
類
学
的
調
査
E

げで 、
こ
の
点 、
一
審と
二
審で
は
結
果が
逆
転し
て
い
る
か
ら 、
北
小
松の
場
合
と
は
違

うこ
と
に
な
る 。
但し 、
村
方が
結
果
的
に
勝
訴
し
た
と
い
う
点で
は 、
同
じで
あ
る 。
こ

れ
は
多
分 、
そ
れ
だ
け
南
庄で
は
株
座の
勢
力
がつ
よ
く
結
果
も
堅
かっ
た
か
ら
だ
ろ
う 。

ーl
事
実 、
人
数
か
ら一去っ
て
も
南
庄で
は
座
方
が
村
方の
倍
近
く
も
あ
り

株
座
と
は
言い

な
が
ら 、
村の
大
半
を
制
する
力
を
お
のず
か
ら
もっ
て
い
た
わ
け
だ 。
こ
れ
に
抗
し
て
村

方が
勝
利
を
う
る
た
め
に
は 、
座
方
以
上の
結
束
を
もっ
と
同
時に 、
ど
う
し
て
も
裁
判と

い
う
公
的
な
第三
者の
力
を二
度
ま
で
も
借
り
る
必
要が
あっ
た
の
だ
ろ
う 。
こ
れ
に
較べ

北
小
松で
は 、
座
方
は
株
座と
は
言っ
て
も 、
そ
も
そ
も
十二
座
(
十二
名)
で
数
的に
劣

勢で
あ
り 、

且 、
当
初か
ら
仲
間
割
れ
が
あっ
て
結
束が
弱
く 、
裁
判に
及
ば
ず
と
も 、
い

ず
れは
村
方の
前に
屈
す
る
こ
と
は 、
時の
勢
か
ら
して 、
眼
に
み
え
て
い
た
と
も
言
える

の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
な
お 、
こ
う
し
た
点
に
関
連し
て
い
え
ば 、
北
小
松で
は
原
告
被
告

が一、
二
の
特
定
当
事
者で
あ
る
の
に 、
南
庄で
は
双
方
が
数
十
名で
集
団
的に
争
わ
れて

い
る
こ
と
も
甚
だ
対
照
的で
あ
る 。

こ
の
南
圧の
事
例は 、
地
券
証を
直
接 、
問
題に
し
てい
る
だ
けに 、
北
小
松で
欠
けて

い
た
控
訴
審で
の
「
地
券
証
取
戻」
の
原
本の
こ
と
を
考
え
る
場
合に
も 、
何
等か
の
参
考

に
な
る
わ
けで 、
貴
重
な
事
例
だ
と
言っ
て
よ
か
ろ
う 。

な
お 、
現
在
も
こ
の
南
庄
(
旧
伊
香
立
村)
の
融
神
社に
は 、
こ
の
当
時の
宮
座
組・
平

座
組
の
違
い
は 、

多
少
の
修
正
が
な
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り 、

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
持
続
さ
れ

て
い
る 。
即
ち 、
旧
宮
座
組は
宮
衆と
称し 、
八一
戸で
構
成
さ
れ 、
旧
来の
組
織
を
維
持

し
て 、
祭
儀
を
特
権
的に
管
理
運
営し
て
い
る 。
旧
平
座
組は
村
議
と
称
し 、
七
九
戸で
組

織し 、
祭
具に
は
参
加
す
る
が 、
座の
行
事
儀
礼に
は
全
く
関
与で
き
ない 。
氏
子
総
代の

割
り

ふ
り
も
各々
の
戸
数が
ほ
ぼ
同
数で
あ
る
の
に 、
守口
衆か
ら
四
名 、
村
講か
ら
二
名と

差
別
が
あ
る
。

か
く
て
南
庄
で
は
株
座
は
事
件
後
も
現
在
ま
で
ず
っ
と
存
続
し 、

一

面
で
村

議が
併
存
す
る
と
い
う
形
の 、
ご
く
わ
ずか
の
村
座
化
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
ない。
つ

ま
り

係
争
事
件の
影
響は
大
し
て
な
かっ
た
わ
けで
あ
る 。

(日)
先
に
本
文で
少し
触
れ
た
が 、
大
正
五
年
(一
五
七
七)
の
宮
座々
組
図
(
写し)
に

は 、
社
殿
を
背に
し
て
その
す
ぐ
左
協に
神
主
伊
藤
と
あ
り 、
こ
れ
と
対
称
的に
右
協に
万

木 、
伊
藤と
向
き
あ
う
形で
左
手の
奥が
福
島 、
万
木に
向
き
あ
う

右
手の
奥が
神
主
神
田

と
なっ
て
い
る 。
真
中が
境
内で
中
央に
参
道が
記さ
れ 、
社
殿の
直
前
に
長
者
(
当
家の

こ
と)
と
書い
て
あ
る 。
左
手の
伊
藤
と
福
島
の
問に
は 、
伊
藤に
近い
方
か
ら 、
佐々

木 、

川
端 、

新
屋 、

大
宮 、

江
の
諸
氏
の
名
が
記
さ
れ 、

他
に
た
だ
諸
徒
(
モ
ロ
ト)

と
だ

四
O 

け
あっ
て
氏の
名
が
記さ
れ
ぬ
の
がコ一つ
ほ
ど
み
え
て
い
る 。
同
様に 、
右
手の
万
木
と
神

田の
聞
に
は
万
木に
近い
方
か
ら 、
勝
見 、
木
原 、
筒
井 、
藤
野の
諸
氏の
名
が
記
さ
れ 、

他に
諸
徒の
文
字がコ一つ
ほ
ど
並ん
で
い
る 。
(
左
図
参
照)

制型
』吋主、

札牌

八三
福
島

-p FJ立与

u斗'

干土長
者

ヱド
IL 

」‘ 'y 
神

神 主
田

手←

E望号詩

一
課

天
王
五
年丁巳二
月
十一
日一
回

中
川
左
京
大
夫
図
書
写

こ
れ
らの
文
字の
う
ち 、
神
主
神
田
は
姓
氏で
は
な
く 、
神
田
はシ
γ
デン
で 、
お
そ
ら

く
座
田
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か 。
ま
た
佐々
木・
川
端は
先に
も
触
れ
た
よ
う
に 、
佐々

木
氏は
近
江
源
氏の一
族で 、
川
端は
その
未
流
と
し
て 、
こ
の
よ
う
に
称し
て
い
た
もの

と
思
わ
れ
る 。
新
屋
及び
江
と
い
う
姓
氏
は
現
存
し
ない
が 、
江
は
後に
野口
に
改
姓
し
た

と
い
わ
れ 、
本
事
件
当
時の
野口
新
右エ
門・
日
才
(
現
当
主
は
新
内
ll

野口
姓
は
当
時

も
今
もこ
れ一
戸)
の
み
が 、
こ
れ
に
相
当し 、
座
員で
あっ
た
ら
し
い
と
の
口
承
も
あ

る 。
そ
の
他の
姓
氏
は
すべ
て
現
存し 、
そ
の
殆
ん
ど
は
本
文で
み
た
よ
う
に 、
前
記の
座

員
名
簿
(
①
J

③ 、
及
び
⑨
J

⑮)
に
出
て
く
る 。
出て
い
ない
の
は 、
万
木 、
大
宮 、
筒

井で
あ
る 。
万
木は
木
裁
判に
お
い
て 、
勝
見入
左エ
門
と
対
決
し
た
問
題の
万
木
伝
兵エ

(
当
時の
戸
長)
を
もっ一
族の
祖
先で
あ
り 、
し
か
も
座
組
図の
位
置か
ら
す
る
と 、
こ

の一
族の
ス
テイ
タ
ス
は
か
な
り

高い
よ
う
だ 。
因
みに 、
勝
見八
左エ
門の一
族の
祖
先

の
ス
テイ
タ
ス
も
か
な
り

高
く 、
彼
と
組ん
で
強
硬
派
と
なっ
た
福
島
源
左エ
門の
祖
先の

ス
テイ
タ
ス
も
相
当に
高い
もの
と
み
え
る 。
こ
う

み
て
く
る
と 、
万
木
氏一
族の
名
が
座



員
名
簿に
出て
こ
ぬ
の
は 、
も
し
か
す
る
と
徳
川
末
期
に 、
何
等か
の
事
情で
万
木
氏
が
座

株
か
ら
外
さ
れ 、
そ
う
し
た
因
縁が
まつ
わっ
て 、
明
治
初
年
か
ら
こ
の
事
件
当
時
に
か
け

て 、
万
木
伝
兵エ
と
十二
座
(
と
く
に
勝
見・
福
島
両
氏 、
と
り

わ
け
勝
見
八
左ヱ
門)
と

の
対
立
緊
張が
あっ
た
の
か
も
し
れ
ない 。
な
お 、
明
治
初
期の
戸
長は 、
こ
の
変
革
期の

行
政
機
構
未
端
た
る
村
落
当
事
者
と
し
て
多
忙
で
あ
る
と
共
に、

そ
の
権
限
も
責
任
も
重
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
(
福
島
正
夫
「
地
租
改
正
」

吉
川
弘

文

館、

昭
四
三、

一

O
O
一民
参

加川)、

そ
の
立
場
に
は
つ
よ
い
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

筒
井
氏
は
名
簿に
は
出て
こ
ない
が 、
こ
の
当
時の
筒
井
久
治
郎・
臼
才
(
現
当
主
は
清

三
郎)
が
筒
井
氏一
族の
代
表
格で
あ
る
か
ら
||

嘉
永
六
年(一
八
五
三)
の
祭
儀
記
録
に

は
官
惣
長
舎
四
名の
う
ち
に 、
筒
井
久
三
郎の
名が
み
え
る
|liこ

れ
に
も
座
員だっ
た
か

も
し
れ
ぬ
可
能
性が
幾
分
ある 。
名
簿に
出て
こ
ない
大
宮
氏につ
い
て
は 、
現
存の
氏
姓

な
の
だ 、が 、
幕
未か
らこ
の
当
時の
宮
座
記
録
に
は 、
そ
の
名が
み
え
ず 、
座
員だっ
た
ら

し
い
ロ
承
も
ない
の
で 、
可
能
性
は
ま
ず
な
か
ろ
う 。

逆に
名
簿に
は
出て
く
る
が 、
古い

座
組
図
に
その
名が
み
ら
れ
ぬ
氏
姓は 、
勝
田
だ
けで
ある 。
も
し
か
す
る
と 、
こ
の
勝
田

は 、
私が
先に
神
田
(シ
ン
デン)
と
し
た
もの 、
あ
る
い
は
新
屋
に
当
る
か
も
し
れ
な

い 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
天
正
期の
座
組
図
を
参
照し
て
の
考
察は
以
上
の
如
くで
あ
る
が 、

十一 、
二
の
氏
姓が
すで
に
こ
の
座
組
図
に
あ
る
の
で 、
H

十二
座μ
と
い
う
名
称の
由
来

も 、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
関
係が
あ
り
そ
う
だ 。
そ
し
て
ま
た 、
こ
れ
か
ら
す
る
と 、
十二

座
内
部に
は 、
古
く
は
かつ
て 、
座
員(
家)
の
聞に
そ
れ
相
応の
ス
テイ
タ
ス
の
違い
が
あ

っ
た
よ
うで 、
一
般に
株
座
と
よ Jば
れ
る
もの
に
は 、
こ
う
し
た
型
と 、
座
内で
の
ス
テイ

タ
ス
が
平
等
な
もの
との 、
二
つ
の
型
が
差
当っ
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
な

お 、
図
中の
諸
徒は
十二
座
以
外の
氏
子
だっ
た
の
だ
ろ
う 。

二

九
七
コ
了
一
・

二
五
・

稿
了〕

官
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

車

四



A - l 上朝 宵三所神社 の参道入 口 付近 の 家並 と 茶畑 及 び 団 地
こ の 鳥居 は 西方， 下朝 下? に 向 い て い る

A - 2 ト 部神 道神祇管領家 か ら の 神 職裁 許状

A - 3  A - 2 と 同 じ



A - 4  A - 2 と 同 じ

A - 5 A - 2 と 同 じ

A - 6 大座 の座小屋



A - 7  長 野新宮神社 の座小屋 左 が大座， 右 が小座

A - 9 A - 8 の 記録

A - 10  嘉永 2 年 (1849 ) の 掛銭記録

A -ll  A -10 に 続 〈

A - 8  天保13年 ( 1842 )

の掛銭人別覚帳

(A23 ま で す べ て大座 )



A - 13  明 治 7 年 ( 1874) の 掛銭記録

A - 14 明 治 8 年 ( 1875 ) の 掛銭記録 こ の 年 か ら 首字使用

A - 15 明 治 17 年 ( 1888 ) の 掛銭記録

A - 16 明 治 19年( 1890 ) の 掛銭記録

A - 17  明治42年 ( 1909) の 掛銭記録

A -12 慶応 4 年 (1868，

明 治 元 ) の 掛銭覚帳



A -18 A - 17 に つ づ く (等級制 を 設 < )

A -19 A -18 に つ づ く

A -21 現在使用 中 の 掛銭覚帳

A -20 大正10年 ( 1 9 19 ) の 掛銭記録

A -22 昭和19 -20年 ( 1944 - 5 ) の 掛銭記録

A -23 最近 の 掛銭記録



A -24 延宝 5 年 ( 1677 ) の作製 と み ら れ る 木 印

A - 25 幣 ノ 座 の座小屋 の 鴨居 と 欄 間

A -26 親座 ( 手前 ) と 姫座 の座小屋



出 入 口 は 表 と 裏の 二 つ あ る が，

裏手 の こ の つ き だ し の 部分 は 近年

設 け た も の

撮影 は 秋祭の 10 月 8 日

A -29 仙禅寺岩谷観音堂

A - 28 出 ケ 座 の座小屋， 出 入 口 は 横手
撮影 は秋祭の 1 0 月 8 日



A - 3 1  板重餅 と 小判餅， お よ び御 飯 の 御供物

A -32 拝殿 ( 舞 台 ) に 供 え ら れ た 各座 の御 幣

A - 30 大餅一今年 ( 1972 ) の 大餅 当 番 で あ る 大座 の 当 家
北 田 与三郎家 で つ き あ げ た も の

左 か ら 二番 目 が幣ノ 座 の御 幣， こ の 並 び順 は 左 か ら
大 ・ 幣 ・ 親 ・ 姫 ・ 孫 ・ 出 ・ 今 の 各座 と な っ て い る



A - 33 御 幣 と ク ル ミ 牛芽 の 重箱

A -35  1 0 月 7 日 昼下 り

甘酒 (左手 の 毛布 に く る ん だ も の )

と 巻寿 司 の御馳走

姫座 の 当 家， 服部忠夫氏 が座小屋 を 掃除 し
床 を 修理 し て い る と こ ろ



A - 36 7 日 午後， 倉 か ら 御神 輿 が ひ き 出 き れ，

舞 台 の 上 に 安置 さ れ る

A -37 奉納す る 舞 の稽古 に は げ む 亙 子

A -38 宵宮 で の 亙子 の 舞



A - 39 宵宮， 各 当 家 は 順 々 に 玉串 奉献

A - 40 宵宮 の 直 会 ( 社務所 で)

A -41 舞 台 の 棚 に 供 え ら れ た 神鋲， 御 供



A -43  舞 台 上 で の儀式

A -42 �小屋 に 直会 の た め の 準備 万端 が と と の え ら れ る
( 幣 ノ 座小屋 で)

左手 に 列座 す る の は 部落役員 ， 右手 は 各座 の 当 家

A -44 大座 の直会



A -45 孫座 の直会

A -46 幣 ノ 座 の 直会

A - 47 舞 台 か ら 本殿へ神鋲， 御供 が手送 り で移 さ れ る



A -48 本 殿 の 神 高j に 奉 置 さ れ た 御幣 と 神鋲， 御供

A -49 舞 台 の と てや玉串 奉献

A - 50 本殿 で の 神事儀礼 も 終了



A - 51  参道 の 屋 台 に た む ろ す る 子 供 た ち

A -52 餅J散 き

A -53 奉納相撲 に 出 る カ士 が 白 木綿 の 揮 を し め る と こ ろ



A -54 奉 納相撲， 本殿前 の 内 庭 で

A - 55 御 神 輿 が若衆 に担 が れ て 出 発

A - 56 御神輿 は 参道 を ぬ け て 下 朝 宮 へ



A - 57 神主， 部落役員 な とや の行列 が御神輿 に つ づ く

A - 58 ど の座小屋 で も 直会 は 終 了

A - 59 座員 の 大半 は ， ひ き あ げ， 跡片付が始 ま る



A -60 跡片付がす ん で家路 に つ く 姫座 の 当 家( A35 を 参照 )

A -61  I 当 渡 し 」 の儀礼 ( 孫座 で )



B - 2  御 幣 と 御神木 の榊

B - l  多羅尾「九 日 ま つ り 」 に 当 家 で準備 す べ き

品物 の メ モ

B - 3  男 ム ス ビ と 女 ム ス ビ



B - 4  B - 3 と 同 じ

B - 5  踏形餅 と 柿， 栗， 山梨， 及 ぴ栗 の 箸 と ち あ め 草

B - 6  高 宮 さ ん の境 内 を 清掃 す る ト ウ リ ， シ デ ， 宮守 た ち



B - 7  高官 の 神 前 に 供 え ら れ た 神僕

B - 8 B - 7 と 同 じ

B - 9  九 日 ま つ り 烏帽子浄衣 を ま と う



B - I0 神 前 で御 幣 を 振 り 参拝

B - l1  九 日 ま つ り 列席 の 人 々 ( 高宮 )

B - 12 社務所 で の直会 御神酒 を 席順 に い た だ し 注 い で い る の は 右座の宮守



B - 1 3  神 僕 に し た 重箱 の 中 味

B - 14 席順 に 膳 を 持 ち 運 び重 箱 の 神僕 を と り わ け る

B - 1 5 B - 14 と 同 じ ， 左右 の シ デ が そ れ ぞ れ の座掌衆の 膳 に

席順 に 重箱 か ら 神僕 を と り わ け る



B - 16 B - 1 5 と 同 じ

B - 17  台 所 で お 銚 子 の お畑 を す る ト ウ リ

B - 18 上位者 か ら 席 順 に お 酎 を す る シ デ



B - 1 9  直会 は 和敬高雅の う ち に た け な わ と な る

B - 20 B - 19 と 同 じ

B -21  B - 19 と 同 じ



B -22 飯盛， 踏形餅 な ど の 一揃 及 ぴ膳 に と り わ け ら れ た 神 撲 と お菜
こ れ ら に 折 詰 が つ く

B - 23 台 所 か ら 汁椀 を 運ふ、

B -24 次 の 間 で一休 み す る ト ウ リ ， シ デ た ち



B -25 B -24 と 同 じ

B -26 食 べ の こ し の 御馳 走 及 ぴ飯盛， 踏形餅 な ど

一揃 が持 ち 帰 れ る よ う に 包装 さ れ る

B -27 直会 がす ん で 次 の 間 で休憩 す る 座掌 た ち



B -28 身仕度 を と と の え て 帰途 に つ く

B - 29 B - 28 と 同 じ

B - 30 台 所 で跡片付 を す る 左座 の ト ウ リ ， 大井源三郎氏



C - l  大津始審裁判所 の 明 治 16年訴状受付録

C - 2  元禄 2 年 ( 1689 ) に つ く ら れ た 帳箱 ( 宮世話役付箱 )

C - 3 C - 2 の 内 書 き



C - 4  大津始審裁判所， 明 治 16年第 1 1 号 「地券証取戻裁判 言渡」

C - 5 伊藤友長 に 対 す る 証人 と し て の 呼出状

C - 7  伊藤友長 に 租 れる 地租 に 付明 細薄 C - 6  同 じ く C - 5 の 送達書



C - 8  C - 7 の 内 容

C - I0 C - 8 と 同 じ

C - l l  C - 8 と 同 じ



C - 12 大 阪控訴裁判所， 明 治 16年第 1878号裁判言渡案

C - 1 3  大阪控訴裁判所， 明 治 16年第72号裁決書

C - 14 C -1 3 に つ づ く


